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1. 外 観

大 阪 株 式 取 引 所

大 阪 の 経 済 中 心 地である 北 讃 2 T 目堺i{J j と北主主 との 交 叉 駄 に

位置する 、株式取引所の市場として規模に於て 、設 備 に 於 て

東洋ーを目指したものである

西 北 隅 を 正 面 と して玄 関 を 設 け 大 往 を 廻 ら し 上K 櫛 図 形 の 高

培を現時建築法規で詐きる まで高め た ・市場の尾根は 外 部 か

らは割に1jI; < 見えるが間口の /pi きが形 を聾へて ゐ る

鍛骨鍛j窃混擬土遣で外部f阜、花尚石 1長・外淑は繊細準施を避け

て ｭ Ｚｩｬｬ 主， Ｑｾ 大を念とし て意 匠されてゐる ・ ｬ 階出入口廻 り は総

て ホ ワイト ・プ ロシ ズ 拠の家惑なもの である 、堺 i訪れilJ の 西 南

隅 の 一郎 は 北 滋 郵 便 局 lて使用 されて ゐる

建 坪 1，ぐ22 坪 、延 坪 3，924 坪 、外にl J k 抜 1，772 主F. 工期 l 年 11

ヶ月 を要 した

殴 針 長 谷 部 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 大 抹 組
J  V I  
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2  大 阪 株 式 取 引 所

2，竣工式首2日夜景

自宅i の{ 本容が日正銀 の 聞 に 北 泊 の 一 角 に 泌 然 と し て浮 ぶ ・iEili i

の大柱、民ν、必t帯、航闘の声'jt苔. ｉｬｮｾ｢ を詰ＱＨＮ＾、本民 ・ 経済協市

の大阪に 一 段と主みを加! へ る・殊に夜Hll '1' の 烏 公 同 あ た り か

らは流れる 7}( に 映 っ る 貌 は 7f . 都としても相態し ν !氏Eそである

3，正面玄関入口

上 部 に は 極 の 24ったf J i の な い 商 尚 子 が あ り そ の 内 ノJ サ ッ シ ユ

にはＱｲＧＱｩｾなステ イ ｙ ドグ ラスカＺｊＦ［入されてある ・ ｆ 郊 の 入口

には外側に潟長に l:t 見 え ぬ が 彫 刻 入 りの引 Fiがあ っ て そ の 内

ｦｬｩｬｊｋ 硝子ｾがある ・ 雨方共にホ ｖ イト ・ ブ ロ ンズ製の家 ｊｉｉ Ｚ な

もので花尚石の 太社に封 謄 し て そ の 存 在 を誇っ て ゐ る



4，正面大豆限度問

正而灰ーを排して入れば小 g'¥i形 の股 nuがあ る

床に は大迎石の色 Ａｊｾ りのもので幾何模様 を

拙 い であ る ・墜 に は 外 図 庄 の珍 ら い 、銀茶

色の波紋のある美しい大巡! 石を貼つ であ る

5，昇降機康問を望む

Ｚ￯ｲ［闘 ｮ ［Ｑｩｾｮ から昇降機 日 正 ｉｈｊ ｾ 挑 む だむ良 で あ

って 、.fl ・隊機の況に ホ ロイ ト・ ゾ u レズに

アー トプ ロ y ズ を絞れたるも の ， ｾＱＱ 琉球

勝 iif 蔵 大 河 石 姑

大 阪 株 式 取 引 所 3  v l  



6 市 穏 内 部 t その 1)  

ユ1台場で あ る、此は此の ill 物の中心 であ り、 :1ヒ街街の心臓である

Ｖ 凶 Ｑ ＺＱ貨物取引高揚 の上 部よ ｐ 見下せるもの 、 Ｓ 建前 りが 凶 ｦｩｾ ｩｇ ｪ 苓 Ａｪ ・ そ

の手 前の fJ' 立に長いのが短期取引7 . ::j 場 、その前 が長W]取引高場になって

ゐる ・その .1: の方 に 1::: 各 夫 々の公定相場表示繋がある ・右 に 氾話l市の

- $ が見える。 7 脳! は短期高揚の端 か ら1狗凶 と反封の 側 から眺たもの

疋而が貨物取引高場である ・高揚の上の机ゃ撃訴盤令がうかがわれる

8 凶はむ話 l市の後郊の参観席から市場内 ;acを望むだもの

採 光 は主 として天井筒形窓と 上部 4 階 の 5 j f 窓と よ りし てゐ る ・壁 は

音 響 を考 慮 l亡高梁殺を塗附けて あ る、市場後腹壁は オー クベ z アE臣、

出場の前 五n土む話 席前絞の壁は 1) ト太キI]jlli トラパ ーチ Y . "s1.合主誌の床は

さ くら材 のプ ロック 貼

冷妓!J} I土櫛 形 のWJ闘 の 梁の筏 にあ る火よ 1) 1火下し て高揚下 と匂話J f t 桜

から吸』、

立舎の機能 . 採 光、及昔容 は苦 心 の甲 斐 あ っ て成 功 してゐる

V ' 4 大 阪 株 式 取 引 所



8. 市 埼 内 部

( その 3 )  

7. 市 場 内 部 〈その 2 )

大 阪 株 式 取 引 所 5  V I  



9. 電 話 席

市場機能の耳 と口 とに該設す る・ ζ のf豆諸

は取引人の庖との 直通電話で相揚報知 、!古

からの注文毎: に使用される ・{日|数502 座席

ある ・3 階にも鏑張琢定の場所がある ・危

話席の後 が参淑お にな っでゐ る

10 相 場 表 示 場

下 の方 が 短期取引 、上 の方 が長: 1111取引未だ銘

柄 も:.l:l て ないが今で は盛にヰIJ f日され て ゐる

KJf7J 4J -3 

VI 6  大 阪 株 式 取 引 所



12. 抑 釦 式 表 示 機

. 副島，

出F
町

、』ー'

11 . 相場 表示 機操作 場

取 引 所 で は 俗 に 札 場 とい ってゐる ・表 示 機

に l士押釦式左差込王に と二種 あ っ て 前 者 は F

イプ ラ イグ式のキーを tql して数字恢を 出す

校世でた の ｦｾ 民でその大裂を 氾 ｭ ｌ￭ｾ ゃう

短 }g]lr.{ '] Iの表 示 l亡JIJ ひる 、後者者，1に: カ - ドを

枠にＺ差 ｅ 込むむ、もの 官ｭ簡 Ｑ町 Ｑ Ｗ Ｑ早ＧＱＧ Ｑ に して Ｓ袈 ｺ を Ｑ行 ｾ J' :て ゐる 長

J期切卯I取反り引| のZ表〈示に川ひる .  J共七lばこ f後変1部刊市i よ りt操朱作

する . 1，1よ1可Jf他山に前而而Tに カ一ド を入れる式のも

のもある (α1

t採桑引，イ作f'r場 :コ土柳棚j代で 仕切ら れ たf銭良 'l汁'i 孟遊I 3段のギラ

レ り 一 よ P 成 る

大 阪 株 式 取 引 所 7  V I  



B ， ｾｊ 取場

立合場の外廊であって、天井 iま丸 みを帯び

笥梁紋塗ベ ｙ キ仕七 、 腰は琉球 ｅ 摩地 主 左大ｬＧ ｱ ｾ

戸 、床 は北米産花樹石に琉球産のと な混じ

て* る ・立 合場にて成立 した取引な高揚!

比て所員の速記したものと取引員 の帳 簿 と

照合併UJ 哀をなす場所で全部に亘り雨{ l 1 i J にカ

ウ ' / ! J ーを めく・らす

14- 15 

下闘は地下 2 階の機微室を東方よ り、西に

向つての ま5良で手 前 のがm. 房ボ イ ラーその

向ふ の中 2 階 は強制u用 及 機 械 修 理用 に充て

ａ ゐる ・ その下は各省 Ｑ ポ ン ＷＧ 獄 及 ｩ ｬＮ￟ｻｾＡｊ '/ 

クを納め、 その奥は冷房関係に充てで ある

冷凍機が一寸見えてゐる ・上聞は電気家に

ある ワ y ・.... '/ ・コン トロー ルのバ ネノL で

ある

V' 8 大 阪 株 式 取 引 所



17. 曾 議 室

第 Ｔ ｾ 皆同北隅にあ って 扇槻 を な し て ゐ る ・ 援は 布 張

紐 模 様 入 、 床 はリノタ イノL を張る

16 貴 賓 室

i:i1  4  prr jl q  ，(i 隅に位. i l i : してL 砲 の 部屋で控室と手洗Ffr

がｦＮＨｊ 隠し て ゐる ・ ｧ ｾ には ｦ ｾ 白 洲 胡 桃 ペュ ア を アン テナ

別 に 張 る ・床 は寄木張 、卓 子 持 子 は ウオ ノL ナ ット 製

大 阪 株 式 取 引 所 9  V f  
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V I  10 大 阪 株 式 取 引 所

2 0  

19- 20，照 明 器 具

18聞は賞賓室の電燈硝子 製

19問 は第 6 階大集合室の定燈にm冷 房

のパ γ ・アウトレ ツト が附きあ るもの

Ｒ Ｐ 闘第 Ｔ 階合議室の電燈 及ハ ｾｹ ・ ア ウ

トレツ ト

段 計 長谷部竹腰建築事務所

施 工 大 赫 組



1.  'J 十 翻

京 都 朝 日 曾 舘 ( 大阪朝日新聞社京都支局 )

Ci凶北問 よ り見 る〉

設 計 石 川 純 一 郎 氏

施 工 竹 中 工 務 庖
I  I  V I  



3 屋 上 展 望

￯ｅ ￯ｩｬ ｩ ｴ Ｎ品川 は げ ｩｾｊｪ 然川望位 ﾭ

l、部 は ヱ レ ペ - 9 ー機 披 先

般 根 は ガ ラ ス 民 根 遥 か に

北 ｾｬ ｬ のｩￆ脆が放ぶ

V I  12 
京 都 朝 日 曾 舘

2. 外 叡 〈西南隅より 見る 〉

図 面iC河原則] 正前〉及びH1iui の 一 部 .

暗 部副 は モノ" 9 ノι 仕 上 その他 j ) m:

而i 1寸 1[1 白 色 モ ザイ タ タイ ル J! 占 ・ガ

テスＮ｜ｩ ｾｩ￹ ｩ I土3尺 x 5 )ミワ イヤー ガラ ス

ｩＦ［ 込 ス チー 凡サ ッシ ユ ・ ｴｩｾ 1  階迦り

t笠lui は = ツ ケ ル ク u ー ム 51.j 板J ! 占
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4 外 観 詳 細

ｖｾ Ｍ ｉ ヒ附より見るＭ li¥'j -f l: ，t' jui を透 して

階段議が見える 明1ぷ1Mは モ ル タ ノι

イ1: 卜の上に アノ111 リ 11・めを施 し特 製

ペ y キ に て i世泌をt I I i < ・出家は剣山

美 術 展 覧舎の林 重:浜、川 11軌 外、1}r

t主麻の 宍氏

京 都 朝 日 曾 舘 13 V I  



V I  14 京 都 朝 日 曾 舘

個

5. 庇 下 歩 廊

河原町 疋 而 に 於 て l 階笠而を 3 m 後 退

せ しめた ・自然 t 階 を 支へる 5 本 の 獅

ＧｩｊＺ 干ｴ によっ て 匂 ｾｴ rtV廊U の形が主主 じ

た ・5 本 の 淘 立 校 の 内 中 央 3 :<ドは ショ

ーケースに利用した il u1左 の部分 に 並

んで見 える ・右 方 の 大 仰 プレ ート グ ラ

ス似込の耐 l主導門大厄の 伐のショーウ

ヰン ドー ・ 天井は照 明 ｊｈｬ￭ｬｾ 子天井その

他 の部分は = ツ ケノι ペ z ア板 貼 ・ 床 人

法不T研出仕上 、会怖にプリズムガラ ス

を入れて地 F主への採光を :泣かに した

6. 玄 関 内 部

巾14尺 のE 而 大 階 段及びヱス カレ ータ

ーによって 2 階 パ ー ラーに直 ちに導 か

れる・階段路市 は 上 11::i 1¥i {' すホ ワイ トブ

ロンズ板]!，I i、蹴 込 、手羽f i ! i j ¥主及び一般

笠 ￯￹ｩ はユツケノ レク ロー ム 剣 板ｊＡ ｾ ￎ 床 は

一部靴泥拭 ｽ 日Ａｉｔｾ製グリルＡ敬 、他 は青

色 リノ タイル敷 ・天 井 プ ラスタ ー仕上

..--!/' キ塗 ・照明器具は V ?t. リilll 綴器具・

? 寺区右後 方ショ ーケースの j)(eぶJ j J i 'は 専

門大活隙列場



合 7. 2 階パーラー その l

エ 人 力 ν ーター下 り口よりパー ラ- ) 1( 情調を見る ・Ilt 而はへ二ヤ寂鎮の上に t}; . .

ｐ ス貼 ｾ -::: L J l 量密をI菌< ， ｩ ｆＮ而 ｬ￬｜ 訟 は ｴｬ 、血 ＿世 氏 ＱＱ Ｇ “ＱＧ，三ｾ ＺＡ 水 ｲ Ｑ Ｂ を筒、 .，， 11

ホ鑑的接巧の も申 ，左1; 申Eまは伊頗t輩民11' ・・高原" ・ニl同の扉は化1! 1洗面; rr，、 0)

出入口 ・冊目計百緑色クヤ λ 、実伐 l ノ 1) ユー ム3R x3尺貼合ぜ . I;t 笹面 は天井内 に

!1: 閉せる間接照明樋によフ t 照a I せ t tJ ・天井はプラス ター仕上， をの;!M怠 '< る

部分には宜却を1ヨHiI L  ＱＺ 間 信 Ａｉｉ ｉＮＱ ｕｬ樋 を 股 〈 ・ ヲ、 ｊ ｴＭ Ｇ［ Ｇ央の 円 現 金 属留は 培 ｾｾｾｾｦＺ ｧ 司 .  

Ｑ Ｑ 川 出 ｮ のパン ・ これ は靖冊 ｈ ｩ Ａｾ ，間部 ｊ｜ に す ｾｉｉｉ t  てある ・8. 2 階パーラ ー その 2

パーラー東北限 より中央大陪設. ヱ y 、ヵν - !J ーを越 えて そ申四階

隅 を 見る ・ Ａｴｊ立性 除草手 沼 野及 び Ｍ Ｎｾ｟ｉｩ ｾ ｬｬＧ ａ｜ ｴ ＮＺＮ ＮＺＺＮ ツ ケ ｊν クロー ム

桜肋. Iill.... にソーダフワンテシ 申 N り J ターが凡夫る ・モ 申1-; 院の

Iii¥l l 新聞註i f ，; 側室内申 出入口

京 都 朝 日 曾 舘 15 V I  



官 9 食堂アラスカ (6 階〉 そ の l

商 北禍 よ 可生堂ｊｉＨ 南里 ｾ ｾ見 る ・ ｦ ＭｲＮ 愉悦 ｉ ヒ准月 Ｒ ・ 天 井 和軍按 宥 Ｚ ＨＡ Ｑｉ絞 ｩ ニｩＡ ｪ 色 車倒 Ｑ 占 ＨＮｴｊ

2.6R  ｘｾ Ｎ ｬｩ 尺 砧 合 せ ・ 事国 立 性は ス テ ｊ ν ＭＭ［ ， ［Ｑ， 、 チ ＭＱν 貼 ・ ｩｆＮｴＡｦ に 見 え るｽ 千円形ガラ ス

妓白部分担食堂別主，稲子ω腐蝕主ぴサシ ドプラス ト主 II

'" 16 京 都 朝 日 曾 舘

..  10  食堂7 弓スカ (6 階〉 その 2

，G北隅よ り食世東南i.II を見る . Ｚｧ［ｾ ｉ［ Ｑｩ 大型 空Ｎプロテ ジ クＢＧ Ｂラ

λￚＢ 込 Ｎ東山 及 ｪｾ 山に 慣 Ｈ Ｑ Ｑ ， 若水明 申 風光 一ｹＮ 申 下 に ｾｴ 閉 され ｴ ゐ

る ・ 天 井 照 明 光自在 ・ ＱＺ 守限付 ｾＱ o司、 色非ナ メJν 革iiU



S 12 6 階 パ ー ラ -

d} 演喝申震めの体憩宝・ぽ青色りノタ { Iν11・時よ日ν タJν 仕上旬 k に麻

布貼ス テンシJν ベシ キ位 t ・実弁和眠夜紙蹴一明; 照明 U I ラス天井 正

而 大 事 ガ ラ ス ス ク ＱＩ ー シ Ｑｾ ｲＮ ｈ 生芹びサ ｊ ド プラス 守 主 綴

.'，.  i也 階 朝 日 ピ ル 食 堂

日、淡扱色モザ イクタイ/ VPfi ・天井プ ラス ターベシキilf'. . ＡＧＮ＼Ｚｾｴ 民 正 面 申部舟 ＩｉＡ ￞ ン

バ ス貼 ｾＲ 骨 摘 しそ の他 の 壁及 び ｅ 両立柱 ｬ ユ テ ラ ｊ ープ ロ ッ ク 駄 ・ＮｦＭ Ｚｩ ｔ Ｎ ￭ 百 ｊｊ パイ プ

悦子 ｾｈ 子色 ラ ツ ￞ 一 軍貼， 後方曲 木ロ Ｍ Ｗ Ｚ 色 ラ ツ ￞ 一 軍貼 ・実 咋 に ｬ よプ ＱＱ ［ ズムグラ

A 償込人 '1上主り t>;光す

殴 計 石 川 純 一 郎 氏

施 工 竹 中 工 務 底 17 V I  
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t  13 公演場 ( 第3- 5渚〉 その l

舞 夜 よ り観覧 席 を 見 る ー天 井 フ ジ テ

ッ ク ス2 尺 X 3尺 貼 銀 色 口 地 ・控室草忍

に泣き古11分 持 付大 別 ペ エ ヤ 板H占、後

方 フ ・テ ス ターベ ｹ キ 主 主 ・ キｻ， ｦ 子日昔ｾと ｦ 昔

モケ ット J!，lj ・ギヤレリ - r' 天 井 間 接

照明 ・ 大天井蛇目立 、 女ｾｾ藍ＱＺＮＱＧ［， Ｑ 及 び ギ

ヤ レ リ Ｍｊｾ 光築 ー 作 天 井 のｾそ策調秩

ｪ 日吹 ｬｾ し Ｑ Ｑ の パ ｹ は間 接照明器主し

て-!l it IIJ す ・メて方 の突出牛肉形の? f - : は

ス"， Ｎソ トＤＮ Ｍ 最後世 の 小問Ａ孔 は ｊＡｬｉｾ 'f.l.; 

F宇窓 1". び スポッ トJ甘窓 ーギ ヤ レリ -

A 桁雨| 小孔 I j 回 定 プ ロヂエ ク 9 ー

舞諜:! 照明 1::: ボ ー ダ ー ラ イ ト3 列 、 サ

ス....，: /  Y ヨン ライ ト、 フット ライ ト、

サ イ ドプ ロジ :r. !l '7 ー 普通穣i ! 1' ，W; 設

fii i !  ｾ スー パ ーシ ｹ プ レッ ク ス峡匁機

Iil. び R Cヘ フ ォ トフオ y 爽 E軍装i i I ・

場 内 中 級欣 ;迭 のf更を矧 L ラ ジ オ 中 綴

ｾを設〈 収容人民 . 附ド 7∞! 布 、

附 la ｅ ∞ 席 、 前助席ｽｾ 1，500 

e・

14  公涙場 ( 第3- 5階〉 そ1) 2  

j d t 仰 搬 ・大 天 井 及 r.f ギ ヤレリ - j { .

:J t の- ) ¥1IC右 下 ;:1;) が見える 左 F1';，i

大別光 ｧ￟ はプ ロ セ ニ アム ｉ ＭＮｲｾ ｾ Ａｭ 明

ｉｅ ￯ｩ Ｇｊ￮ ｬｬ ｾ は 体例 ベ ェヤ板初日 ・ Ｊ阿形

突 出 は ス ポ ッ ト 室 天 安I JnIi H板 は空

気 剥 猿 装 泣 の 空気I ! k 出口のパ y 粂 間

接 照 明 器



15  2 階パーラ一塁書

高 10尺 111 37.3尺 ・伊 藤 康 氏 作 ー

ρ 人r : 日と ラ フな ドi 然 U とを描い

た も の で 、 この耐 と相主 ｉ する ｉＺ ，ｾ

而 に は 同 じ 作 者 の H 高 原 H が あ

って! l Tf I ! ! の劉宇宙をな してゐる

16. 2 階パーラ ー壁書

日 10.4尺 rlJ 22. 2尺 ・i l! I-1軌 外 氏

作 ・ギ リ シ ヤ 刊 誌 に よ る ヴ ィ ー

ナ ス の 誕 生 を 聯 想 さ せ る 海 の草'"

秘 をシ Y ポル した多 彩 な る少 女

と貝殺 の構 成

17. 便 所

床 淡 紋 色 モ ザ イ タ イ凡 Wz ・天 井

プ ラ スF 一、- Kli 頂光 及 t F電'1[1':

照明用 lil 'j子 天 井 ・Eて ぬ 小 潮 モ ザ

イ ク グイ ノι 地 白 色 、A 只λ 1Il 飛

白文様 ・間 仕 切板 i炎友 色 大 j' l' 石
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4 階 卒 商

2  ｾＮ皆平面圃
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屋 根 卒 面 園

6 階 平 面 圃

5 階 平 面 圃

V ' 2 2  大 阪 株 式 取 引 所

般 計 長 谷 部 竹 腰 建 鍵 事 務 所

施 工 大 材 組
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大 阪 株 式 取 引 所 の 設 計 計 輩 に就て

竹 腰 健

:1Jヒ

1旦

大阪株式取引所の建築の設計に初めて鉛筆を持ってから二年宇になる。堺筋のアカ シヤ

の並木の柏に青い芽が崩えそめると同時に此聞の苦心が酬ひ られて筆，- ，< しい落成式を穆げ

る蓮び となっ1: 。

難波橋の橋lil'ドに鈴 え立つ白霊の股堂を見て世の人は多〈建築家のロマン チシ ズムを思ふ

Ｑｾ らう。魁［ < 主も 局外者の此建築に闘する話題は共外貌とか規模とかに集中して居るやう

Ｑｾ Ｇ 。然し建築営事者として見ればそう云ふ話は深刻に響かない。此建物の中にて毎日幾千

の人が最も真剣に運命を賭して競って居る. 共日其日の成り行きによって種々の運命の人

が1+' ，来て行〈現代マテリアリズムの縮固が描き出されて居るのである。此マテリアリズム

の柿闘を 最 も敏速に便利に描き ｾｈ させる矯めに此建 築 が企闘されにの Ｑｾｯ 1ごから市場自惜

の物質的償値 が此建築の償値となるのであって . 此庭に建築家としての苦心の最も大なる

ものが存して居るのである。

大阪株式取引所の建築 に闘しては十数年来共新築 が期待せられ取引所としても数次に亙

って、種 k の計聾を企闘せられたが、昭和 7 年宣行の機愈々熟し共設計と工事の監督との

依頼を受けたのであった。

昭和 8 年 4 月には計霊祭も決定し同月 18 日地鎮祭を場行すると共に 、残存建物の取虫食

を初め翠月 25 日より一方取段を進むると共に新築の工事に着手し、昭和 10 年 4 月 28

日の落成式までに約 1 ヶ年と 11 ヶ月の日子を費して居る。

此建築は我園商工業の中心地? こる大阪の然も現代経済機構の中掘を? なす株式取引の市場

の建築であって 、卒面闘に於て示さる〉如〈市場を7除げば他は緩めて意味の聴 き二 、三の

室を有するに過ぎない。

市場内の中心は何と云つでも仲買人の電話席である。此電話席から長期に於ては二百数

十種の株式の首限. 中限、 先限の寄付大引の建値、叉短期に於ては刻 k に移り行< H'，来値

叉囲内各地の株式市場の建値 、図債償額の襲化 、海外市況などを一昨の中に納められる様

に設計する事が必要である。市場で建築上最も注意を要するのは採光と 音響とである。市

場は明るい事が必要である、然し目をさす様な方向から来る光線や標示された値札を見る

に邪魔になる光線は禁物である。

音響の酷から云へば立舎場の喧々嵩 -'<1こる騒音は出来るだり消さねばならぬ。然し高須

の音は透徹せねばなら ぬ。前者の目 的のにめには周壁の大部分 と天井 とそ吸音率の大な る

2 5  V J  



材料で被ひ、高携の背面はベ ニア を使用して、サウンデイングボールドの役をさす方針を

定めて進む ｦ ご のであるが、主幹に能 〈 共目的ｾ主主 し得 ｦ こと思ふ。市場内には 毎 日数千の頗る

鋭敏なる感売と頭脳を有する取引員叉は共代理人がめって、非常なる緊張裡に市場を使用

されるのであるから建築使用上の些細の不便に劃しでも少しの容赦もされないのであるか

ら殆ど市場の賞用上の似値のみが . 建物全植の憤値と建築の意義 とを支配す るも の と云ふ

ことが出来るのであって、数百高の工費ト輪喚の美も賞用上の慣値の前 には何等の憤値

もないのである。此黙に附しては . 此建築を見る一般の建築家叉は市場関係外の者には 、

市場営事者又は我々共建築の簡に首つにものと此建築に封する概結、又は心持が少し異っ

て居る事と思ふ。此故を以て市場の賓用的効果が、此建築の第一義的債値であると云ふ事

が州来ようと思ふ。

株式取引の市場には普通の建築事的の成果を得る外に、株式取引としての機能を護揮す

るに必要な種々の機闘を必要とするのである。共主なるものは刻々に費化し行〈株式、園

債等の建値を迅速に E つ確t貨に標示する装置であって、見方によっては此等の方法を考案

する事は建築家の仕事ではないとも考へられるが、我園今日の現扶では此等の仕事をも建

築家に期待されて居る。此等は共方法自障の考案が重要である事は勿論であるが、叉一方可

り建築の美術的表現とは距維のある俗なものを建築の蛙飾と，' - 1 ¥来る丈調和融合せしむ成る

事も必要である 。叉之れがた めには凡そ建築家の仕事と縁の速い株式市場の取引方法から

建値共他の標示され行〈経路迄、充分に了解し、之れを消化して新になる槙示方法なり、

技術的立場から改善しにものを進言する事の出来る程度超株式を了解する事が必要なので

ある。建値の襟示は取引所の機能中最も必要なるものであるが. 通信設備、英他の掲示類

にも 取引所特有の種々の設備があって、此等が充分なる機能を褒揮する様設計する 事が此

建築が第二に重結を置か るべき鞘である。

紐育ではウオ ール街にボタンウッドの古樹の l廷で仲買人が集っ て取 引 を して居 fこ時代

ロンドンではチヱンヂアレーのジヨナサン、カフエ ーで株式の取引をして居? こ時代はまに

世界経桝の機構も、今日の如〈撃って居なかったが. 19 世紀の末架からは経済組織も複雑

となり、株式取引所は経掛機構の中掘をなすに至ト共取引市場の建築もゆるぎなき経済

機構の中脳fこる事をも表徴する雄大にして jtt 重且品位あるものを要求する時代 となってき

て. 古樹の葉l告や カ フエ ーの酒樽の上に集って居fこ時代とは大に異って居る。此彪に建築

家が共ロマンチシズムを柴 しな僅かの世界が存在するが、此建築の重要性から考ふ れば最

後のものであらうか。

新市場の規模は何分にも建築面積l 千絵坪延坪 3900 ｾ余坪 、 然も延 ・ 坪の中 ＷＰＰ 坪に 近き

部分は高さ頂部迄 70 尺を有する市場ーを含むで居 るのであって 、外部には 80000 卒方尺の

花尚石張を有し. カHふるに昭和 9 年の未曾有の風水害に際舎しにのであるから工期には可

成りの無理があった。燃し幸に工事中 l 人の死者をも HI さす・期限内に完成 し得? こ事は、 ー

に大阪株式取引所の遁営なる指導 と請負者の努力と の結果と見倣さねばならぬ。

V l 2 6  
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大 阪 株 式 取 引 所 新 市 場 の 建 物 に 就 て

高 橋 栄 治

日本の経 済 中 橋 の 都 市 た る 大 阪 が

必然規模に於て、設備に於て総てに

完 備 し?と 大 きい株式取引 の市場を 有

せねばならぬ の は明白であり而もそ

の案が幾度か議せられつ込も容易に

1主施に 歪ら ーなかった のであった。 イ主

友 合Tを合肩上の工作郊にそ の 設 計の依

新 が あ っ た の が 昭 和 8 年早々の惑と

記 憶 し てゐる 。 llfJ ち首i時課 長であ っ

たノけ腰促進氏が直ちに数案の平 岡 闘

を作製され、引綴き 立而闘 をも 大 位

作られ、各れも 大株の 賞 事者 と 議 定

された のが大位現建物の骨子となっ

たのである 。上掲のエ レペーシヨ y

がJ l Pち其時のものである 。他 に2 - 3

の多考立面 図案 をtR ，げる、これ はIJ、

生暇に描きたるも の。

特 に 取 引 所 と し て は 有 も少 しの浮

撃の主主をも許さない、説; 重の中にi ! t

を $ゐ 導 くべ< . 家品t な るを限目と !  _. j  

t  - .. 

して設計さ れたも りであ る、其貼 蓋 r . い z 刊 n r. r. li Jr I  I “ 羽審車、針， ，い

々しと の批 評は甘んじて 受 け 得 ると

思 」、、 又 :I t滋 2 丁目 の交叉鮎は他の

三 方及附近には塔の如き納言 誌 なる ｾ ト

物が袋立するので此の 建物は一 層 低

き翻 を奥へるが市場としては充分な

高 きなの であ る、内外そ の細部共可

なり厚重な感 を奥へる であ ら う、そ 司

れ号事 I':l: 皆 上記の理由によるもの であ

る。

/ 本文 は30頁 へ 績 〈 次頁 には各地、

1の株式取引 市 場 を 参 考に偶げ る1
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但 東 京 株 式 取 引 所

市場 は 大正 11 &ド起 工 、m災で 一時 中 止 し竣工

は矧和 2 &f 1 2月末日であ る、設計 監 督 横 河 工

務 所、市場往主lヱ914封、像 、長 方形 の 平 面長 手二

fUlj に高揚を取 り一方 に 参 淑l市を設け である 、

flL話l市は中央に一段低〈してあ る。 ζ れ は 立

合同ｾＡＧｩｬよ話係とは直接に信放せず偲令が ｷＭ 黙

を以 てする斜めである 、採 光、普宅事共完全 と

は云ひ鋭い 、特 に荻示燃が正ll: 築 的 に放 はれ て

な いのが自に 付 〈、始め て 大市場を建築した

ので幾分不充分の県Ili の生じたのは司王し 1トーむを

ｾ ｾｽな いであらう。

名 古 屋 株 式 取 引 所

昭和 2 年 l 月起工昭和 3 年 l 月竣工、制! 保芳

松 氏 設計、市揚 m坪87坪{ 除、此も 大 也 長 方 形

の卒商で、 短 期長期 の雨 高 揚 を 直 角 に 配 置 し

定誌は 3 段 に 高 ( なって 居 る。 取 引 の 方 法 は

大田各大 阪の それ に似てゐ る、立合揚と電話 l市

との聞に摘を 設 けてある のは 立 舎 の 渦が高 揚

か ら 離れて 電 話 席 に 寄 っ て来るのを支へるた

めと附いたが 、大 阪 では その変 が な かっ た。

表示方法は原始的 であり J王っ そ の後に窓があ

るので見緩いとの 言Fで模様替の致定だそ うで

ある 。 列取 場 は荷揚ーの民 後にあ る。市場の作

用 、機 能 を 会 然 研 究せ ずし て設計せら れ た憾

がある 。

s  

日

一

回
⑨

3

 

E

 

:豊岡
-i -

才ft

樽 多 株 式 取 引 所

昭和 8 年 6 月起工、昭和 9 年 1 月末

洛 成 、貨物 は勿論寝 良も見て ゐな い

ので 評 11 ill 来 余ね るが石本蒋久治氏

の設計 な れ ば完 令 な 出来祭であると

f，-i ず る 、 建支lヱ130 :1' 1と位らし( 、L 字

別に南場を廻は L 、千包括席を 3 段 1';::

ｾめそ の 後ろ に ｾ槻憶をとる 、 大 位

名古厩のと似て リファ イン され た平

副 で ある 。

け 村 寸T寸

‘でデヨ ‘
- _ l _  ｾ＠

2. 守 - J1了

日 短 期 1  

1  ・-・一

• 

。寸骨

s  
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紳 戸 株 式 取 引 所

H有利 8 年 5 月起工 、昭和 9 年 11 月末

竣 工、: zp. 而岡 に見る 如 くL 字 刻 力事

務 所 の扇 形 の 部 分を 市場に 充て 、高

揚 、立令 場、f立話席 、参 淑 慌 の順 序

に官fj l fi に西日 i在し市場の上 lこ表示 擦 を

置 〈。採 光 も 充分 、音響もよ〈 、各

息 剖l 共 に充分 研究された 完 令 なも ので

あ る、R つ 冷房 の設備 も 完備 してゐ

る、 波長を節氏設計

一 一‘ｾ ＮＮＮＮｾ＠

::T  

E ;二::J -
ｾ＠ 1  r-- "  

/ - L - 戸 d tE

E f f mh 』 曲 .- .

i  t JTUJ P::2i j '  ｾ＠

曾

積 濃 株 式 取 引 所

昭和 3 年 3 月起工 、昭和 4 年 8 月落

成 、市場 は事務 所 の 一部に這入 って

ゐ る、 大般市場は 110 坪位 か、高揚

が一方に 、下 が立 合 場、そ の同意側 に

柵 を設けて 7d話 が掛 け てあ P 後 部 が

参 淑 席 。最も 筒 翠 な而 も幹 〈纏 っ た

一例 である. 設 計は 出古li 高 介 氏

2 9  V I  
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平 面 の 解 設 に移る 。 との 建物 乃最重J夏部は 市場 で ある、他郊は箪なるそ の隷属に過ぎな ・，、。 市場は

高 揚 . 立 舎 場 、電話席 、札場 、列取 場、参 籾 f宿舎ー よ り成 り、それ等に附属して喫焼室 〈立舎人の休1 i ! t

室入所員控室があり o 他に代行合枇。組合窃務所。組合 員合。 5J IJ に貴賓室、合議察 、集合室等が ある 。

地 F室 に は設備関係の諸家及守術小伎の部屋 を泣く 。便所は q 皆に無 〈、市 場の使P!r は会部地下に

降 ろ しで ある 、 これ は市場を極度に括質げ た結 果 で あ り 又 衛生 上 より の考へ も加味 されてゐ る。取引所

側係以外に西南関の一角を 地下よ り2 階まで . :1ヒ君主の事1¥使局へ. 地下室の 一部を洋食和食の料理庖へ

貸 されてゐる 。

立合場の設明 に入 るo 前 頁に載せた各所の株式取引 所の市 場の卒而と官事長とを参照せられた ν、。 博

多、横苦言、は無論名古尾、刺i 戸程度 までの もの は而績が害IJ りに小であるから高場 、立合場 、電話席 、

参淑席 、 札場 とζ の 5 者 の闘係比較的簡I j l . に解決 出来る。 横 演、前1
1
戸空F

は可成 よ く庭王里さ れてある 〈

博多のは見ないので批判し粂ねる が〕然る に東京、大阪程度のもの ｌ 如〈危 大 と なると 仲々図 面 ｾｦｩ とな

り且つ諸積の要求に矛盾が生ピ来る 。 幸 ひ訴設計に? 古つては 東京に教へ らる λ 蕗も多々あっ たが 、東

京と大阪と は その取引の 内容も 相主主があ り且叉取引の方法慣習等も非常に; 詮」、ので その卒而に歪つて

は会〈月IJ筒 の 槻 を曇 してゐ る、特 l亡公定中目易表示機及同操作場と電話席とに は背心を要した が結果 は

幸ひ大慶善かった。卒而を見るに 、東京のは 相主すする長手の ニ {I! IJ に高揚をとり 一方 を参観席とし、中

央 に一 段低 めて電話席 を とり 、高揚の上に廊下を持出 して札場としてゐる。その ギ ヤレリー前に恰も

芝居の看板の 如〈キし を並ペてあ って 、建物 の 内部を不調和に首長ひ隠す結果とな っ てゐる 。賞設計に 際

しては最初 より竹腰 氏 の熱心なる研究とその 異 常なる濁創と よ りして、総て が完全に建築的に解決せ

られ、市場として機能 を充分に霊童探せしむるに至った。以下少し く簡翠に説明して見ゃう。

新 市場 は 櫛 形 の 卒 商 を 有 して. 三方に高揚を続らし 、その櫛の繭にあ たる {I!IJ に電話席 を設け 、そ の

後 ろ及その階上に参淑席を取る 。三方 の高揚の上 に は各そ の柱問 のパネルに納めた表示盤がある各部

の 人 が 各 所か ら総ての公定相場を見得る ζ とが必要であるからである。

立合 場 に 立 合する人 1-1 .1l Pち電話席の自己の電話線より沼知を受 けつ L 取引するから 、電話席と完全

に信鋭を交換し得べく叉 、高易及表示盤をもよく 見得る の要ある 。電話係 は立合する人と 表 示 擦 を見

る 、 参審理人 ｬ 立 場 内の空気を察 し Ｚ立 舎及表示 を 見る 、此 ｾ ＧＩＭ［の諸腕係は添 市場で は 総て殆ん ど完金に解決

せ られで ある。



採光 は天井 櫛形 トッ プ ライトと第 4 階廊下の窓よりした。又曇天日の矯めにトップライトの屋根裏

には多重立の照明燈を入れた。音響には非常に苦心、を要 し最後ま で心を痛め たが雨 者 共 遺 憾な き成功 を

納めた。 ス 温撚度調整も完備し、市場 と しては 大 さに於 て第 ! な るのみな らず その機能を室長揮せしむ

ると と に殆ん ど 完量産に近しと 信 ずるのであ る 、概要を略述した が 向 ｉ ｾ ｉ 、 篤員等Ｚに筒翠に設明 を 附 しー て

泣いたから参照躯1ひ皮ぃ。

ームー

¥ /  命
..j. 壬=

斗窃

l電 話 号

ロ
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正三位! Z， 

:tt 曾

立合 のtt 際 の時の童話長 を掲げ る、 単 に モ Y タージユ風に 構成したので

はな 〈大住闘 係 を示すべ 〈上下左右 に貼付け て見 た、幾分の了解の助け

となら う、民叙 と興 奮 の立舎に、質量告と放心 の参籾に 。喜怒は宛 ら水 泡

の71<に浮べる如 < ｩ 止 の大 勢に押されて 北 首 ｾ ｴ 巧に 析Ｚ ｾ < 。と い』、様 を霊草炭ー

に したも のであ る。立曾の 3事長 は 5 月 l 日落 成布j 立舎の ものであって押

木常務の折 で大新が 4 月27日恨市場最後の建値 97.30 聞 か ら 100 闘にな

っ た腕 時の興 資j伏態の 呉で あ る。

3 階 参 翻席 の一 隅 に立合輿替を馬耳東風vこ。静か に各地取 引所 へ。 チ

ッヵーへ、 或 は放送局へと 相場を知 ら しつ L ある 人 々の群 れが ある。

'1( 132 

電 話

〈朝 日 グ ラ 7 ｾ華 民〉

チヴカーへ、各地へ、放透局へ

〈大阪毎日新聞篤長〉



大 株 現 場 に 於 け る 所 戚 の 一一

一一

作 間 日
生出

今回落成した大阪株式取引所の建築に就て何か書げとの話ですが、私としては之れと云

ふ材料の持ち合せがありませ ぬ。 只現場監仔 として感じに事をつ三述 べ させて頂 きま す。

業の一つは此春新大阪 ホテルの蹴で池出合員が云は れた! 藍'1干の名を指導者にする様にと

の理想、論がありましにが弘も同感です。然し私は今一歩進んで監督者も指導者も訪負人側

にある べ きもので 、施主側には只検議員否検牧係が居て建物の出来上った時、叉は中途で

工事費の支梯の際出来高の11: 定を する 位 に各請負者の信用が向上する事を笠みま す。今 日

でも精々之れに近づいて居る所もあり ますが. 近き将来 には必す・賞現する事と 信 じて居ま

す. 然 しながら之には請負 人の信用が第ーで すから 、今 日の如 〈徒ちに競争のみ をなし、

兎に角仕事を貰へば後は何 とかなると云ふ主義の棋絶する迄は駄 目主恩ひます 。建築も云

は Y 物品です 、共の製作に営り買主から 監仔が付き 切 りで 、釘一本迄干渉しなければなら

ぬと云ム事は誠に詩負者即 ち家屋製造業者の恥辱は勿論建築界の大恥辱 と思ひます。之は

只に請負者の罪計 りではな〈、施主は勿論設計者も大 に反省 しな ければならぬと思ひ ます

共の二つは材料納入者 に今少 し〈建築と 云ふ もの を迎解して頂き? こし、事です。そして早

のみ込み と安市11合を矯ミ Y る事です。今恨り にタイルに就て述ぶれば、納入者はよく使用

場所或は張方等金考へ 、自家の製造能力を省み期限内に果して納入出来得るや否 やを考へ

形欣の如きも果して 注文通り に出来得 るや等の事ゼ詳細に調べ 、単位の如きも 徒ら に競祭

主? 鴬さす・値段相首に請負ふ事 とせ られにし、然らさ' れば後に到りて期日に は間 に合はす¥

検査を受〈れば殆んど不合絡となり、途には工事の工稗ー に支障を来 しE 自 らも物質上は勿

論信用上にも大損失を来す事 となります 。特に之等納入者の内 には早 〈納入すれば愉査が

厳 しい から 、 再 三 の Ｇ Ｑ 千 促ｾ 受ｴＱ現場の欣態が せ っばつまつ に潮時を見て 一度 にどっと納む

れば仕方なしに使って貰へる 、 主云ふ昔ながらの考へを有って居 る方が往 々ある様に思は

れます。或は其の考へでな( ( . も結束力: 斯〈なって居る事があります。之等は今少し〈商

道徳 と建築の如何なる ものと云ふ事を理解してlZひたいと思ひます。之 とても納入者計 り

の罪ではな〈注文者も能〈製法能力、資力 、技側 、品質 、責任感等 を考慮 し只安げ ればと

云ふ主義を改善 して頂き?こし、と思ひま す。

其の三は現場の立場に就て少し述べて見にいと思ひます。設計者が父なれば現場員は即

ち母で あ ります 、母は其の子が生れる迄と云ふものは並大抵の 心配ではありません、月日

が満ち て生れ落つれば共の千が一人前になる迄何から何迄世話 をなし他 人から後指を? 指さ

3 3  V I  



れは しないであら うか、父の名春密封損 しはしな いか と何時も 心配して居 る鮪は父問機で

あ りま す。然るに世間否建築家仲間でも現場を軽視する もの が往 k ありま す、 今 日では梢

k 理解 して現場員を多少認める様にな りましに が昔は丸で無能視した時代があ りましに即

ち監'段者を立ちん坊とまで動視しに もので す。

前述の如 〈設計者主現

場員は父 と母 との闘係 に

あり 、共の出来上り Tこる

ものは父一人のもの に も

あらす¥ 叉母一人のもの

に もあらす・二人が協力し

て作りにる子でな〈ては

なりません 。昔の設計者

は家鴨の如きもので唯卵

を産み放し、之を鶏にM呼

化 さし自分の子として自

慢し都合の悪い所は鶏の

責任としたものです 、之

は設計者計りを責めるの

は筋道が蓮ふので現場員

の素質が悪かつ? このです

否現場員も自ら立ちん坊

に甘んじて向上心がなか

っ1: 黙にも基因するので

す。然るに今日では漸〈

現場員の存在を認められ

重大なる責任を負はされ

て居ますから、吾 k 現場

に立つものは所調立ちん

坊に甘んせ' 今、須ら〈技

術を? 練磨し経験を積み能

〈設計者の意闘を解し、

母? こる義務自? 遂行しなり

ればならないと思ひま す

叉設計に嘗らる〉諸先生

方も現場員は自分の妻で

ある以上大に信頼出来る

者を派遣し母? こる義務を

途行する に充分の指導と

援助とを 奥へ、常 iこ精神

的に も物質的に もカ添へ

せられん事 そ希望致しま

す。
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l

許

可 日 曾 館

石 川 純 一 郎

大阪朝日新聞社京都支局の新社屋を建築することに決まって 、 その計聾に手をつけ初め

fこのは - n' Fk 年であった。

最初の計霊は 、現在日-1 * 1 : つにものから見ると凶i積も半分以J 下、高さも GO 尺見営のも

のであっ た。といふのは. 最初に買ひ入れられ1: 敷地が現敷地の南部. 恵美須 nlJ に接する

約八十坪ばかりのものに過ぎなかっ fこから。それにその営時は、新聞社の方 k と雌色、今

日の如き規模の ものにしやうなど とい ふ考へは有ってゐられなかっ1: 1ごらうから無理もな

いところであつに。

ぞれが其後相営念速に芳へが護展して、隣地一一即ち 現敷地の北部. 姉小路通に援する

130 坪ほどを新らし〈賞ひ足して、線坪数 210 徐坪. 三方道路 iこ援する今日の敷地とな

り、自然計聾も奮案 k 比しては非常 に大きなも のとなって来? こコ

勿論この建物の主要な用途は、大朝祉の支局 1: ることなので、編輯局の fこめの諸室 、及

び販官庖の＿こめの討 ｦ 室主 ｾｪ 薗営な位置に置くことは最初から浮きへもれてゐ ＱＺ 謹なの ｔ ごがＮそ

れに続いてそ の上階に公演携を設りゃ うとい ふ意見が提出されて早くから 決定を見てゐ fこ

しかしその他の場所一一 即ち 2 階に於ては編輯局 に使用される 控除の面積、 l 階に於ては

版賀胞に使用される残徐の市i積、及び地下階に於ては設備用機械室共他に使用される捜検

の面積、それ等の利用に就ては色 k な案が tP，され、中にはもし質現されてゐ? こらかなり面

白かつにらうと思はれるものも少なからす・あったが、商積の闘係や共他の嗣係で賓現に至

らす・. 結局現在の様な利用方法に落ち着いて了つに。

叉現在食堂となってゐる第 6 階 i 既に設計が出来、 工事に着手してからその増築が決

定せら れ、 その矯めヱレベーターが是非とも必要といふことになって来て、既に下部は工

事にか〉つてゐ 1: 西北隅階段をかなり無理して襲更を試み、ゃうや〈ヱレ ベータ{ をつげ

に! : : いふ様な難問題にも 逢着 し? こり、叉公演携も 出来る? ごり牧容力を大き くする 一一先づ

千五百人位を容れゃうと いふことから、 3 階の全面積を翻覧席と 舞華 とのみに提供して了

はなりればならなし、様な勘定になって、その矯めに公演場用のパ { ラーや便所 主いつに様

なものも、公演場の階には t れす、 1 階下へ下ろして第 2 階 にとっ? こり、も一つ上へ上げ

て第 6 階 にとったり、 ギヤ レリーのふところを利用しにりしな ければならな〈なったり、

叉仕上に就 て も外部壁番下地の仕上げを如何にするか。 鍛阪で い〈か 、モルタ) 1. - 直接にや

るかとい ふ様な問題、叉 I 階外部及玄関廻りに使用 しゃうとし1: 特殊な = ツケル ・ペェ

.3 5  V I  
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ヤ鋼板( 鋼板 の表面 に約その一割位の薄さ の純 ニッケル居を ぺ = ヤ したも の) の!!占付方法

加工方法等 にも 非常 に研究 きれなり ればなら ない種々な困難な問題が生 じて来 1: 。 このニ

ッケ ル ・ベ ニ ヤ鋼板は 、製 造合祉の事情から 大部分ュ ツケル ・クロ ーム鋼板 に費 更 して 了

って、?こY プ 口、ムナ ード 天井張 りとして使用しにのみにっ たが 、このニ ッケル ・クローム

鋼 板にしてもニツ タル ・ベ ニヤ鋼板ほ どの困難な問題 とい ふものはない わりなのにが、 そ

れでも随分賞際施工上 では難かしし・問題が出て来 る。

叉工事の終 りの期間になって 、種 k な事情か ら非常 に急: 速 に工事を完了 しなげ ればなら

な〈なっ て、 障分忙しい 、少 k 無 理 とも思は れる 程 のスピードで やっfこと L、ふ様に種 な々

岡維な問題が闘係者を相官悩 まし続げ?ここ とは績げにわげ? ごが 、昨年春着工以来 1 年間 ‘

先 づ無 事 に経過 して今その竣工 金見 ること は兎に角喜びであ る。

<)  

地闘 を展げて見 れば直ヤ判る こ と?ごが 、こ の建物 の位置は 、新 聞j社支局 として、 叉 その

附属する公演場を有する合館 として 申分のな い ロケ ー シヨンTごと思ふ ラ

京者 Ａ ｉ ｾ 南北 に 貫 〈 大動 脈 河原町通りに面し て ゐる 。 払喫 の 中 心 新京 極は固と品の 先 であ

る。京 都 と大 阪 と叉 l立大津方商と を連絡する 交通機闘の起賠も亦近 い。等 々い 〈らで もい

〉黙が拳げら れき う1: 。

。

敷地 は正面河原 町通 に面 し. 雨 側は} j 美須11lf 及ひ:frili 小路の通りに 接 す る三方道路で 、敷

地金閣に亙って法定最高限度 31 メート J L-迄建 築 し得る 都合の い〉所である 。?こ Y 皐純な

矩形でなく 、東南隅で少 k 入 り込ん fごとこ ろがあっ て、こ の矯めにプ ランにはかな りな不

利径が起って来 るので困る。

<)  

卒商主その諸室配置の模 桟は、卒面闘 を見て頂 りば瞭然するわりで 、こ 〉では重ね て云

はな い。

?こ Y 第 I 階に 於 て河原町通 りに 面する 壁 画は 3 メート ル後退せしめであ る。 これは この

建物が公演携を有 って ゐ る闘係上 、劇場取締規J[l Jの精紳に準 じて 、!丘45官臆の意見を容 れ

にも の な の Ｑ ｾ Ｇ 。

こ の ｾめに Ｕ 本 の 潤 立荘 一一 内 Ｓ 本は シ ョ ー ケ ｻ ス に利 用 しに 一一ー が 残 っ て 来て 、 小 フ ・

ロムナー ドを形作り 、叉雨天の際等、rl1 の庚い庇の役 目も 果 す れ 、ふ様な風 に、 よ し1 階

貸室面積 を多少失 つでも 結果に於ては商白 くな っ1: 。

<)  

外!日は主写真で御買の通 り極めて簡単 な立 方開で 、窓の全 〈ない大 きなコン クリー ト壁 面

が あ り、叉 それに照悠 して極めて大 きなガラ ス壁面があ る。

屋上には煙突 と21問の塔屋の尖起があり 、 その一つは消 防署笠松に充てら れる 。



仕上げは 壁 識 の 部分が モル タル仕上 、 極 め て 入 念に出来る ｦ ｾ り卒商 に 仕上げられた も の

ｦｾＧ 。 そ の 他 の 部分は 一 寸 角の白 色 ノ ｬ 、型 タイル貼 Ｑ 階廻ザ は ニ ッケ ル ・ ー クロー ム 銅版 Ａ治で

あ る。

。

内部各室仕上げは簡1i1に主なる部屋 fごり奉げて置か う。

第 1 陪正面玄関廻り 一 一壁 、ショ ーウヰ ンド、 大型プレー トガ ラス。枠銀製 ホワイ トプ

ロンジ ンク。仕上。

玄闘床 Ｎ 買鈴Ｚ製 ｾｦｴ 拭格子金 物 敷 、一部は 青色 リ ノタ イ ル敷 、 壁は ニッケ ［ ｴＭ・クローム 鋼

板 ｴｬｾｩｯ 天井プラ ス タ ー、 ペンキ塗。 ｪ 照明器具は ｖ 字型直 付連 続器具 。

募門大庖ー - )未 . リノグイル敷。天井プ ラスタ ーベ ンキ塗。陳列ケ ース、枠は鎖製 ホワ

イ ト プ ロンジ ン グ 、 子 ＿ 輸はアルミ ニ ュー ム板答。ＩＡｾ ｻＮ 明器 具 は算盤 珠 型 パイプ ・ ペ ン夕 、 ン ト

中央大階段ー ー監は = ツケル ・クローム 鋼板!! 市、断面はと l卜講 付 ホワイ トブ ロン ズ板敷

蹴込はニッケル ・クローム鋼 板。

西北隅階段一一断面蹴込共青色 リノタ イルM8、南端アルミ エユーム金物押へ. 手摺ホワ

イ トブ ロンズパ イフ・及び手間子 、銀製 ブ ロンズ ・スプレー仕上。

第 Ｒ 階 パー ラー ー一 一 床 、 青 繰色 ジ ヤス ベ文 様リノリ ユ ｻム 三 尺角 ＡＡ ｾ ￮ 合せ。壁 、 ベニ ヤ 板

下地カンパス H山、壁郡金制i < 。調立柱及大階段手間壁はニッ ケル ・クローム銅版! 情。天井

プ ラス ター ペン キ塗。 ｈ ｾ ｻ Ｎ 明は全部間接ｊＡ ｾ ｾ明とし、 壁 前 面 周囲天 井 に 壁誌を Ｉ ＱＨ ｬ Ｎ ｕ Ｎ月する Ｑ Ｑ 的で

ｦ ｾ 閉ｊＡ ｾ ｾ明 柚 を設け、叉 ｪ 菌営なる天 井梁 型側商にも間 媛 ｊＡ ｻ ｻ Ｎ 明用蛇腹を附し ｦＺ 。各天升 パネル

に あ る ＿策 調 繋 汗 ｪ 吹 ＯＺ ｈ し口 の パンにも 電 球を隠して間 接 ｈ ｾ ｾ 明持具 に 粂用し ＱＺ 。

編 輯室 一一一 天井及壁 、 フ ジテ ッ ク スＡＡ点 。床 、 リノリユー ム 敷。 ＩＡ ｾ ｴ 明は算盤球型 パ イ プベ

ンダント 。

第 3 ，4 . 5 階パーラー一 一!末、青 色リノタイル敷，4 階のみ リノリユ ーム. 朱 ・次 ・

背三色楠柿に!Vi る。 壁は肺イii lVi の上 にペ ンキ・ス テン シルグ様 ，天井プ ラスター仕上。 j照

明は大型 ボ{ ル のチ ユ{ プ・ベ ンダン ト。4 階下り 天井の部には小型直付 グ・ロー プを配列す

公演場一一後段記事中に

第 6 陪食堂一一ー外壁全商 3 ).c_ x  5 尺 プロテックス ・ガ ラスi政込‘ その枠'百鉄製銀色ラッ

カ ー主主 。 床 、 橋板 Ｑ ｪ 長 ， 樹 立 柱、 ニ ッ ケ ル ・ ク ローム 鋼板 ｴｬｾ ￮ ｯ 天井は 襖 紙 Ｓ 尺角 貼 合 せ Ｈ 銀

紙 の 上に 青色素絹透 貼り の も のＩ。壁 、 ｢ｴｾ￪ 布 貼 ペン キ仕上 。 ｊＡ ｈ 明 天 井光 築 。 ｚｉｊ 室 は壁に大型

プレ ートグラ スの腐蝕及びサンド プラ スト文様入の ものを用 ひ1: 楕l剖形の部屋 、壁 天井は

同前。

地下陪喫茶室一一床 . 淡級色モサ. イクタイ ル貼。 俊道路側はカ ンパス貼コ壁画 をfNi <。

共他の壁 . テラゾ ー・ プロッ クl! 占。カ ウン グー 廻り伊太利産大理ニ石。天井 プラス タ こ

の天井商に はプリ ズム ・グラ スf保込、人道商 より 採光する。
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。

設備は電燈・電話・動力・電祭時計設備、衛生設備、昇降機、消火設備等一服的諸設備

は一通り具備してゐるが. 殊に特筆しなげればならなレの は、宰策調整設備及びヱスカレ

ーターで あ らう。何れも 京都 としては最初の出現で ある。

さき策調整設備に於て、こ のピ}l- の最も葱まれにる黙はその量製かにして、その温度極め

て{尽き地下水の 、しかも極めて容易に利用せられ得る献態 に在ることであって、これが矯

め一般に冷房に必要な冷凍機を置かす・に水のみで充分良好な僚件一一冬期的。 - 50%. 夏

期80
0

- 6 0 %一ーが得られる筈である。この設備は公演携は勿論 、全館各室に及んでこの

建物の保健性を高める。

<> 

公演携は この建物内容の大部分、第 3 階から第 5 階迄を占め てゐて . 狛 そのノξ ーラーは

第 2 階及び第 6 階にも仲ぴてゐる。

第 3 階は舞差及び観覧席に充て、 ギャラ リーは第 4 階第 5 階に亙っ てゐる。

その牧容人員、オ ーケストラ・スト ールに 700 ffNギャ ラ リーに 500 席、補助席を令 して

1. 500 人を容れ得る。

舞援は間口 6.5間. 奥行 4 問、プロセニアム高さ 29 尺 、客席照明は 、舞主義上部 、南側天

井蛇腹部、ギャラリー鼻等の光築を主 とし、 ギャラリ ー天井は二僚の間接照明用金属馳曲

を通して間接照明とし、叉大天井、ギャラリー天井にある空気調整用吹出し口のバンを利

用して天井中央部に間接照明石? 施し? こ。

舞妥照明はボ ーダーライト 三列. サス ペンシヨンライ ト、 フッ トライトを設備し、 叉 ギ

ャラリー鼻には九佃のプロジヱクタ ーを左右のスポット室にも各二基のスポットライトを

舞墓雨袖にもサイドプロジェクターを、叉最後部11央潟室からも必要に感じて直ちに使用し

得るスポットライトの準備が出来てゐる。

仕上は大天井フジテックス貼、淡青色ペンキ塗とし、銀色白地俸を 2 尺 x 3 尺の聞に通

し1: 。壁はプロセニアムア ーチ廻り及び前部左右壁画. スポット室共. 梓材大型べ= ヤ板

貼素地仕上とし、共他の壁商及びギャ ラ リー 天井は プラスタ ー仕上. ペンキ塗 とし1: 。床

は淡級色モルタル塗 . 通路は同色リノタイル f! ，r，である。

椴帳は金銀の横縞、椅子のクッ シ ヨン及 び脊 張の布は暗朱色モケットを使用し Ｑｾ 。

全開の形 左色調いま極〈簡素 な明快なも の をt 志 し1: 。

この公演壌に於りる座席数の床面積に劃する割合は、一般のものよりかなり大きくなっ

てゐる 。一般に座席ー脚営り の所要面績は卒崎 0・25 坪、最小 0・2 坪、前後、最大 0・45

坪前後のものであ るのに比して. こ 〉では 0・15 坪 といふ小さい敢字になって来てゐる。

" ' 138 

この公演場の周囲外壁は全〈窓を設けす¥外剖'騒音の遮歓を企てた。 叉一般に云つでも

近代のォーデイトリウムで日光照明があることが寧ろ人工j照明の自由な調整を妨げる結果



窓、や天窓のあるオーデイトリウムも賓際にはそれを遮閉 して使用しないといふ賓放である

ので 、そんな意味をも含めて今度は全然厳 して了つに。これも勿論完全な宰策調整装置を

有すればこそ出来ることではあるが。

。

この窓のない壁画は外観として見る時東南西の 三 商 に 亘 って非常 に 大 きな商積ｾ占有す

ることになって、この建物に一つ の 特 殊 な風貌ｾｦｎへることになっ＿こ。

o  

この建物に於りる内外の壁由、殊に外部壁面の壁郡は一つの特に奉ぐべきこの建物の特

異な貼であり、同時に相首問題にされそうな黙であらうと思ふが . 兎に角この 200 坪に垂

んとする 大壁茜も僅 k 二週間で拙き上げねばならなかっ fこので 、林・ 川口・伊藤三氏及び

その助手十数氏の異常な精進を必要としに。

o  

この建物は建坪こ そ大 きいとは去へないがそ の延咋は 1，} ｏｏｾ 余 坪あ り、そ の 高さに於ても

軒高 ＱＰ ｾ 尺消防岩撃機で は Ｑ Ｇ Ｒ Ｔ )'<!..徐に及 ぶ高居建築で . 周囲の低い民家の聞にき筆え 立Tこさ'

るを得ない醐係 もあり . 又大関京都その ものが千年の古都でゐる といふ闘係も あ り、 その

タト翻並び に環境への調和に就ては我 k 全 〈無断!心ではあり 得 なかっ fこ。

しかし我 k の技術的な差芸術的な良心から 、こ の建物には唐紋風を附し . 勾欄を附するこ

とは敢てしなかっ fこ。こ の黙体統主義的な 一部の人 k からのお叱りは甘んじて受げなげれ

ばなるまいと思ってゐる。
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京 都 朝 日 曾 館 構 造 概 説

主

円

加

w

貞 世

建 物 の外 貌ｾ壁詣で飾った、栂 め て 異常 な建築でありますが Ｎ 之れがスケルトンには一

般建築と特別相遣する核な構- 造手法佐用ひ 1: 虎もありません。寄りと云はる〉ま〉 にi隣ii!i

の ｾｄｉ 告を紹介して見ませう 。

主開A構造は鎖骨織筋コン クリート構造の所調、| 耐孟耐火構造であ りま -.) 0  

1也長 身度は 11U ｾ規準として居ります 。 特に 工賓の 節 減と工 期短縮と の要求から ｬ 舷 力を

特別に負協 します外 部架構と長 Ｑｊｾ 間内部梨構と に は餓「 Ｑ ・ｾ併用して共他の部分は純錨紡コ

ンクリート構造としまし1: 。

国商で見られる; 隊に敷地の酬1系から多溢形の平I自[ 百十重であり 、且つ建物のト11途が二階以

下は普通の事務所建築、三階以上五階までは朝日 命館と云ふ 1. 500 1' ，の牧容人員を有する

最大{ 疑問 22. 77m の公演揚があり 、更 に六階 には三階と同径間同商積のホ ー J 1- が計葺 され

ましにもので 、之 れが現在はレストラントに使用されて居ります。

かうしに閥係から架構措を取扱ふ上には相官面倒でありまし仁 、

即ち特に、卒厨計聾の閥係から之等架鰭の荷重法が非封僧形となり、曲能率の算出、 鎖

骨の製聞、工作にも 思はね手数を要しましに。

基礎は地 下 6.0 m に其下端を置き 、直接極め て堅固 な砂利暦に 支持さ れて居 ります。

而して内部柱 は猫立基穂とし. 外部柱は全部 連続 しに布地形として設計 しま し1: 。それは

外部荘の支持荷量が内部在の. ぞれに比較して . 極めて大 き し E つ、外壁を支持するに

最も好都合であるからであります。

地 酵の耐l監支持力は毎i . f - 方米 30 胞と限定 して設計しましに が貰際の支持カは此の数千高

に相蛍するものと確信して居ります。 叉基礎の深 さは京都市内で陥なも のとの事でありま

すが. 卒均水位は地階床面上 45cm 程度であ りますから、地階床面 に働，7 ] ( 墜カは純 少

であります。只水量が多い矯め施工中の困雛を珠期して計聾す1 . .1; t ' 足りるものと 信 じます。

架構閣 の取扱 は大悟 ｾｉｯｰ ･ defl ecti on  method を規準として、之れを各架構腫に合理的

に按配して解法を試みました。

六階は設計の営初ホールに使用する 目的で裕子屋根伝受ける最大径間 22. 77m のトラス

の成を極度 に縮める必要があり、下弦材をア ーチ型 に設計しました。
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j 、階の床を受付 る公演場天井の大梁は最大内問 22. 77m ｾ＠ "1・rl l sst.d gi rdcr C しまし? こ

が、相営の荷援を受げますので、外部中1 . : の負憶する| 出能率を料減する必要から S lI b lr 山 H

ｾ Ｎ Ｍ 辿宛何日置しましに。

Ｑｩ階 ｉｊＴ 階の限覚Ａ神［は ｉｾＨ 問 ＲＲＮＷＷＱＱＱ の方向にｉ｜ｬＮ ｡ｩｮ l rus日ed gi rder 一連と Sub pl ate_  

広irder 一連 k を然して、之れを支持させ. て居ります。次に載せであります馬民は此概略肢

を受〈る大祭の建方 'IJ のもので あ ります。何聞が 22. 77m料度の場合は 、かうし1: 観煙席

は じant i l evcr ｳｹｳｬ 巴 ｭ で取倣ふよりも、雨端支持の Ｈｾｩ､､･ｲ sys l. e m に棟 5 方が合J : l r . . 的と

筆者は信じて居ります。もっとも、此朝日合館の場合は挟粧がありませんので、前者に撮

る事は不可能で後者即ち Ｈｾｩｲ ｣Ｑ ･ｲ syst em に煉るより方法はありません。

此l ¥1ai n lrll 日じc1 Gi r dc，は成力: 日( 1m もありますし叉f疑問も 22.7 7 m となりますので

餓汁建方作業中の航限と似旬! 市勾配が . あまり念な矯めの水平分推力を考慮して、特に 、

D O¥l hl c weh としました。

外部キ ｆ に使用し ＱＺ 鍛 ｉ ，ｾＮの断耐は闘 ｉＨ ， ｩ でもも見られる様に混擬土の｜ｴ渚と、梁蹴筋の貫通主

主＿考慮しましに。而して特にＺ ーＮ 階 ｬ 不出 ｩ では外部柱の ｉ ｬｬｊ能率が大で、之れ ｬ こ ｩｬｩ ｦＮ討する 三 階 ｊｾ ミ

梁の鍛筋のアン カーリン グを考慮 して、闘示してゐる岐に餓' 舟で補強して居ります 。

小梁の配置は; 暖房 、換気 ダク ト、 エス カレークー. 共他諸所に散在する階段等の閥係か

ら可成り混 ｾｌ して居りますがＮ之れ以上整理する事は平面計聾 �［ 許さないでせう。然しｉＱ ｊ ，

来得る限り One sl ab panel 式としました o 共最大 panel は 6. 363mx  7. 73m となって

居ります。

狛参考までに構造 ｲｾｈ 系の数量を抜事しにのが次の表であります 。

重主 :1ie 延主 ｦ ーに到する ｬ ｾｉｊ 合 t昆i産S量リ 土に: i "J す

る 合
延 坪

阪 枠 | 醐3立70f珂11  | 鎚 骨 | 鎚 働

日当枠| 混凝土| 銭 円| 鍛筋 限 枠 | 附 |削

坪

5問 2引 J 3，56  I  0.33 1  0.26 1  0.2  13.8 1  0イ0.6
1，116 
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淑T主席大梁のエレクシヨシ

混凝土俄枠1土び 足場

制覧j広大梁 の 且レ クシ ヨγ

V I 4 2  ( 京 都 朝 日 曾 館 )
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て

枇 京 都

に 就

聞

事

阪 朝 日 新

基 礎 工

犬

の

幹生芹

緒一一排水一一土留一一根切除士 一一鋪道下地下室工事一 一冷房井戸 工事

一一防水工事一一結

緒

河原I 1IJ の稿め る此の滋の地質は地表土居下直ちに組めて深 . 砂利屠が続いてゐる録、非

常に豊富な叉冷徹な地下i}くが湖底 として流れゐるが故に、地下深〈掛聖して地下室を作 る

事は非常な困難が1*ふ。

水

掘方. 基礎下端迄 20 ) 心底 l創積 200 坪 . 常水面 10 )く 5 寸 . 京都主 して此の場所に於

ては特異なるも のにして、その湧水量は量 り知り難〈排水作業は至難事とされてゐる。

専門家は日 < r先づ加茂川の水

L

L
』

e

伺

判
μ

i ' 替へ切る決心i ' 必要とす」し

張 に於て附近著点の建物を調査す

るに宇地下車. 或は基礎下端迄7 } ¥.

中 2 _ 3 )え程度の もの多< .  i勇i.K

後りにも多量の 震完全なる排水i '

震す能はす、 . 一部水中コ L クリ 1

トにで施工せしをテ聞く。

経験者の主主: 見と向充分なる調脊

ｾ とに依り、 言 説薄曇は約 ＱＰＰ ， ＰＰＰ 石

与 と仮定、排水は 6 吋ヒユガル ポン

プ 15 馬カ 6 蚕 . J.象備 2 茎を設備

すれば、先づ充分なりとの自信念

排 水 作 業

得υ 之に要する排水溝は内倍尺 3 寸土管を 3 箇所車道下. 市の大下次に直接連絡せり 。

工事用排 水井 戸 は、井戸側木製、千 ￨ｉｬｾ 3 尺、高き 15 ) 心i ' 4 箇所要所1::: 配置して掘方の進

むに従ひ沈下せしむ。又内保 5 寸の拾土管を基礎捨コンク リート下端tご縦横に敷設 し. 地

下湧7k i' 此の保井戸に、完全に E 容易に導き得ちる〉様施工な したり 、依井戸 1 箇所に封

して排水 6 吋パイ プ 2 本を挿入. 夫々自動スイ ッチを附 し. モータ ーの加熱、 ペル トの般

VI 4 8  



損. 共の他種々なる故障を防ぐ震

に叢夜共ポ ンプ係員を世し 工事

の震 に間断な〈 排水する 事に依り

附近の井戸水の枯れるは必定。水

質良事潟、一般住家には殆んど井

戸あり 、 叉井戸ＷＩＨｾ生命とする料

理屋、族館. 湯屋、; 魚屋 . 等近隣

に多し. 此等特殊の家及共向井戸，

等にはパイフ・の打込み . 糟足を? な必

し苦情の告会 り出 ぎる内 に夫 k 遁蛍 陸棚及松切作業

の方法ｾ講じぬ。 工 事の進渉する に 従ひ井 Ｗｫ の ｩ 岡地せるも のは次第 にそ の 数を増じ約 Ｔ 丁

4 方にも及ぴぬ、然し新聞肢堂 として. 此の工事 に封して は11I J 内は勿論 、近隣の気受 もよ

く、格別の好意と難工事 に劃する同情 とにて 5. 6目 7 の夏期を控へて 、途 中設計費更 に依

り. 3 箇月に亘る繕績排水作業も無事好都合に終了せり。

か〉る揚水量多き所にて地盤軟弱ならんか. 排水作業 に伴ふ土砂の排出、矢板足元及| 隙

間より浸出する土砂の移動に因れ道路並に隣接地の沈下を防ぎ . 施工するは容易ならさ'

る事と考ふ。京都は地盟諸一般に強靭にして、 可なりの工事に でも油嘗の対二抱 附 する事に依

り土切作業を＿省略せる場 合 多し只湖水に因る土砂の崩 Ｚ 援 をｾＩパＧＺＱＧ誌と、且 安全 なる意味に

於て木矢板にて簡単な る土f!1作業主? なす場合多し。本工事に於ては一般になされる如< 50l+ 

レ ールを約 Ｕ 尺聞 に打込 み Ｎ 切梁は ＳＵ 角 ＲＩｾ 5 寸聞に矢板は衿材}皐さ i 寸 2 分 巾 8 寸‘

を使用する事により土邸 に射して

充分なりき。陸棚は米絵 12 吋角

縦繍約 Ｒ 間 ｴ ｦ［ に ｾ ｾ ｴ 度 し、雨 端は

同寸の腹起しに辿絡なし. 央梁 .

ボ ール ｬ 、ｾ 要所に締付け 焼梁等は

過賞に配置せし別に施工」二鐙り

? こる事は無げれども. 地盤堅固な

る君主支柱打込は不可能なり 。故に

最初は長さ 1 閉末口 5 寸丸太を仮

支荘となし 、掘方の進u に従ひ 2

間丸太と取換へ支桂は陣棚の横に

建てボ ールトにて横締となし、順

次穴の位置を替へる事により l控棚

土 留

• 
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土 手勢刷ヱ レ ベ ー タ 一 次側仁社民"9' J H采 J

金支へしめ? こり、故に荷重に到し

ては安全なれども陸棚の上部へ倒

れざる様常に詑意せり。側廻りレ

ー ) L 打作業 も地盤強固なる篤進渉

せ十長さ 25 パ もの、1 日に 7 - 8

本を打込みしのみ 、最後の沈下 5

i 分内外にて 、約 80 本の レール打

の鴛 150 貫 の分銅の底部は凹型 に

愛型せり。

根 切 捨 土

A  根切掘方ｾトラック積込み→斜面接橋→場外搬出

B  根切掘方→地下肩引車→土揚用エレヴエグーー土揚げ棚ー，トラックに特載

地下約 8 尺迄は水卒移動に撮る土砂搬出方法 A を採用、それ以下は斜面及敷地の闘係

上能率を考慮して垂直移動法 B に撮り残土搬出をなせり。営初工事を念ぎし矯土揚用エ

レヴエター 5
r
x10' X40' Ｒ 基 Ｎ投光器 Ｖ 蓋 を設備して夜間色作 業主＿繊績せれ最大能ｾ

1 日 50 立坪卒均 30 立坪の土砂を搬出する事を得? こり。

鋪 遁 下 地 下 室 工 事

地下室掘方進行中前面鋪道下をも地下室に取入れる事となりにる矯め 、主韓工事と別箇

に取扱ふ事とせり o Ｒ 階床版コンクリー ト 打後車道と主 ｉｉｉ 道との界に ＱＲ 吋角木佐 ｾＴ 本建

て. 1 階の接骨' 柱と 4 本の梁木に て完全に結び付け、命li 道上の般事務所並び に市電サイ ド

ポール、 詮電用銭桂の受方をも粂ね? こり。次に掘方に伴ひ瓦斯水道管並びにケ ーブル等の

支障埋設物の調査及び建物外移設の諸屈をなし . 之等主II 設管の将来沈下による故障の憂ひ

をなからしむる矯め . 新設コンクリート外壁の遁賞なる箇所に鎖骨持詮り金物を取付t 1 置

き新管を其の上に切替へ移設せり。向鋪道床版には地下室への採光として、千 ｾ Ｖ 吋丸型 銭

枠付のデッキグラス約 2 千侃i 制限枠上に 9 寸聞に配置し. 将来水漏れ等の憂ひを? なからし

める矯め防水コンクリ ート 打となし虞鎗白地棒入れ人造研出し仕上とせり。

冷 房、井 戸 工 事

井戸側、織筋 コンクリ ー ト造内僅 6 尺厚さ 6 寸、深さ水中 40 尺、湧水量約 10 高石、水

温. 華氏 56 度 、用水量 1 叢夜 4 高石。

近代建築設備工事のーとして重要なる冷房設備の生命とも云ふぺ雲水は此庭に於いては

些の心配もな〈此①製富清澄なる地下水を充分に使用する事により漁期以上の成績を挙げ

得られ華氏58 度の冷徹な水温は高債なる冷凍機の設備を不要 k なし、丞祭洗線装置によ

り場内の益集を冷却洗織し温度 80 度線) 主 6 0 % r 越えしめすヘ冬期も亦宰祭洗糠カ11熱俊

により. 温度 68 度、訴事度 50 Ｅｾ降らさＧる快適益集欣態を持績せしめ得られ＿こり。

井戸側沈下作業

V' 50 



先づ7k商まで掘方をなし、井戸側底部に一分厚鎖板断面 V 型の持金物を取付け . 第 1

同高さ 2 聞の井戸側コンクリ{ トを現場打となし充分磁化し? こる後、内部の土砂を撹枠.

泣Sit なし、漸次沈下なさしむ。最初は 1 日平均 4 尺程沈下すれども 、井戸側を打接ぎ上 部

に適営の荷重を架げ沈下せしむるに周囲の摩憾と内部土砂の波波及取出も意の如〈ならさ'

る魚、水中 30 尺位迄は 1 日卒均尺 5 寸棋度より沈下せす・。工費卒均尺営り材料手間共約

日O闘を費せ り。湧7k最多 き故沈下作業は線、て井戸側上部よれ遁蛍なる土揚げ工具に て作

業なすものにして ｴｧｾ 朋せきＧる滑石等に突営らんか潜水夫を入れ除去作業金せぎる可らす・。

主幹ひ無事好都合に震直 に沈下せるま語、 将来近隣に大建築の計書さ る〉場合 e .Ei叉水枕の

減退、'E { t > 考慮に入れ更に 10 Iミ増掘をなせり。此の場合井戸側の沈下は i 臼卒均 1 ) て未渦4

1: して、 6 吋揚7] ¥ポンプ 3 事を 同時に働かし、湧7 ] ¥量を検査するに7] ¥中 J 5 - J 6 尺より7 . k

f立下らす湧水量珠想外に 多 〈所期の目的を充 2 分に主主す。

防 水 工 事

湧7k多き地下室に於ては外防水は絶封不可能にして、内防7k e云へども防水下地を充分

に乾燥し得られ令、故にアスフ アルト防水 にては完全を期し難し。 f院に内防水にて矯さん

か施工中ポンフ・の故障停電等の篤に折角の防水を無駄にする憂ひあるのみならす・ . 防7J<.1I)1

へコンクリート打の潟、室内の貴重なる、スペースを宰費する棋臨あれ故に防水コンク

リ{ ト施工法に撮れり。

防水剤は鏑物質にして塗稽可能なるローグスを使用せり。之が施工としてミキサー内に

セメント容量の 20 分の 1 ( コンク リート、 1 立坪に封し約 200 封度) を混入し常水面以

下のコンクリート打棺; ぎを越げ るに め連続 コンクリ{ ト打作業をなせり。防水コンクリー

トの打槽ぎをなす場合は稽手を祈り、接関商の不純物を除去し1: る後十丁稽ぎなせば可なり。

向此の場合、安全なる意味に於 て防水モルタ J しを稽手の箇所に使用せば充分なり。

本工事にては、床排水共他舎所等は湧水の闘係上、後より祈り施工し得ぎる故充分なる

計聾をなし. 排水用として給水用内厚畿管を床下に思設し、周園 8 寸厚コンクリートにて

被車、銭管の将来腐蝕するとも、外部より水の浸入せき' る核考慮す。便所床等の配管特に

多き筒所は 2 重床版主なしにり。

銭筋及び結束親等の防水コンクリ ートに完全に被覆されぎる場合は、其の周りより毛細

管現象によれ7 ] ¥祭主? 呼ぶ庭れあり故に偲枠締付用セパレーグー等はコンクリ{ ト打の際

注意して除去叉は突落す様なしたり。斯〈する事により問題の地下室も普通セメン トを使

用せる防水コンク l) ート打により成功せり。要は注意と入念なる施工法に在る様に思はる 。

結

幾多の前例なき内森を有つ京都随一の高居深居建築も全員の協カにより金工事を通じて

無事故にて期間内に目問度完成せるは誠に天佑とも云ふべ〈紳の加設の 、特に厚かりしは

勿論なれども新聞枇の事業とその強徳の 、然らしむるものと深〈信じ、山紫水明の古都に

建つ此の新聞殿堂の永久に策あらん事を祈る次第である。

51 '</ 1  



4 犬阪株式取引所ク の 建 築 を 語 る

V I  6 2  

( 五 十 普 順〉

石 問 信
夫 氏 ( 大 林 組 取 締 役)

管 業 部 長

今 林 彦 太 郎 氏( 長 3153T 飢 J 2)

岡 聖子 衛
士氏( : 大 阪 株 式 取 引 所 )

市 場 課 長

事草野片1: 郎 氏 Clt !l! f 建 築 事 務 所 長〉

M 令 点 一 郎 氏 ( 大林 組 営 業 郊 次 長〉
作 間 日 間 生 氏 ( 長谷部竹腰建築事務)

所 大 株 現 場 主 任

境ー 疋 一 氏( 大林組大林現場主任〉 竹 腰 健
遁 氏( 長谷常部竹腰建築事務)

所 務 取 締 役

東 ;l: m 話長 三 氏 〈刃l 畑 建 築 事 務 所 長〉 中 津 誠 一 郎 氏〈大阪 府 建 築課長〉

波 1[ 悦 夫氏( 波江建築 事 務所長〉

岡 田 孝 男 烏 回 良 蒋 新 名 種 . 夫

昭 和 1 0 年 5 月 9 日

於 朝 日 t : ) 1 . 本みやけ



新名一 一 今1免は日本建築協舎の主催で 、 新 らし < i  さんによ〈聞き 、又 東京の市場なんかよ〈見せ

11i 来 ま し た 取引 所 の建築に つい て 皆 様 の 御 お 見 : て頂きま して、 さう して大強に於て之な ら役割・

を伺ひたい と存 じま して 、お 忙 が し い蕗 を お 願 : に着手出来ると云」、自信 を漸くにして得られま

ひ致し ま した蕗多数お II : i で下さ い ま して有脆う i した さうしてぽつぽつ設計に か L つて見 ました

御座いました、 ζ れ か ら座談令に移りますが 、 j  広が j伴った ゃ うでなかなかj併 らない、入って 見

U 'l' I 先生に司令を して 頂 き ま し て 、 み な 様 の 御 ; れば入って見るね非常に六ケ敷ぃ 、それで設計

批軒、をお前j かせ頂きた い と思ひます o :  の最後の可i になって 、宇っと 取引の方法火取引

葛野 一一 Ｍｾ弘に司令 せ よとい」、 ζ とであ りま すか ら ｩ P!r が ど ういふ機能を 有 っ て府 りど うい』、機関 が

ｾｉ￪ だ Ｑ 皆越であり ま すが 、 御 命 令に従 ひま し てお ｪ 必要 であるかと 公 ζ とがj伴って来 たのでありま

話 を: nx: 纏める 役 目を致します 、一 極私 は常 に 思 j すo 設 計7; 何年は私 共 まだ住友 に居ったの であり

ひ ま す が 、 日 本 の 現;伏で 、建築物 のIE しい批列 i ますが 、 住友 といふ蕗は 大雛 やかましい虞であ

がないとい」、 ζ とが一 つの車k : 駄ではある まい か : って 、取 引 所の近所を俄り うろ うろして居ると

泌 物 に 封 してど うも批判とい」、ものが飲けて は j 脱まれち ゃ いかぬ 、脱 まれなくても係り近寄 っ

府はし ないか 、公平に ζ れを やる こ とは 、建築 : て、立舎って府 る民主を兄た P する の もと い』、ゃ

を向上する所以で非常に 大切 な ととであらうと j うな長から法府をして庇っ たのでありますが、

思 ひ ます、今晩 はどちらかと rll しますと、取引 l まア併 しさ ういふ と と を 云 っ て 居 ちゃ 出来ない

所 の 建 築 に御倒係 の方々 が多 数 で . 第三者とい j からと思 って充分に兄せて頂者研究も し現在の

』、立場に あ る 方 は 極 〈少数の や うでありますが j 取引所の音問tが給った のであります、初 め の 計

兎 に 角 お や りになっ た方 々に しまして も久 何 か j 需 は 、前 理 市 長 の 滋 怖 さんの御意仰 として制合

御言ト設 中或は叉 御施 行 中種 々 御 ザにな っ た型:Jl j も i ｾこ 小 さ かった んです 、 彪が 、取引所 の 他の幹部

多 々あるとと λ 思 ひ ま す し 、 その 誌を忌聞 な く お j の方 々 が将来 ＳＸ 年 ＴＰｾＱ 二 の先 のと とを思 」・ と、 ど

話 を 願ヘば大事壁紡俗だと思 ひます。ス 第三者 の i うしても さ うい」、 IJ、さな ものではい けない 、 出

立場で御山 l市になって居る方もある や うであ1 ) :  来 る 丈大 きなも のにして・置かなげればいけ な い

ま す 、そ の方 々 にも 腹 厳なく御 ｾｾｊＲ 停を野泌 すＺ とい」、ぉ43で次第に 苫| 貨が大きくなり 、今 日 の

るや うに 出来ま したら之亦車ilf 椛だと思ひます、 j  規 模 に な っ たのであります 。大位取引 所 の 建 物

如何でせ う、先づ絡を 竹腰さ んに一 つ、 何 か ら j は東京の取引所などを兄 ましでも、市 場 と い ふ

伺 ってい込か! J . ' 1 j らぬが、一つ統を何かお 願 ひ し : ものが、特殊の建築として必要で す 他 に 取 引 所

たいと思ひますが。 の 事務所の 建 築 が 必 要 な の で あります 、東 京 市

竹 腰一一ー それでは 、今 度 出 来 ま した 株 式取 引 所主主 j 揚で ｊｾ ますと ｅ 而の一番い ｌ 蕗は事務所の建築

築の殺到 に? 古りました 彩、 か ら大位の絞;品、建 物 ; が ｉ Ｍ ｾ め て居て 、 市 場は そ の裂に あり ま す 、それ

の施設につ いて極一般のお 話を 致 したいと思ひ i から外図 の方ではローヤノι ストツタ エキチ" ' - : . - '

ます 、取 引 所建 築 といふも のは日 本 で は 今中目賞 i ヂ 、 パリーのプー ノL スも 市場 が 主 に な って居ま

に大きいも の で は東京市場があります 、外 閣 に j す 、叉 紐 育 の エキチ エ y デは非 常 に 高 い 建 物 の

は普から有名なロ y ド y の ローヤ ノレ ストツ タ .:r..! 上になって居ます 、言If ffr の市場を見て廻っ て 筋

キチエ シジ 、 パ P の プノL ース 、紐 育 ウオール ス 切に 感じたととはl l ; 築家に取引の方法、そ れ か

スツ リートのストツタエキチエ y ヂ倖 が あ る の i ら株値の表示方法とい」、やうなこ とを 班l f ' 鮮ず る

でありますが、 外 図 の も の は 取 引 の 方 法 が 全 然 i とと が 非常に図雛であると云」、惑であ りまして

;fil:ふ 、約似逝った の が東京 の 取 引 所でありま す ! 今 日 ま でmって居るも のを 見 ま す と、 建 築 家 は

との役引を 初 て委 帰 された時に私共 感 じ ま し た ; 建 物 を建てる 、建物が建ったその後で株式取引

と とは、取 引 ffr の機能といふものが 一世どういー ffr と して必要な担当闘である株値の表示、 その 他

」、も のであ るか、君、共は大量生取引 所 の方 と 同 じ ! の 必要な ものを 後 か ら大位〈つ着 け られる、と

位 の 取 引 の 方 法 、取 引 所の機 能 に つ い て 研 究 し j いふ ことになって居た様であります。次 第 に 研

智識を有たなければいかぬといふ考を持った の i 究 し て 行 き ま す と 大 阪株 式取 引 所で も、東 京 で

でありまして、と L に居られ る市揚課長の岡野 i も取引所の要求されて居る株値段表示は 非 常 な

5 3  " !  
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丞 で あ P まして 、 建築 家 は 建 築、取 引 所 は 表 示

といふ やうな ととにして 居 る と 出 来 上ったも の

は雑然 と し た 鍾 り の ない もの にな りはしな い か

か ういふ心配があった もの ですか ら、表示 すべ

きものを充分に相談もし研究もしてそ れを建築

的 に 入れてしま って 、 場内 が ｾｦ［ 然 とす る ζ とを

防〈・ＺＺＩｽが設計ヒ必要なこと斗感じて 、 大ｾさ う

い」、方針で主主んだのであり ます。 そ れ か ら 第 2

に光線 の 問題 で あり主 すが、御 承 知 の や う に 株

式 取 引 所で立 舎 を や っ て居る聞は取引 員 は非常

に過敏になっ て居って 、暗いとい」、と とは禁物

で 、 ど う か して出来る丈 明 くし たいのでありま

す 。 又 種 々の株 の 表 示、互主級席とい」、やうな要

求 も 入 れ て 、 術且 明い もの 、大きな ホー ノι とな

る:rt.;. が 必 要で あ り ま す 。 そ れ か ら 第 3 に音響の

問題 で すが、 ζ れ は非常に 六ケE泣い問題 で、 普

油 の 劇 場だ と か オ ーデイトリアムと か のものを

直接腹I目するととは出来政い 、そ れはどうい』、

課 か とrji しますと、 立 合場 に 立 っ て 居 る 人 は 一

番 多 い 時 に は 2，αxコ人以上に はな るだ ら うし、

非 常 時 に は熱 狂 し て喧騒をぬめ る、と の 騒 普会

部 の 反 容 を 出来 る 丈!汲牧してしま はなければ な

らない 、さうい ふ事のある 一方 には同時に今度

は 高 揚 に 居 っ て 立 合 を 進 め て 居 ら れ る人の撃折

の都 、又 は霊童擦とは出来る丈響かせなけ れ ばな

らぬ、 との事は音響の方からいふ と、 非常に 矛

盾 するのであ P ますが . とれ は どうい』、風に解

決 したらい A かといふ ζ とには 、非 常 に 苦 心 し

たので £ り ま す 。大 位 方 針 と し て 立 合 場 の 喧 騒

音 は 肢 に 吸 取 ら せ、 叉天井に も出来る丈吸取ら

せる 、それ から高揚に庶ら れ る取引所 の 方 の 撃

折 其 他 は そ の後の方に板で も張ってと れを サウ

y ヂ y グボ ール ドのi設 な働きをさせ て前 lζ 反 響

させる 、 大位かういふプリンシプノι で進 ん で 行

っ たのであり ます。併 L 建物としまして は 音 符

の 方 か ら云ひ ますと 、天井が高いとい』、 ζ とは

非 常 に 惑 い の で あ り ま して、 天 井 が 低 い 耗 IMl 主主

ひが少い 、E忌が耳切 IJ f r からはなるだ け天井を高

くし て 央れ といふ注文 があリ現ホは 52尺あ りま

す、 又 光 線 の方 から云」、と 、 トップ ライ トをと

ると市場 が 明く な り ま す が 利 子 に 音 が 反 響 し

てレゾナ y スが起 りはし ない か とい」、懸念があ

り非常に心配 しました 、 とれ は大事告胃険 ではあ

ったんですけれどもトッ プラ イトを或る 程 度 迄

とって見 ゃ うと云ふ惑に しま した。それから市

場 で一番中枢と なる のは電話席であ っ て、 電 話

席 に各 仲買人の 司令部が ある 課 です、その 司 令

部に 座っ て居って、殆 ど世界中 の商 況 、 株 界の

勤 きを 一 目見 てさ う して 作載 をするのが 、その

m前 な ん で ありま す が 、御 承 知 の や うな成 ぃ長

で- [ f r にil よ話席があ る、 それ で、 短期 の値 が主主

る、長期の値が出る 、 東京 短 期 、図 債 の 他 が 獲

る、貨物の{ 庖が望号る 、叉海外市況と い』、 やうな も

のを一目で銀返らずに見ら れ るやうな と とに し

なければならぬのであ ります が、走れ は設 計 上

非常な困難な34であります 、 その結果大株の方

で も種 々 と研究さ れま して 、イ陵市場 を遁 られ て

それについて研究さ れた のであ り ま す が 、:其 結

果現訟のやう な Ｗｾ を採ら れた ので あり ま す、此

日的 の震 に は ど うしても 少 し締型にし た方 が見

よ 〈な P ます 、ー ヶE frを中 心 に し て見るのに仮

剰になる 、h忌がイ月々土地の恰灯 が 非常 に 不 規 則

でありまして、 さ う云』、 風に itl l げる のに 大獲 flli:

剰に出来て居ったもの で す か らとの不規則 だっ

たとい」、土地 の形が却って取引所の震には或は

よかった んでは ない か と思って居ります、 とれ

丈が 大ｾ設言 ｼ の意思 ｩｩ で御 座いま す、その他に 取

引所 として種 々の習慣があって、高揚 は 北 か ら

荷 に 向 い てはい け ないといふやう な ζ とが あり

又 立 合場 の上の方に階 を設 け るとい』、 や うなと

ともよ〈な い 、 之俸のこ とを綜合 して現 在 の 取

引所の設計が出来た のであります 。初 めは玄闘

を入った虎は医J %であったの ですが 、立合揚を

E置く瞭〈とい 』、 ととで段々と押出さ れて1しい の

が 段 々潰 れ て来 て楕 鼠l形 になった ので あり ます

私共 11桁聞と，思 って ますが、最近の新 聞を見る

と11、剣形と 命名さ れ て面喰 っ て居る のであリま

して、 もの もとり ゃう で桁鼠l も小 !I-'¥lにも 見 える

なと 思 っ て居ります、( 笑li 華) その後 は設苦l も主主

ん で 工 事 に 着手した のであ りますが 、工事に つ

いて は直接 現場 の 主 任であ る 方、又 施 工 者 (IIIJ の

現 場 の方 その他 の 方 々がお話になる ζ と L 思 ひ

ますが 、 ;fJ .は最後に 、初 め計責し た と とが 出 来

上っ た後 にどう であっ たか とい』、 ととに つ いて

お話したいと忠ひます、一 位 一番 心配 し て 居 っ

た 包話 l市から一目にして全部を見るといふと と

はと れ は相 ! 誌に効果 を 納め 得 たかと思 って居り

ます 、 それから 俗 とい っ ては甚だ失惣であ りま



すけれども 、依 り美 術 的 で な い 株 値 の 表 示 を 建

築の トりートメ y トの中に接現した とい 」、とと

も今日他の市場 に見るが如き痢t然 た るもの が な

い とい ふと とを以て 中目前の成果を納め た事 と私

は自信して居るの で あり ます。 そ れか ら光線の

方 で あり ます が、 ζ れ も初めは大胆ク りアス ト

- 9 ライ ト丈でい L と思って居たの であ ロます

が、今 日 の や う な ト ッ プ ライ トをとって見ます

と却ってトップライトを やっ てよかったんぢ ゃ

ない か と考へられて 、切さ の 駄 に つ い て は 充 分

満足 の 結果を Ｑｾｊ ｉ， た と， 思 っ て 府ります 、そ れから

普燃の型，'iであり ます が 、 これ は一 つ の 7 ・9 y シ

プノι で 以 て ずっ と怨ん で来た 、中目前までは行け

ると自信を有っ て居 ましたが、天井を硝子に し

たと と L 、天 井 が j¥' :j 過 ぎた ζ との錫に 、心 の 一

隅 に は 多 少 不 安 が 伴っ て居 っ たのでありますが

とれも非常に満足な 結果を似て j'[ 際 ぶ つかっ た

方から聞いて JI ます と、非革U; 少 しもな い と 云

』、事でして久氏際反物もありませぬ 、叉 21i 場 の

方 のE撃も割合泊 るやう であり ます . 最 後 に 私 は

との建築中 で一番 心 聞 し た と とがあるのであり

ますが 、そ れは 4 月の26日であります 、愈 々 本

市 場 の 建 築 も 大 槌 出 来 k っ たの で 、初 め て 取 引

只の方に使 っ て ＺＱＧｴ ＮＮ｜、ｾめ似立命をして ｊｾ ゃう と

い」 ぺ ｊｾ にな り ました 、 との口は不安な散をし て

府 っ てり| 日を感じさしてはいかぬと思 って 、皆

大きな歓を して居りま したけれど も、古i] のl免か

ら非常に心配をして居ったのであ P ます。 何 故

かとい」、と 、 との 建物は 2こo ｾｾ以ヒの令を使っ

て 2 ヶ年? 奇心して出米上ったのでありま すが、

姿するに問題は市場を諮ったのであ りまして、

との市場が使」、に 不 使 だ と か、音 響 が 惑 い と か

札 の1J: l 具合 が 惑 い とか、包 括l市が都合が惑いと

か、 光線が慈いと か、 さうい」、風なと とを云 は

れた となると 、2 ヶ年の干; ・心も E 制の建築費も

けし飛ん でし ま」、の であ P まして 、如 何 に 設 備

が立 訴で も、タト淑が立 i庇であっても何に もなら

ない 、 云は1. " 26日には試験をされる ζ とにな っ

たの であ ります、 との口 I:J:私 も非常に心配をし

て居 っ た のであります 、殊にそ の日 の試験 官と

い」、のは 2，080人 か らの イ'，t，1 J . 人の代王盟人 が主な

るものでありまして、 ζ れらの人とい」、ものは

非常に前1，経過 敏で あって 、一 寸 したととでも 、

非常に訴になる 、我 々が大したと とで はないと

，恩 」、 ととで も非常に気にな る方 々が多いのであ

ります。 そ れ から取引所の方 々も、殆; ど第六感

で仕事をして居られる の であ りますから 、王盟nii

な しに何と なく共合が怒 い とい」、やうな ζ とで

もあると俗粍 それが主主になるらし い、 さう して

貨 際 怒 いと 云 ひ出したら待てし ばしがな く、I立

( ' 替へてやり[ 在すといふやうなととになって 居

ります。 1 t はと の取引所の建築中 ζ の口の前 l免

と、 その日の LI二前夜私は必配したととは な かっ

た のであ ｐ ま す 、 世主立合の時 Ｑ ＺｊＺｩ Ｑｾ Ｍ Ｇｊｾ 長 、 ｲＧｬ Ｇ ￵ｊｾ が

揃 は れ. 千土ii I J と向じ ゃうな立合 を さ れ た の であ

P ます。 普 iffi と同じばかりではなく 、何 しろ初

めての俄立合とい」、の で 、不 断 III て米られない

代迎人の方も令部1 J : l てう!E られ 、/(('] 2，∞0 人 近 い

方 々 が入られたのを見ると流石に ｽ［ｾＧｶ 、立合Ｚｭも

殆 ど 一 杯 で、 とれ ぢ干と ても 布、は初 から 狭 くて

駄目だろ うと 思 っ た ん です が後 で 聞 い て 見 ま す

と、 あ L いふことは 非常; ' 11- ' ] - のととで 、あ れ丈 の

人 は常 l土出ないとい」、話 で粉々 安 心 し たのであ

ります。その時の結果は手J. 1J; 散 期 した 以 上に よ

かった 、 1. 2 お話はありましたけれどもとれは

設備してあっ たも の をお使 ひ に な ら な か っ た銭

に起ったととで ありま して 、あ れ な ら ば 先 づ潟

県11だといふやうなお褒めの僻を賜って 、2 ｾ三の

ＺｬｦｾＺ［ｌＺ 、が剛ｻひら れ 大にその 晩 はよく ｬ 民 ら れたとい

ふやうな次第であり ます。工事も風7k {t，'fて災さ

れまして 、 可 な り Ｚｴ ｾ ，Ｚ［ＨＺ 、をし工期も廷びて居ます

愈々日 Ｚｊｾ 式の口が ｩ ＮￊＡ っ て居る に拘 ら ず ｪ 帝 ｦ￭￭ｾ など

注 れてが? りました 外 部の方はとの里占ばかり心聞

きれましたけれ ども、 私 I: J : とれは自信を有っ て

民 りました 、施行をさ れて 居 る の が 大 林 さ ん の

ζ とですか ら、期 日 ま で に は 完 全 に 出 来 る も の

と自信 を し て 府 りまし た、そ の貼 につ いて の背

心より は25 口の氏 、26日の朝 の心削といふもの

は- iiIJ りではなかったのであ ります 、大tlft 設計

Zえその効果に ついて の百8はこれで終り たいと思

ひま すが 、最 後 に大林中11の現 場 主 任 鏡 君 の熱 心

と努力［が苅 ニ Ｇ￬￭ ｾ ・のも の であった ζ 止 をつけ加えて

おきます。

葛 野一 一 如 何 でせ う、岡野さん何か

岡野一 一 大 林 市 場 を建築 しまするについ て は 、そ

の言 ＱＭ ＺＱＺ 監は随分昔からあった んて ‘御ｩＧＺｉｾいますけ れ

ど も 、 ｾＮｊＡＮ々の ｾ ｊ 市 ｬｦ から延 々 になって府リま し て

漸〈前内 Ｚ ｝ｴ長の漬崎 さ んの時に ｊｾ ，位イじ し た や う
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な次第であります、そ の前の時には 昭和 2 年 で

あったと忠ひま すが 、前 々 理 事 長 の 時 代 lくあの

敷 地 に下をピルデイ y グ l亡し まして 、5 階 以 上

を市場にするとい」、計笠の下に相官大規模の計

立が立 て られた ん で す が、 エレグエ ータ ーを用

ひるとい ふ ととは どうしてもいけないと云」、の

でそ の 駄で 中絶致 しま した、 それか ら昭和 6 年

でありま す が、 首 ｾ ￸ 崎地司王長の時に主主 々 建築をや

ら うとい. . s、 ととになり ま して、 計笠を主主めたの

でありま す 、その 時 先 づ 第ー に規模をど うする

かとい』、ととが一番問題になり ま した、種 々普

からの取引所の建物、敷地の後溢とい」、宇うな

もの を歴史的に調べて見ますと 、明治27年には

その以前は一寸記録が御座いませぬが 、明 治27

年に は 市場が93坪 で あ っ た ん で す 、それから 32

年 に、日 清 戦 後 の 財 界 の 膨 脹で 建増 しまし たの

が 194 坪 あ った、そ れ から 10年後日 終 戦 後 に矢

張 P それで狭〈 な りまして 305 坪 になって居り

ます、そ れ か ら 大 正 11年に現在行はれて居った

短期取引が出来ま して、 市 場 が狭く なったんで

従 来の 建物 を潰して24坪 ば か P 成 げ 329 坪にな

っ た の で ち り ま す 、それ から ずっと 最 近 ま で 来

て 居った の でありますが 、 ζ の経過を見 て見ま

すと 、 明治27年から最近まで に約 3 倍自主 になっ

て 居 りま す ‘ 40年 聞 に 3 {音ばか1 ) ; 1 曾へて居りま

す 、 ζ れ で ゆきます と、小 さい計遜では 10年 先

にとても狭くなるとい』、とと からですね 、あ の

放 地 の 最 大 限 度 ま で 市 場 を誌をらうとい」、言ti 立に

なりま した、今 日出来ヒり ま した結果によ りま

すと 政 地 は 1，225 坪 御 座 い ま す が 、 その内建坪

1，022坪 、倫その内市場が立合場と して 691杯 、

その他の参淑席 、 それ から一般参縦席 と 特別 参

糊席 と ありますが 、 ｾ糊 席と ｩ Ｇｴ Ｑ 王室などを合し

ますと それ らのもの が 218 料 、 とれで 、1' ( 際市

場 と して見 る盛， j ; 9 10 主J i にな って 居 ります、 ζ

れは前の市場のが:J 3 倍 とい』、ことにな って 居り

ます、 ζ れなればとれから 30年位経ちましでも

大丈夫やって行ける 、40年 後で も大丈夫行ける

だらうとい」、見込を有って居 P ました次第であ

。ま す 、 斯様に主主しまして 、 あの政地 の最 大 限

度まで使』、とい占、民主から 、竹 腰 さ ん の 方 に おmi

ひ致しま して 、種々 計査を 樹て L 頂き ま したん

ですが 、先 WJ も竹膝さん から仰言っ たやう に建

物 の 品 位 如 何 とい』、 やうな 動から 、玄関 なども

九 〈おとり にな って. ヰ自首庚〈 おと P になって

居 った のでありま すけ れ ど も、最 大 限 度 ま で 市

場 に 使 ふ 、只タト郊の定率泊りの音響 さへ防 げ れ

ばい 九、 他の室は機粋，にして も構 はな いと い 」、

民主から 、 出来る丈市揚の ｾｉ 亡音 ｴ Ｚｩｬｬ を繍 げて 頂 き

まして 、あ の 建物と しては最大限度ま で市場を

とって頂いた次第であります、そ の次は建物と

致 し まして 、私 共 の 考 へ て 居 りま した ものは、

あ の敷地は恰皮雛波橋の向ひに な って 居 ります

交 叉 駄であります関係上非常に目立つ民主にな る

と恩 ひま して 、 さうい」、民主から外織も 出来 れば

一目し て とれ が 大事ｾだ 、 とれが取引所 の建 物で

あるといふととが列るやうに一つ 特 色 を有っ た

建物に して頂 きたいとい』、希望 を有 って居っ た

のであります 、島 が 出 来 上 りました結果は脳11百

な P 模型なりでも 想 像 は致して居りま したけれ

ども、出来 ま し た結果は 私 共 が 想像 して居りま

した 以上に堂々たる立滋な建物である 、 ｾの民主

私は素人で建築のととは Wf. 1) ませぬ けれどもな

かなか立滋だとい4 ・風に考へ て居ります 、 それ

から市場と致しまし ては明 い貸 別的の市場であ

ると い』、ζ とが一つの剤、共の希望であ りまして

との貼 は出来 t りま した 結 果に より まして も外

からの光線 が充分に とってあり 、官金程曇天でな

い限り f記燈を用びないでもや れると い」、自信を

有 っ て 居 り ま す、それ から 使 利 な 市 場 と い 」、駄

に於きましては 、種々私の方の勝手な希望を中

上 げ て 竹 腰 さんの方 を随分背め たん で御座いま

す が 、 出来上り ました紡泉については非常 に 結

構 の や う に 思 ひ ま す。 との今の市場を mてます

前 に依 りに 臨 時 立 合 揚 と して俄市場を建てま し

たので約 3∞ 鮮の怒:地 、建刻; 270 主J i ばかりのも

のを建 て ｱｾ いた の で あ りま す が、 こ れ を ー っ

試 験 慈 に して 新市揚を考へゃう とい」、蕗か ら似

市場在建てる時に於 きま して 、種 々新 規 な方 法

を施したのであります が、 とれ が一 つの基礎と

なりまして 、非常にい L 結 果 に なったやうに思

ひま す 、 とれで虫色づ高揚及立合場 それ から電話

席 と と の 三 つの胸骨ミ が非常に都合よ〈出来て居

ります 、会閣にない使利な市場にな って 居ると

恩 ひ ま す 、先 程 市 場 を 御 覧 下 さい まし た時一 寸

申上 げ ました が立合場と徒話席の 連絡と しま し

て非 常 に う ま 〈 や って 居 り ま す、 あ の電話l市か

ら自由に立合をする人と合凶が出来るとい」、の



は恐 らく大阪 の市場 が 最初 では な いか と思 って ! あ P ます 、そ れ から普 容のl!1! 'jで御 座 いますが、

居りま す、極度 に 敏 速 に取引を す ると い」、鹿 か 。 とれは 何分 毎 日 3，000 近く の人 が 入 ります の で

ら玉県 ι の立 合 場 と 包括 j市の連絡と い」、 ζ とはあ。 従 来 の市場 は雑普 が多かっ たのであ ります が、

れ以 上の方法 を考へる と とは困革lli であらうと 思 ; 今 度の市場に於きま して は、非常に うま くなり

ひ ます、今度 。市 場 の特 色 と しま して は、立合 : まし た、雑 普 は 一 つ もな い、市場 が非常 に徹 底

場 なり 高 場 な P を桁民|形 に致しまして . 市 場 の ・ するとい」、紡呆を 来 し まし た、 との里山は非 常 に

どのー鮎 に立 ち ま しで も、市場 令位が一 目の 内 : うま く行 ったと 思 って帰 ります 、要 す るに私共

に自 に入る 、何 単で も見 え る とい」、則iが、非 常 ・ の考 へ て居 りまし た市場とい 」、のは奥へら れ た

に新ら しい試みでありま した、普 は大事kに於 き :  而 績 の範圏内 に最 大 の能 力 、最 高 の能 率 を 綾 部

ま しで も直線 式 の市場 であ りまし たが 、ず っと 。 す る ζ とが出 来 るやうな 市場 に したい とい』、考

u! 直に な って 居 るも ので すか ら、 端 々 が き っ : を有って居 っ た課 であり ます が、幸 に、竹腰さ

ばり芋tl らな いと い」、火駄 が あ りましたが. ;t台以1 :  んの 研 究 と 作 Il tJ さん な り度 さんなり の御 努 力 に

形 となって居る とい」、 止、端 か ら端 まで ず っ と 。 よりま して非常' に結 構 な 市場とな りま して 、事

見透すと とが 出来るとい」、長yr があ りま す、 と j んで居る 次 第 であ りま す。取 引所 の局 に首 りま

れ は 市場 と して新ら しい試 みでありま す が 、結 I すもの は却され長、主役 を初 め係 只一 同 細 々内 部

泉 に於 きま して は非 常 によかった と思 ひます 、 .  の 諮設 備 に つ いて 脊じを Ｑｦｾね ま し た 、 Ｑ 枚 の カ

そ れ か ら通 信設 備 で あ り ま す が 、 ｲ ｬￌ ｦ￭ｾ はと れ か Ｚ ー ド 1 本 の宿 線 にも 悉 くあ λ で もないか ヨで も

らの市場と 致 し ま して は 最 も活 川 さ るべ き も の : ない と研究 を致 しました 、 その 紡 泉が漸く まア

であ ると 考へま して、 その教をあ の市 場 と して白 あ 1. V 、』、風 にして mきまし た0 例 へば サ イ レシ

は出来 る限 り殖 や した のであ ります 、総 数 は !市 ! の如 告も 、 とれ はrli J4! i 倒的の合聞の サイレ y で

と数 しま して 、541 席設け て居り ます、 ζ れは : あり ます が、 あの読 を出 すについ て も儀 粍 背 心

従 来の大 林 の 電話に 比較しま して 2 俗 字 に なっ を 致 し まし た 、 一 般 の サ イレ ン が恰 ｬ 変 ｲ ｰ 子ｉｻｾの

て居 P ます、恐ら くとれ丈 の包括 を収容 して居 . 野 球のサ イ レY 見た や うに最初はプ ー と溺 〈 成

る民主は稀で あら うと思って居り ます 、そ れ から・ っ て 段 々強くな りますが、絡 には スイッチを切

高低 相 場の表示 装置 の ととであ ります 、俗 にと。 ると ヒユ ー と絡に な る程小さくな って来 ます 、

れを 高場と q:1して居 P ます が、普 は決 定 似 段 を . あれは書き りになってドる のでが、共 と しま して は

貌は しますのに 漆 塗 の札 に古IJ 粉 を以 て値段 を 舎 前 白 くなν ¥ 矢 張 り恰皮 相場のやうに最 初 は プ

ヤて居 った、それ は字の上 か らも非常 に鋭 いば 。 ーと 上って来 って それ か ら F つて は而白くない

か り で は な い 、 古 ＡＱ ｊ 紛の ｾ に 俊民 ｫ も非 常 に よ ＼ 上 っ た島で バツと 止ま るや う に しなければなら

ないとい 」、蕗 か ら、 それ を今度純 々研究数 しま j ぬ、そとで 力強 くk って くれなければ図 る とい

した結 果押 ポ !J Y にして表示 し、 それ か ら 差込 . . s、の で、 伊吹製 作 所に童生 I'!I参 りま して、試 験 を

式表 示 後 、 そ れ か ら向各 部 ｗｾ K  ｾｬｩ 紙 袋位 による ｩ 数しました 、 向 うで も積 々 とwr究 をし まして、

髭 の 自働表 示機 とい」、三 つ の方 法 を採 )! J致 しま・ 普 が 上った民主で ばつ と』とる装置を して央れま し

して、 札 の表示と して は恐らく日本は 勿 論世 界 : た、 それで非 常 に好 評 を博 して府る 次 第 であ り

にも稀な方法 だら うと考へて賠りま す、と れ も l  ま す 、 さ うい」、 ｬ 政 に他 かな ζ と で も 非 常・ に Ｑ ｾ 心

最初J は随分 懸 念主主しま して、来 して あの表示機。 を核i ひ ま した紡糸、非常に 3 ま く行った 守口 うに

で うま く相場が 表 示 出来 るかどうか 、町 易 が 混 ・ 考 へて居り ます。

摘しした場 合 に うま く蕗縄 出 来 るかと い」、 危 供 も : 葛 野一一 政 地 は今反政〈なった 認 ですか、前 の 敷

f包い たので ありま すが 、先手皇竹腰 さんが 申 さ れ . 地 で すか

たやう に去 る4 月26 日の立令激干ri ? ! 管に於き ま . 岡野一 一前の 敷 地 で す 、恰度交父劉iか ら似市 場 の

して、卒 時 の 数倍 の取 引 欣態 を示 したの であl ) ｾ＠ ｾ の蕗 ま で で 、 あ そ と には 市 場と事 務室 と 繭 方

ますけれど も、完 令にこ れ を消化す るとと が lI: l あっ て、事務 室 は火 叉551の蕗で 、功、; 煉j じであ っ

来 ま し た、 うま く表示す る ととが出 来 たのであ j た、あれが 事 務 家た・ ったんで す、 それを 企 部前

ります. 私共ま ア安心款しまし たやう な次 第 で l して しまっ て 全部を 市 場 に した 、敷 地は あれ 丈
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です。 葛 野一一一l 人 で死な れたん ですか。

竹 腰一 一あ の 工事にか L ります時に 、確かあれは : 岡 野一 一 落成 を見ずに死なれたのは非常に残念で

片 岡 さ ん の民主でお建てになったんでしたね 、郵 ' した 。

使 局 と ー 絡 に o 葛野 一 一惜し かっ たで すね。

葛 野一ーさ う1どさ うだ. 竹腰 ーーまア珍らい、で す、 あれ丈 の工事で 1 人

竹 腰一一ーあれはエ ピ y ード にな りま すが 、あれを も犠牲者のないのは。

援 す に す ぐ援れる ものと思って か λ ったんで す 作 間 一一千 ｾｾｦｦｩ なら ＴＭＵ 人は出ま す 。

が、 とれが なか なか援すに '1干が折れ、とれが鴛 波 江一 一 絞 !fIU; 揃 ど れ 位 で す か。

l亡{ 徐想外の日数を主主 しました 。 竹腰一 一 1， ＸＰＰ ，ｯ ｃ ｏｾｕ＠

今 綜一- ill 耳I( Ul J ですか。 葛 野一- 82 さん ど うで す現場の方から。

竹 腰 一 一西 北 です、西 fl!IJ です、2司限局と 貸事 務 所 I 境一 一 石 II I さんや ってド さい。

になっ て居った。 葛 野一一どっちでも結構です。

波 江一一あ れ は大正 5 - 6 年で したかね。 石 田一一あれ丈の大建築を私もや り上げ た ととに

今 林一一ーも っ と古い で すo つい ては竹腰さん なり作間 さんの努力 と御指導

境 一 一 大正 2 年 。 といふ ととに 到 して非常に感謝 して居る i認 であ

今 林ーー; 赤煉瓦 でせ う、浪花卒の方の。 ります、 大慢のアウトラインに ついては自伝も

岡 野一 一あ れは一番東側で すが 、四( Ui J の方 です、 ・ 有って居 P ましたが、主 なる事務的の方 面は河

大 J E2 年 か 3 年です。 合沼がやる 、現 場 は 袋 君がやって居ったので細

波 江一一柱問が大きいのは 3 r悶位でせう、 笠は薄。 かいと とはm君 からお話も ありま せうが、私は

いの で はいかぬとい」、の で、 厚いのにし た。 材 料 'f1. 付の お話を しませう 、一寸波江さ んから

葛 野一一作間さん どうです 、現場と して 。 工費のお話が出ましたが、最初昭和 8 年 5 月 5

作 間一一私は 只竹腰さ んの命に従っ てやった丈で 日に との基礎の根伐工事を 13誌を金問先に頂きま

何 も苦心とい』、 ζ とはありませぬ 、只現場係と した、基礎工事も忽: ぎまし たので私の方でと れ

して自 分 は殆ど銀行ばかりやって居っ た もの で は約 18筑削一寸切 れて府 P ます、 18)何回l程 で 決

すから 、取 引所と いふ性 質が充分列らぬのでそ 。 めて頂きました 、 その内 9 年の l 月25日に なっ

の駄は一寸図 りま したけ れど も、やって 居る内 て 、工 事 を願 ひま したが、 これは少 しど たどた

に段 々 と判って来 ました ので、ま ア まア命令に しまして 、最初令位の合商が約 82 ) 筑間と ; 87

従 っ て 後 を仕上げた丈でありまして 、別 に と れ 国側と二様 に旋出致し ま した 蕗が 、ど うもこれ

とい』、 ζ とは ありませ ぬでし た、只 あれ丈の工 丈の合がない直4弾事業 に しゃう、絡に 直 径で や

事 を や りま すのに普1m今ま で の; 氾憶によ りま す : らう とい」、と とで 、結局主位工事を 83;勾6 千 四

と、先 づ 延 人 員 3 0，αXJ ＷＧＮ［ 奈 Ｔ ｾ ， ｏｏｏ 人イ立に ｬ 人 ｪ 程 で契約し ま した。 それからま ア直管委託工事

牝の犠牲者がよくありますけれど も 、約 Ｑ Ｖｾ ， ＰＸＰ とで も申 します か、とれ が23)勾闘程あって 、車内

170，0∞ に近い延人員を伎ひましたけ れ どもl 人 局私 の方で や りま したのは 140)筑間一寸切れる

も犠性者はな かった とい ふと とは取引所の方 に。 位になって居ります 、 その 他 に今月 l 上げま した

到しで もまア非常に級事 が よか ったと喜ん で居 鎖 骨電 気雑作 の一部、床の一部、合物の一部分 と

る次第であ りま す、そ の他大林さんの方 で非 常 いふ ものは1宣告Fで やら れま した、 只私の方 で 非

に御努力 F さった ζ とを喜んで居りま す。 常 に凶った ζ とがありますが、 それは直営工事

葛 野一 一後牲者が出ち ゃ大受 取 引 所で具 合 が 悪い が多かった震に大 ［ｾ壁 に現場の工事として連絡が

でせう 、現場の天井から洛ちたとか何とかい，.;. 取 り雛〈 、 ζ れが工事の遂行 に多少の影響 はあ

のはどう も相 場 の方 に も 影 響 し ませ う。 っ たか とも思って居ります。

作 間一一墜ち るの はお ちま したけれども 死な か っ 竹腰 一 一 建 築工事の内 、今石岡さんのお話の やう

た、不思議に怪我はし ま したけれども、 ζ れは : に 140 ) 何回lになって居りますが、20- : ?Ol 有国lは

駄目だ な 主思 った の が皆助った o 私の方 でつま り令 部見 淡なん か決めて 、 さ うし

岡 野一 ー その代り沼崎前理事長が l 人で。 てそ れに手数料を出して大林 さん にやって 貰 ?
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ま した。

石 田一一そ れ が今の直管委 託 工 事 とい』、奴。

波 江一 ー さ うす ると援房、術生 、換気設備などは

直 径 で す か。

竹 腰一一そ れに建築仕上は殆ど 直 替です 。

石 田一一そ れだか ら今月1上げます直管が多過ぎた

竹 腰一 ー ドアの金物 如、床 も皆直 径 工 事です 。

葛 野一 一仕上に隠する ものだね 。

石 田一一聞けば直径にするのが必ず しも 本 旨 ぢ や

な かった らしい 、数 i1の関係で やっ たら しいん

です。

竹 腰一一源寺1と見積傾 とに 差があ P 直 径な らば出

来 る自 信があっ たか らです。

葛 野 どんな胤な。

竹 腰一一線、て大林さんにや って頂いたのですがそ

うも行 かな い、 住友ピノレ も半分以上直聖子で す、

大 株 以 上です。

葛 野 線、て その方針ぢ ゃな いか。

竹 腰一一大理石の工事 も全部 直 径です、 住友ピノレ

が矢張 り同様で大林の河合さん御干f じでせうが

私 は 記 憶 して 居りませぬが矢張 !J 8∞; 曳闘の内

300- 400; 11. : ; 闘が大林さんの日i¥j" i 1だったと恩 ひ ま

すが。

河 合一一ー字紙 以 ヒさうです。

竹 腰一一あ の時に歩令 を差上 げな か ったと恩ふ 、

大 株 の方は 多少色 をつけ て あげた。

葛 野一一初め か ら決 定 し難いといふと とは多分あ

りませう 。

石 田一一銭骨直答の問題で は竹 腰 さんに Hとられま

したから ね。

竹 腰一一あれは滋時さん の力です。

葛 野一一どうぞ境さん現 場の方の

境 一一一別に rll すとと もあ P ませぬ けれど も、風71<

fヰの関係上尻無川にあった材料 4 ?耳目 5 千の内 3

ｾ Ｘ 千ばか ｐ は会官官 Ｗ Ｑ＼ 渡 り に な り、 と れ に Ｑ 由が

とて とてつきました。

波 江一一一そ れ は石ですか。

境 一 一 石 です。

葛 野一一あの 御影 石で すか。

境 一一一そうです。石のと とに つ いては冨J j 紅長がや

か ましく云ひ ま して 、仕 上 が 出 来次 第 カセイ y

糊 で 養生して あ P ま した。と れ を下 小 尾 に 入れ

よとい』、の ですが 、4 1. 高とい」、石を下小尽に 入

れま す と、と ても伐ーい土地 が要る 、 そん な土 地

はありません。

葛 野一一ー風* 1;. の前に買 ったんですか。

境 一一そ うです全部風水書 で やら れた ので、 石は

泥 をかぶってあとも かたもあり ませ ん 、 どろ ど

ろにな って 居 ります 、下小厳はあ りま せ ぬ し、

それで 第一紙 をは が して 洗ばねばなら ぬ、 その

紙が な かな かめくれぬで す。

波 江一一け れ ど も養 生 をして 居ったんで大分 Jj;I J か

った んぢゃな いか。

境 一- At から透って居ます 、潮の方 はず っと来て

すく ' ;;1 いた んですからそれは湯 をか け ます と取

れます 、毎 日d¥: J誌を 8 入、 それか ら仲仕 を15-

16人入れま した、 それか ら泊を取 りますのに は

エーテルや種 々の事告を使ひました 、一番よいの

は湯 に して径の 中に入れ て煮る ζ とで すが 、石

が滞 Ulで そんなととをして居ったら 、 l 年位は

かl . ! J ます. と ても いけませぬの で、 本社の重

役も和 々心配 をし ま した、 それで 薮で ぶかうと

毎日現場から 出放して 要望 をかけ ま して 、 それが

1;1J めは反つ烈になる 、 それから又他の 孫 で 51111

か 71111洗 ひ ますとそ れで まア淡〈なる 、淡 〈 な

ったと恩』、と 、 それ が赤〈な る、又それ を他 の

禦でおと す 、 さうい』、やうにし ま して 、9 月か

ら3 月頃まで やりまし た、それですから今に一

寸黒い民主が出て居 りますれど も。

波 江一一それ粍手の要っ た石は他にあ P まずまい

境 ーーとれ も4喰 程 しま したら同じゃうになりま

す か ら。

竹 腰一 一 初 め の 設 計で はあれば人造石 で れ、」、 ζ

とでありま した、単が大株の方 で石 でやれ と云

」、事 にな P弱り ま したが、 その時うっかりして

お引受け したんですけれ ど、 考へて見 ますと 、

約 10高卒方尺になる石が此 期限 で一 位 出来 るか

と考 へ たんです 、引請けたもの はやらなけ れば

な らぬ、人造石で やれば無論 3 分 の l の期間 で

出来る が困 難 な 事 と恩 ひ ま した、 諸Err で研究 し

河合さんに も相 談 しま したが、 これ は 出来 ま せ

ぬ、今 迄 に 10 Ｗｊｾ 平方尺 の 石 を 、 それ丈の 期日Ｑ｝

に使っ た例がな いと云ば れる 、 それを大祭無理

をして頂 いた ゃ うです、 それか ら帳場 の方も 11

ケErr にiJ，とめ ま したが 、1宝際とったの は 10ケ仰 で

した、 それで 定f 々かかったん です、北木ぬで は

石工が四聞から来るの です が、石を出 して 居 っ

ても 、食 になる と皆賜 ってし ま」、 、 さ うして 2
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月f立来な い 、主主が来るま でに石 を集めて しま は ( と の 11寺内長l与野氏 中目玉す〉

な ければならぬ 、大 林 さ ん の方 で も非 常 に苦 心 作 間一一相殺大 きな石、2 尺 3 - 4 寸から 5 尺 近

を されま した が、令 部 は 出 来なかった ゃ うです いのを 3 寸 乃歪 4 寸 の 厚 さにする のが非常 に 手

風 水 省 の 時 には湖がかぶ った のですが 、 とれ 丈 1mどりま した。

の もの を全部 J反替へゃ うか といふととも考へて 竹 腰一 一 あ A い」、方 法 を と っ たの は初 め て Y すか

見た ん で す 、 併 し 何 し ろ Ｓ Ｐ 何 ＿ｉｾ に泣 い 令似のも 河 合一 一 大規 模 に やったの は初 め て Y す。

のを I反替へてし ま」、とい」、ととは闘 家的に見 て 波 江一一一ア メ リカで I-:l: 御 影 石 が 秋 かいも のだから

も考へなけ れ ばならぬし 、又それ丈の石をよkめ 矢! l l f り機 械 後 で 3 寸位に なって 居ります。

ゃ う と い ってもとても 六ケ 1泣い し、 それ を耳王替 河 合一一ー市| 河に中目前専門に や って居る工場があ り

へると して大林さんに f;'d脅 して頂く ζ とも無論 ますが 、 それは Ｑ 日 に挽き ￭ｾｬＮ る能力が Ｒ ∞位で

いけな い し、全 然 こ っ ち の 費用でやらなければ 何 しろ 10市近いも の ですから期間がと て も合は

な ら ぬ が 、 とれも大援で す 、 これは認久の方も i ぬそれから張る方 のお話で したが、工 事 を念〈・

ー っ 災 維 と 読 め て] 生ひ、もu、方も辛抱すべきで ので 、 セメントはベ ロセメ y トをもI ! ひまして凝

あっ て見 設によ って は 未含有 の胤7l'-告 の 記 念 に ! 紡さ せる鋳に符心、数 しま した。

な って い λ ぢゃないかといふので 、 そのま L 使 波 江一 一大 関 石 の方は。

ふと とに し た ん です 、 中に Ｑ ＺＱＺ 今 もｾｾ 君 のお誌 の 。 竹腰 一一 大磁石の玄関の分は珍ら しい 石です 、 あ

やう に泊 の渉込んだ分は 4CO噸ばかりありま し れ lよ昨年の何時で したかね 。

た。 新 名一 一 去 年 の 5 月頃で した、維が 1¥恥 、て居った

境 一 一 全 部 卒 気で棄 て たんです 、特に高l版上長は石 6 月で したかね。

が や かま しい ものです から 。 竹 腰一 一5 月末です 、恰皮そ の時分ほ私はホ テル

竹 腰一 一 私 等 の 心 配 して 居たより以七心配 して 位 をや って 鰐 P ま した、新名さんと 2 人 で したね

ま し 〈云っ て居ら れた んです 、今 の 島 出 来 k つ ホ テルの合併{ の方のオ= ツ クスをベ ェヤ見た や

た ものを見ますとい」、と 、7l'- '.t; : にかか つて 腐な うな張り 方にするの に石がと れ ると かとれぬと

かったらも う少し 冴え て 居ったらう と思 ひ ます かい』、 ζ とで、来て央 れ とい』、の で新名さんと

が、私 等 か ら 見 ま す とい 」、 と、 Oi- し思 っ たよ り 2 人で矢橋へ行きま した 共 時、大 株 の 方 をや つ

は給麗で す。 て居りま したから 、何 かい λ 石は な い か と探 し

境 一一人誌を石だと思 っ た とい』、人があ ります。 て 居った 民主があの石の小 さなの があったんです

葛 野一 一 貫 際 あ れ 丈 令 部 御 影 石 主使」‘ とい」、とと 。 とれ はい L なアと い った民主が、 ζ れは なかな か

は一寸考へられない ζ とで 、恐 ら く 短 期 に そ れ 使 ひ様 が 六 ケ 敷いの で お 顧 客 さ ん がな いとい』、

丈 の注 文 を受けるとい」、「とは近頃ない ζ とで やうな認 です。話を聞いて見ると 、伊太利から

せう。 とれきうです。そ れ で 持 っ て跨 っ て よ く調べて

竹 腰ーーー注文 を受ける前 にあれ丈の ものを あの j割 多 分 ζ っちの，思ふやうにと れ る だ らう と云 ふの

11:] に使った ζ とが ない か ら 出 来 ぬ だ らうといふ 。 で、そ れから使」、 こ とに したんで す、貼 っ て見

のでし たo た民主が 、非常によく艶の 出 る石で、一寸かうい

葛 野一一市も悉くが癖のあるものに な っ て居るか 」、腕 の出 るのは他 と 釣合 が とれ ぬや うに思った

ら、 カーグがあっ て 1 r国々々 普 j血の組合をす る 穏です。

やうな風に筒 111 r(. 行 かな い。 新 名一一あれば見本丈でお決めにな って 石 股がと

河 合一一 そ れ と石の厚みが 3 寸 乃 至 4 寸、 あれが 白 った んで す か。

仕 事 の k で 非常に無地だったら しい。 竹 腰ー一一石を取寄せて 見た 民主が 、あれ 丈 l 周 す る

岡 田一一ー機械俊で すか。 大さを Ｑ つ の石からとれるＺｮｾＺｶ［列リ ま し た、紡

河 合一一 い L え 6 寸伎 の 厚 さ に 雨 而 を仕 t げ中に ; がずっと綴がっ て居ます 。

穴を あ けて 矢 板 を入れ て 2 枚 に 創っ たの で す。 波江 一ＭｾＡｉｬ ｊ Ｇ さ んが中段さ れた の で、 私に代理を

竹 腰一一一割った 商 に海 山 穴のあとが あるもの です ; とい 」、ととで すが、 乙れで建 築 l亡直接捌係の お

か らモル F ルのづきがい A 様 で す 。 方の 話は 渋 みまし た、今度は第三者 の方 の 立 場
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か ら中部さん 一 つ お 話 を。

中海一一私はま だ見て居な かったので見せ て も ら

ふつもり で別段 何 も 考 へて居 な かったんですが

今日は種々 の案内を して 頂き ま して 、兎 に 角 初

めて 問 <ilt・界に入った ゃ うで 、 取 引 所の 組 織 と

いひます か、さ うい』、風なも の に第一日乞驚 した

やうな 誇 で す、竹腰さ んか ら取引所とい」、も の

の アウ トライ y に 封 して 御 菅 心 に な っ た 貼 を 奔

総 数 しま した、私 は将来の建築に童話してどう考

へて行け ば よいか主主』、次第で す、あ そ と に 立 訟

な ものが建 って見ますと 、 その 他 の建 物 が 何 だ

かスケーかが皇室ふ やうな 感 じが しま して 、 一 寸

脊妙な 感がする 、例 へ 1'1'卒 常は f可とも 感 じ て居

な い 三 越 の建物 な ど も取引所の新らしい建物 か

ら受ける感 じと比較 して見 ますと 、非 常 に 遺 っ

た感 じがするんで す、私 は直接取引所の建物に

ついてピはない ですけれども将来の都市建築 の

意匠とい」、 や うな ものを考へられる時に 問 題 に

な るといふ焦が したのでありま す。

岡国一- rl' 津さ ん の お話で建築のスケーノしと云ふ

こ とが出ま したが取引所と その近所のピルヂイ

ｹ グとを 比較すると スケ ールの ｪｪｊＡ ｾ、 の が特に目

立ちま すね 、Tl l t 東京では帝国ホテルとそ の 近

{ の建物それから大阪 では中央電話 局 と そ の 隣

りの 阪 大病 院 及 商 工 合 議 所な どの! 日1にスケール

の相誌があるのを気にして居 ま したが見 な れる

とあまり気に な ら ぬ様 にな P ま した 。今 度 の 取

引所も初め て闘 が取 れた所はハツと しま した。

波 江一 一建 築 物 法 に よ っ て拘 束 を受けたと ζ ろは

ありませんか、例 へ ば 道 路の束 及 南 の 端の方の

セットパック等について。

竹 腰一一こ れ は思った よ P容 易 で した、 それ は ど

うい」、理 か と い ふ と、恰皮光線のと り具合でセ

ットパックしな けれ ばな らぬ や うな民主に法令 の

鋭 定 が あ ったり して 、 その鮎で I'i 規 則 の 方 が 設

計 をl!I) けて 央 れ た やうな 形 に な って居 ま す 、 あ

れは 厄 介 で 図 るな と思」、 と ともありますが逆に

これ を利用 す るとで すね 、 御 承知のやう に北 側

な どはあれ は光 線 の と り 具合 で自然にあ λ なっ

て来 る、一寸 如 何にもあれ を見ると規則であ L

なっ た T ' うに見 え るが、規 則 も 利 用 すれ ば 却 っ

てい L ぢ ゃない かと思ひます。

波 江一 一 紐 育 な ん かでもさ うですね、規則 を利 用

してセ ットパツ P し却って面白い形をとって居

るや うですね。

東 畑一 一人溢 石で初 め は や る筈であったのを 入港

石 が俊 って御 影 石 に な っ たので すか。

竹 腰一 一 人主主石でも石で もどっちでもい A 、石 の

f l [ を下げる銭に人法石 の方 を 使』、王将にして 居た

ので す。

東 畑一 一最初は人i 1 t 石ば か P の窓 匠 だ と す ると石

に型軽っ た震 に 何 か 窓I.a::上に後えら れた 所はあり

ませんか。

竹 腰- 1 9) めは人造石粍皮の もの を考 へて居 ら れ

た、民主がn物 を 見れば模遺品より い .l. K 決 って

居 ま す の で 皆 後 か ら 騎 虎 の 勢で石 にな って しま

ったんですが、人主主石は石のイ ミテーシヨン で

すから設計には便 りはない 、多 少 厚 さの差 があ

り又石 で は一寸納l工 の 仕 難 い や う な 践でも 人 造

石 な ら 細 か い 彫 刻 が 出 来 ると い』、 宇 うな と とも

あるかも知れませぬが 、求めるエ フェクトの駄

は大鐙は安らな いと恩ひます 、初めは 取 引所と

いふもの は モダ ンで、ハイカテで気の邪Jいたも

の を要求されるんぢ ゃ ないかと貨は思って居っ

たんで す 、 尖 端 を行〈所ですから、民主が取引所

の方は 、取 引所 で 相官t 建 築の趣味 を有 って居る

といふ 人も 取 引所とい』、ものは商工都市の中様

で あ る か ら威風堂 々た る建築 で な け れ ば な ら ぬ

倫敦のストツ タエ キチエンヂ を見 て も兎も角も

商 工 業 の 中 植 を表現する 威 風堂 々 た る も の で あ

る k か う云はれて私は一寸意外 に 感 じたんです

成 程 考 へて見れ はさう い』、諜 で す。 それか ら威

容を 現はすとい4 ・や うな考へ で主主んで行ったん

で す、 それ で小さな ヂ コレーシヨ y は止めてし

まって 、合物 で 多 少 繊 細 な 手 法 を見せる 事 に し

ま した。

島回一一正面の軒天井に丸いものが ついて 居りま

すね、 飾りが

竹 腰一一一あれ は飾りで はありませぬの で、石 を釣

上 げ であるんです、石は張つてはあ りま す け れ

ども用心の銭に皆釣つであ る、そ のポールトの

頭 は 隠 して あるんです 、6 本とらうと思った ん

です けれども力 が充分あ りま すから、 1 つ の 石

に 4 本 と っ て あ P ます。

今 綜一 一 そ れ では 、昔の話を l つ や P ませ う、 先

ｾｊ 岡野さん からお 話 がありま し たけ れ ども、昭

和 2 年頃に 前々 測事長の上畠 さんが、初めてあ

そ ζ に改 築 をやるとい』、案を お樹てにな P まし
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て 、兎 l'こ角まア取引所の 案 とい 』、 もの を一 つl尚1 ・ りませうが針 令 かなんか桜 に 渡 し て 、 とれ に一

面 に した いから お前 一 つ取 引 所の方々 のお伴を・ 寸 ひ っ か ける もの で、 あわて 誌かけ た P する と

して重 要な市場を見て歩い て ざ っ とし た問 而で ' 一 寸外 れ ると とが ある 、そ れが立合場の 方に ｾ

もい L からとしらへて見 ろとい」、やうな話 があ ちて来る 己と がある 、そ れ は 危 か しい ζ とがし

りま した、 それ から皆様の お 供 して名古減、来 I てある 、 それ が危 険 だ とい」、 ので何で もその前

京 と 見 て 廻 P ま した 、そ の時 に 感 じ ま L たのは。 に銅を張つ であったゃうで す、 さ うでしたね 、

比絞 的 1-;:: 名 古尾市場 が 良い 、 とれ lよほんのパラ: 何 か<i} 銅 J ) やうなものが何此かに京つ であ りま

ツクて・御座い ま して、 永 久 的 のもの では ない ん . した 、落 ち たら危い といふの で。

で 、一寸見た虚が極めて貧弱 な ものでありま し 岡 野一 一 下 に 渡っ てあ P ます。

たが、 名 古殿の市場がよいと 思 ひまし た。 今 株一 一 そ れ で 、 さうい」、建 築 ぢや図 っ た ものだ

竹 腰一 一 そ れは昭和 2 年 で す か、東 京 の取引所 は : と思ったの で す。

出来 て居 っ たんです か。 岡 野一 一 刻L も後で fl Ll :込式 になっ て居り ます。

今 林一一ー出来 て居りました 、 その時 は尤 も私 も駈 I 今 林一一一それ か ら兎に1 i l諸Ffr を見て廻って 、 勿論

出しで す から 、勿論 取引 所の機能とか、何 とか 剣 ら ぬ も の で すか ら大 部 分 は教へ て頂 い た り 何

い」、ととは呑込めて府ない 、何を やっ て居る の : かし て 、やっと主ア 、 プ テ y が出来ま した 、恰

か l弘ざわ ざわ やっ て跨るんで 、一寸説明を聞い ! 度 その ＧｻＺｲＮＧｾ 寺 Ｑ￬ ｦｩｩ かク ロープラン ドだっ たかと思ひ

ても併らぬです 、f切りませぬが、兎に角小さい ますが 、取 引 所 が 一番 上 にあ る。

乍ら に 整 頓 して居る 、粗 末 乍 ら に相官l 機 能 を滋 I 波 江一一一ロ スア y ゼルスぢゃないかo

ＺｪｬｰＮ して居る 、 兎 に 角 大阪の 市場よりも徐程 ζ の ｉ 岡野 一一 紐育 の ｾＧ ｉ￭ｾ 花 取 引所です 。

出来古川、L なと 思ひました 、家 11/J 、さいです け I 今 林一 一 恰 皮 プラ y を宇 っ て居る最中にアメリカ

れど も採 光な ん かも極めて簡単に 又 充 分 に 出 来 の雑 誌 にその プラ y やら悠長が出 て居 たので 、

て居ます 、電 話席 な んかも今の 大 阪市 場 と比 べ : ζ れ は面 白い ζ れ で 行 かう ぢゃな いか、 ζ れ を

ては問 題 にな りませ ぬが 、兎に角そのbi 時 の 大 . やって見宇うとい」、言撃で 、兎 に 角 案 で す か ら頗

阪市 場 な ん か とい ふ と失盟 ですが 、 とて も兄ら : る無責任とい」、とおか しいですが 、見 に 角 案 で

れ た 様 ぢ ゃなかっ た、 それ などから A ますと 、 :  すか ら種 々 や っ て見 ろと いふ のでや ったの で す

兎 に角整然と して 賠り ます、そ れ で 東 京に行 つ i エレグ エ Ｍ＿ｬ ーを Ｑ Ｒｾ 差位にし て 一 週 に何 人位巡

たら 、東 京 の 市場 は 非常 にお合も かけ立 汲 な 設 : べるか計符して 大 丈夫行ける 、一つ ど うです か

計 屋 さ ん が お や P にな っ たので、撫かし立汲な : うい」、案 で といふ た虎 が、御承知のやうに あそ

ものだら うと 思 っ て東京に行っ た、民主が行っ て ; との 名人目勢力がある 、 さ うい』、人の考 を聞く

見 て 窓 外 に 感 じ ま した のは 、今 で も 鐙 え て居 り . 主、 第 一 ヱレ グエーター で行 くなんて もつての

ますが 、 兎 に角大きい のは大き い で す、おさも j 外 だ、消し停氾でもあったら i窃賓が出来ぬとい

此方よ り際か高い筈です。 : ふやうな と とで 、ー 郊 の 賛成 者が あり ま したけ

竹 腰一一 い や今はこ っ ちがわ内、。 れ ど も兎に角 これ はいかぬ 、津 山 の 人 が 賛 成 し

今 林一 一兎 に角非常にお く感 じ た ん で す 、 それか 。 ても、例へ- Ti1Sにで も批 鯵のある やうな のはい

ら立舎を して居る 蕗を見ますと 、兎に角非常に : かぬと い』、 の で 、そ れからや り直 しまし たが、

反 響 が ひ ど い 、 わんわ ん いってと てもよく こん 。 )J [ J;{ な ん か と比 べ て敷地が 非常 に 窮 総で、 第ー

な民主で 毎 日 我 々 が 考 へ る と 非 常 に 重 大な仕 事を 場所がありま せ ぬ 、長さは あ P ますが、 何 と か

よく 11円迷な く平っ て行 け る も の だ と感心しまし して {.;j ぃ 大 き な も の を 一つや らう ぢ ゃ な い か 、

た、そ れから 御覧になった方は御承知でせうが 幸に活路を 、今 の 似 市 場 の あ る 庭、& れ を 准:ば

ノL ネツサ y スの玄関 の中に ある やうな 、あ L い して泣いては勿慢ない 、あ そとをと ちらの方と

」、柱、 内部もあ L い」、ス担イ ノL で やっ て居る 、 。 連絡さして 、ー 絡に使ふ案をやらう 、恐らく 2

さうして 電話席の とと 、キL鋳 揚 な ど と い ふ と と } 階位な ら究. っても 王長女ある まい、 エレグエータ

は殆 ど考へ てな い 様で ずね 、場合によ りますと I ーなり段々で 2 附に昇る 、2 階イ立な ら辛 抱 しゃ

札 が 飛 んで墜 ち るの が ある 、昔 の は 御承知l で あ ; ぅぢ ゃ ないか、向 うとと とらを 、うまくつ な げる
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か知らんとい」、の で、 とれは相官f波 程 度 ま で 話

が進ん だ 、そ れでそのｾに今 の仮市場 と今度の

新 ｾｉｾ との ｲＮｾ の あの道 、 あれを駿滋に し て 、 あの

.1--に 家 をとり込 ま」、とい」、ので 、 とれは一つ建

築課長の内意を聞いて 見 ゃ うと い」、ので 、前の

課 長 で す 、 か うい 』‘ 案て・ 、あ の遣 を! 袋詰 に した

らいかん かと い った 蕗 が、 それは い けるか も知

れ ぬ とい」、ので 、兎 に 角 先 決 問 題 は 際道 にあ る

滋 滋 に出来る かどうか市の方に交渉して兄よ と

いふので 、 とれは岡野さんにも大分足を述んで

- mきました 、兎 に 角 市 合 を 過 し た ん で す 、あ れ

を政道にする とい』、のを。

竹 腰ー ー その問題 で凶って居る ん で す。

今 林一 一兎に角市舎では I復活にする 、 腹滋には す

るが 、 保件 と して 、 今の交叉 ｬｬｴｾ の蕗 を或 程度後

退 し ろ、叉俊道: の方の土地は. n って央れ 、叉交

叉 貼の民主で 後 退 した土 地 は 無償 で 市 に 寄mしろ

とい 」、や うな話だっ た と思 ひ ます が 、 兎 に 角 成

立したの で逝 の上をまたがって 2 階 で 二 つ の 政

地 を 連 絡 し、今 のよりうんと 民 ぃ 市 場 案 をや っ

た、 ζ れは而白いといふの で、そ の案はヰ目前皆

様の支持を符たと，思って居 P ます。

岡 野一 一 大 分あ の案に 1' 1 賛成して居 りまし た。

今 株一一兎に 角 あ の 首 時は相 首紫 H古らい、考で 、

確 か私 の 聞い て居る 民主では取引 所は5，000，000民l

位の建築裂をかける とい ふ こと を理事 合 か 或 は

ど うい ひ ますか、あそと の決議 で お 決 め になっ

たととがあり ます。 それ からもっと大きな案は

矢 強 り東西 とも使って 、市 場 を も っ と 上 に 上 げ

て 非 常に大 きな主1; 教 の も の であった、 場合によ

った らも う 1，∞ ) ，0∞阿佐は よろし い ，6，000，∞コ

闘位だったら構はぬからす 仁に や らう ぢ ゃない

か とい 」、 ζ とで した、 ヒ畠さんは今から考へて

見る と非常に 大つ版て・あった や うに思って居る

ん で す。 と れば ｾ ･ｴ に 痛快な案 だと 思っ て 換 しん

で 居っ たんですが 、 それは' ! t : f l i l に 至 ら ず に 理 事

長 が更迭さ れて まア 現 在のやうなもの が出来た

わ けで す、 それで前々理事長の時分 に ど ういふ

やうな 案があ っ たかと い」、とと を胸係者と して

喋 っ た諜 です。

竹 腰一 一 今 林 さ ん の お 話 は 非 常 に 面 白 く 聞 い た ん

で す、先づ最初j 今 林 さ ん は 名 古 海 の 取 引 所 を 御

' i ' 5: になって 、そ の次 に 東 京 とい」、 お話に な りま

した 、 私 は夫れ を 逆 に 行 っ て 東 京 を 先 に 見 て 蹄

りに名古屋に寄っ たの で すそれで東京で見た こ

とは 、 これ は 建築 を や った人と 取 引 所の設 備 を

や った人とは会然別だ、 ζ れ ぢゃいかぬと い」、

感じを 23ーに有ち ま した、 それからあの時図っ

て 府 られ たのは市場 が南北に向合 ひ、 それ で 沿

話 府 は良中にある 、匂話 l市から右の方の見え る

人は ti'. が列ら ない、 左の人は右が州らないとい

ふやうな 獄 態 です、 それ で右 の 方 の 札 と同じも

のを左に 出してある 、左に出て尉る札をス向じ

〈右の方に 出 しで あ る、つまり二重 にや っ て 舟

られる 、そ れ か ら音響の方も 大分反響し て 居 っ

た、 とれは私 は 天井の 1拍子の1i . t だ と忠 ひます、

必ずし もさ うで は ない かも 知れ ないが 、 それ か

ら今お 話 が あ ったやうに ル ネ ッサン スの非常に

立 汲な ui 築も 、取 引 所 の 方 ではそれに 札 をかけ

て見え ぬや うになって居る 、l取る俗 にか けて居

られる 、 ζ れ なんぞはやってもや り年l 斐 がない

と思 ひまし た. そ のf{ りに名古嵐は . 建 物 は パ

ラック であ P ますが、兎も角機能 はこっち の 方

が いふ 、 とれ は ｪ ｾ 方と 同感で し た。

波 江一 一私 は片 岡 さんの蕗で. 恰皮往築物法の III

る前 に 許 可 を と っ て 泣 か うといふの で計王立を 樹

てたととがあ りま す 、そ の時は今の彼市揚 の 訟

で 、下を市場にして 、 t を事務所にす る とい 」、

のだった。

今 林一 ー その案も見ま した。

波 江ーーと っ ちを令部市場にして上の 方 をや"1¥: 人

の事務所にしゃうと いふので、今の建築法規の

一杯の吉| 鐙 を紛 てたんです。

岡田一 一 外 閣 のはあれより大きいんぢ苧ない です

か。

竹 腰 一 一級 7守のカーノι マーケッ トが粉 々 近 い大き

か ら云ったら今 度 逮脅 して大 きいが。

岡 野一- kilr 育と とち らでは車位が述ひます 、 とち

らは 10株 単 位、紙 育 f;!:ω 0 株です 、 ですから I こ

ちらも l ∞ 株 i'rl 位 にすれば 10(音の取引が 出来ま

す。

ｩ 皮江 一一大惣時 ｦ ｭ が盤きたゃうですから 、 新ｾさ

ん 何か御意見はありませぬか . 月IJ に御 座いませ

ぬければ本日の座談合 はお忙が しい民主 をわざわ

ざお III で下すって種 々有難 う御峰いました 、速

記は ζ れイ立に切上 げまし て、後 で 一つ御自 rJj に

新 名一 一 ど うも有盆なお話 を頂き まして 有高lli う御

EJ ! : いまし た。
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新名一一 そ れ で は一寸 御 侠拶を 巾 t げ ます。今娩 i 小 早 川 一 一殆どあり ませぬで したね 。

は此Ｆ 出 来 ま した此の 朝 日新 ｐ￭ｬ 耐 ｊ ［ ｾ Ｎ Ａｬ ｴ 支局のピ 武 田 一 一高 さなん ぞで何か[lfJ 題 はなかっ たのです

ルに 就 き まし て 、皆 様 の 御 ｾ ｢ｲ ｮ を 伺 ひ たいと忠 ｪ か。

ひ まし て、 お 出で を目前ひ ま したと ζ ろ、御 多忙 i 石 )1ト ー可(，消防袈 の方 だ けが 、m築 物 法 ぢゃ ない

中に拘 りませ ず、御出席下さ い まして、 有 縫 う ; ですけ れ ど も、貨 は 1，5∞ 人 も 入 る鴻 堂があ

干{ じます。 共 の上 今 晩はピル ヂ y グの小早 川 さ : る伐 に、 ど うでも 5 メート ノL 後 退する 規 定 が あ

んが此 の合 場 のとと に 就 きま して 、何 か ら何ま 。 るのです。 け れ ど もmに普 温の滞空jif と云」、見解

です っかり御心、配下さいま して、協 合の il!l J と致 で 、共ーη 日的から云 っ て、 1 併 だ け後 退すれば

しまして 、非常 に 恐 縮 に存じて居る次第であり ifν 深 ですから 、 1 階だけ 5 メート ル後 氾 して

ます。 : とは 3 メート ル後 退 したのです。

此蕗には此の 建 物の計 鐙に 滋 られ ま した小平 。武 田 一 一 風致地 図の 鮎 は

川 さんは じめ、石川 さん、 山脇さ ん、芹 生 さん l 石 川 ー それは ズ ツと向』、です。

など の設 計 や 施 工 に 関 係 され た方 々 及び川口 さ i 武 田 ーー 此髭 か らどのft[ 離 れ て居 ります か ーー カ日

ん 、 林さんなどの 明 Ｑ ＲＱ の 製作に ｾ ｬ［ｾ［ られた方 々 も 茂 川 のJ訪日1か ら 1CO メー トノι f t[ まで が 風 致 地 区

皆 お出 で を戴 い て軒 りま すので 、 それぞれ の お j で すが。

ＩＧｦＮｾ易に於ける御］［Ａｦ ｉ ｌ 、械 なり 担 Ｑ Ｑ Ｑ 経験 談 合 お ｾ ｴ［ L  11)¥ 石 川 一 向 ifJ fj ll のj珂だ らうと思 U ます 。

ひまして 、協 舎 か ら出 して居り ます 「建築と枇 小早 )1ト ー j瓜致問題 に なっ た こ とと云へば 、今 一

令 J ｩｴ Ｍ ｾＮ ヒ ｬ 亡 載せた い と 考 へ て 居ります ｯ 寸け1上 げ た色のとと ですな ア、 13 はい かぬ と 云

是 か ら武 11] 先 生 に， ;J 合 乞お駅 ひし まし て、 座 」、ので す。

談合 に移りた い と思ひます。 どうか御腹滋 な く ; 武 田 一 一 そ れ はj乱数 でな しに、 ('1か 非常' 時と 云 ふ

御 意 見 をお述べ下 さい ますれ ば 、幸 に存 じます 闘 係 で す か。

どうぞ よろし〈 。 小 早川 一一白いと 云 」、とと が非' 常時 に 倒係 が ある

武 田 一一 そ れ で はi替越ですが 、年 長 の散 を以て 私 j と云ふ j諜・でな いです ね。

が司 舎 を致 し ま す 。 此 の 座 談 合 は皆 技 術 者ば か 武 田 京 都 市 で は制 はば金位 が J員数地区 と云」、

りが集って居る のであ りま して、 普 泊 世 間 で制 : 諜 ですから 、 いかぬと云ふのです か、又自治旬、

」、先輩とか後輩とか云ふやうな意味のある もの けないの に、 どうして治して央れた のですか。

で なく 、認 はピ同僚同設と云ったやう な立揚 に j 小 早 川 一 一 白ぢゃない のです、乳白色で 、一 寸 色

於て 一 つ御腹滋な〈お話 を願ひたいのであ P ま : が着 いて居 るの です 。

すo 岡 田 一 一 どう云』、色が宜い と云」、の で す か。

1'1: は過日 此蕗 で朝日新聞闘係の者 だ けの合合 ! 小 早 川 一 一矢張り ク リーム色と かま配色が かったも

があ りましたので 、私 が 意 見 を主sべ ますと 、1J!. のを 要求 し て居り ま す 。 前 勢 聖書 部 長が 、 ｉｾ｛ 御自

なりますか ら、差 控へまして 、皆さ ん に お 話 を・ 分 の感 じ か ら で したか、 白色 よ りも他 の 色 が 宜

願ひた い と思びま す、先 づ石川さん 、御迷 惑 で 〈は ない か、成る " < 白色 li 巡' けて央 れ ぬ かと

せ. うけれど も、 どうぞ 一一ー .  云 」、や うな 注文であ ったので す、 と ζ ろが 、共

新 名一 一 是 は 府 勝、の方 を泌すの に大 湊 だっ たんで j の注 文に感じて称えたの が 御覧 の泊 りの も の だ

はあり ませ ぬ か0 ・ った ので、是 は白 ぢゃないか一一 イヤ自 ぢゃ な

石 川 一 ー さう云」、 と とはありませぬが 、共 の 方 は いのですと 云 』、や うな諜で、 本 前の白 い ものと

私共よ り小早川 さんあた りが宜い でせう 。 比 べて見 た 結 果、 如 何 にも白 くないなア と云ふ

小 早 川 其 の 方 は 倹 P 面倒は ありま せ ぬでした : ととにな っ たのです( 一同 ;11，・笑〉本協に白い もの

唯給と 色の ととに就て 、殆ど必要が無かった に : が慈いと云』、ととであれば 、是 li 問題です 、取

拘 らず、と ちらか ら主主んで諒i砕を求めたやう な : 締 法 規 の上 で は建物 の色 が 惑い と云」、 ととはー

ととがありました 。 寸言へなャ 、官会り白 い高 い建 物 語: 建っととは京

武田一ーさ うです か、建築上のこ とに就ては 、 さ j 都 市 金 鍾 と し て どん な ものだらうと 式 』、根 本 的

う問題はなかった の ですか。 : の意味でナ。

e 6  V I  



武 田 一一 石 川 君 に 御 苦 心 の 所 を。 があり ま してね 、 それ は 設 も 取 締 規則 の上 から

石 )1ト 一 宇奇心をし たや う な 訟は してゐる けれども i いけな い と云」 、の で な い ｉｾ ｦ［ 宇る べき かどうか

1置は係 り干す心は しなかったのです 、 マア狭いErr， 宜いか怒いかと云」、ので 、種 :々 意見があ りまし

に盛津 山 だ と云ふ ととが一寸 背 努 と 云へは" 背 努 : たが、紡局: u いぢゃないか と云」、判定の方が多

でした ね 、大惣斯う云』、1吹い所に是だけ l肱容 1J ! ( 、 即座 にや り 給 へ と 云」、 ζ とに決り ました。

のあるも のを 彬える のが無理なん です 0 ・ j .t;. の 後 瞥 綾 部 長 が 吏 り ましてから 、愈 々 林 さ ん

武 田 一一 プラ y は何遍伎で 決 りま したか 、何 皮 も ; な どに下紛 主EL 、て 戴いて 、大位こんなもので

お や P にな った のでせう ね o と云」、 こ とで 、参 考 に持 っ て 行 きまし た時 に、

石 )11 ( 小早川氏に 〉随分前 で した ね、初 は60坪 : 再びどう 7どらうなア と云ふ議 論 が 火 起 りました

f立の Ffr で 何で も 2 皮 伎 や りま したね o i l l L .是.工EEf!r で はな いのだからと云ふやうなこ

小早 )1 1 - さうで すな ア、それ か ら隣を貝ひまし。 とでね.1反締..t.Jil. JlIJ の 仁か らい けな い と云」、 ので

てね 、3 四位やり まし た か、下へ 自動 車 を 温 し ，まない 、 I町長非常・に大 きい面であ るから 、J毛の表

たりす る案 がありました P 、数 回 やっ て居りま : 現 の内容 に就て出来るだ、 け程笛なも の にせ よと

す ね 。 : 云』、 ととで あ りま して、 ζ ち らも林さ ん な どか

武 田 一一工事が始っ て か らも 俊更があり ま し た で : らも穏々治、見 を述 べ て戴告 、相首向」、の嬰求を

せ うね。 容 れて、 鈴 へ で も孤きましたので 、元だったら

石 川 一一 それは 此 の前 小 早 川 さ ん が言 っ て 居 られ i 向 に 紡 俗 だ、平 ひ 斯 う し て 相 談 を受 けた と云」、

た1mD  t 9. リから新う な ら う と 激 怒 し た 人 は 一 人 も ! と とを ｩｾ［｜Ｍ 局として非常 に 多としますと云」、ゃう

無 かった のです。 : な ととを言って 居り ま した。 で 、附 告 と 云」、窓

新 名 一 一 此 の 壁 i亡給をおt 1 i き になった のは 初 め か j 味 が 貌 れ たら 、それ は いけな いの で すが成告と

らの案なんで すか o 云」、 と とが朝 日新 聞 の 氏 告 と 云 ふ ζ とだっ たら

小 早 川一 一 そ れは大世 帯j めから考へ て 居 っ た の で : それ は兎 に 角 大きなお ｶ 建 物 ｧ ， 位 が己 に ｾ ｾｩｾ ｩＧ の

す、結局斯う云」、大 きな プ ライ y ，. の} 況が出来宮日ま になるのですから 、氏告と 云」、純阻 止J t 慮

るのですか らね。 まで抱負ーめたら如l らぬ こと 、普通の j民間附告とは

吉塚 一一僕はプラ イ y ，. の 部 分 も而白い主，思ふ て I 主主l球が迷」、と云」、やうな Wi 糠 の仕 方 7ζ 、っ たと 'Tt

居 りま すが :  え て 居 ります 。

小 早 川 ー さうですね 、それ も: # 一つ の行 き方で j 武 田 一ーダザイン を始 め て か ら 何 年 か 分 りませ ぬ

すね。 か。

吉 塚 一一 プ ライ y J-. ではい けないと 云』、宇 うな注 : 林 一 一数 年 ですかね 。

意でもあった ので す か。 小 早)1ト ー そん な ζ とは ない 、金 位 の デザインを

小 早 川 一一それ は全然あ P ませ ぬ 。 唯 氏 ぃ 而 が あ ; 始めてから 1年 半 で す。

ると 、 祭 舎でもして見ゃう と云 』、 の が 人 間 の 本Ｚ 武田 一 Ｍ Ｍ ｾ ｪ 塚記 何 か御 意見 は ありま せ ぬ か 。

育E と云ふやうな もの です なア 。 吉塚ーー 外部のモザイク . !fl イル の貼 り方 は 非常

吉塚一一 政 告 と しては宜しいて・すね o に上手に な りま したね 、最 初来 た 時に袈からズ

小早 川 是 は 月 ｉ ｊ に ｒ ｾ 告 で は ないのです。Ｚ ツと見てうiをたのですが 、 あの大きな而に謝して

吉 塚 一Ｍ ｾ ｲＭし此 民主に ｾＹ ｪ 日ピ ルが Ｈｅ る と云 Ｔ ・ 大き な 。 大興事17麗に や ってあります。

意味でね。 : 小 早川 ー それは芹生君が非常に綿密に細かいor

武 田 一ー さ う云』、 ζ とにもなる 0 ・ ま で 能 ( 詮 恕 し て央 れ まし た。

小 早川一 一 笠 郡 に 就 て 言 ひ ま す し 京都府 の建 築 j 芹 生 一 一マ ア早い目早い目 に注意を 奥へまして ね

VI 66 

課t古局の考は 、相 談 を受け な か った ら、何事も j その上級人が良かったので す、殆ど* J i i と 大 阪

言』、 と とは出来な い の だ、幸 に 遊 ん で相 談 を 受 i 方 面 の殺人がしたのです。

け たので、 宜いとか惑いとか云」、ととも言へる j 吉塚一-!it，いと 思っ たのは 外 部 の令 腐 を貼 っ たの

のだと云』、 ζ とでしたが、最 初 に相談 を持掛 け i が赤鉛が出てゐる Err があ る、大 阪の 朝日ピ ノL の

ました 時 に、各 方 面 の 人 々 が 集 っ て、大 分 議 論 ! や う な 大 きな壁で もあんなに締麗に貼れてゐる



のに 、此 底のは汚 い0 ・ 居る。ドイツ は此 のI:Ii金 が 無いか ら で せ う が、

芹生一一 大阪のは ヘヤー・ テ イ y を入れて居るだ ; 例 L 際 な ん か に 飾 を しても見て歩 くものは な い

けで 、そ れともう 一 つ まだf f ' i きが 足 リ な い の で : と言」、 ζ とにも ー而の反製がありますね 、係 り

す。 到I脅する所にさ う云』、被雑な ものをやる と、 却

吉 塚 一 一見 に 角 あ れ は 大 阪のよ り汚い感じが しま i てxji l i のf足利を来す危険もあ る と恩 ひます。

す。 吉 塚 ー ー も う些 っ と路怖 が伐いと可いのですがね

芹 生 一 一 そ れ は合せが ございま せ ぬ か ふ さ う 見 ・ 字分 i立上を見ると ‘ f丘い主主がしま T 、 上が見た

えます けれ ども 、仕事自慢と しては 向ふよ P良 いので すが。

い の で す 。 : 武 田 一 - j ( 見え るやうに燈 P が貼けてありま す か

小 早 川 一ー ステ Y レス ・スチー ル として は 日本会 ， らね 。

闘で最高級 ださうです。我 々の方で特 別 に 終 え ，綜 一 一 時々来て見ます けれど も、鈴 り 立 止 って見

さ したので す が 、 川締法制所で非常に良いもの・ て居る人 l土無 い や う で す よ、米 ζ う云」、も の が

を彬えたので、大 阪 で 使』、て 居るも のよ P も良 ， ポコツ と出 来て 、mう云」、風な ものに心、を向 け

い ので す けれども 、特 に仕 事 を非 常 に 念 い だ の i て居る人 は何 とな く懸念に 思 ばれるかも知れま

です 、 よくあん なに仕 事が 出来 たと恩』、程です j せ ぬ けれ ど も、あ れ は慣れて しまったら 、 何 で

兎 に角念いでや りま した ので 、出 来 上 りに就て j もなくなる ので な いかと息ひます。

は計t も満足 11 して ゐ な い の で す 。 : 武 田 一一突 然だから 、お か しく 思 ふ のですね 。

吉塚 一 一 そ れ から先程見せて裁いたのですが 、眺 : 林 一一 しょっちう油る人はおかしく な 〈なると 思

ill.rfr のl i l ' i 子ですね 、あれが外側に 5創 れ て お っ ζ 。 . s 、のです。

ちた らど うだ‘ らうと 思 ひま す 。早 速綱 で も 掛 け . 武 田 一- jili る人は 見ますよ 、近 所の人 は さ う でせ

ゃうと言っ て居られ ましたがo うけ れども 、他 所 か ら来た人は見ますよ 。

小 早 川 ー あ のサツ ν ユ [1 失敗 で す 、あれ は 間 遠 ; 林 一ーズツ と泊っ て見ても 、係り人群り のし たの

って持って参りま してね 、出来 上 る と直 仁 に、 j  を見たと とがな いですよ 。

替 へゃ うと 思 って 、今月IJI亡注 文 を 出 して居りま。 古啄 一 一是が初j て出来ま した時、 新聞に大きく出

す。も う絶 て 出 来 て 来 る 筈 で す が、 ち ゃ ん と 綱 : て居リま したね 、其 の時に或素人 の方から 、走

入 に して しまふの で す。 は大きな 建物と云」、感じはな しに、玩 具 み た や

吉塚 一ー さうせぬと 、如 何 に も 危 険 だ と云』、感じ; うな感じが しますが、此 の頃 のが「 しい建物はあ

が 致 し ます、 商 が 大 き い で す か ら 、創れた らね : . 1 . 云」、宇うにする のですかと 尋 ね られた の で す

小早川一一普 通 の 風では落ち ませぬ けれど も、風 i 私も貨は返答に図って 、成 程 さ う 云 へ ば、玩 具

をうんと受けるだらうと 思ひますから 、少 し 扱 : み たゃう です ね と 言 った ので す が。

い風の時 には危険だ らう と思 ひ ま す o j 武 田 一 一玩 具 が 引 繰 返 へ さ れ た 主云 ふ 感 じだね 、

武 田 一 一今 ぢ や 使 は な い 諜 で す な 。 : 3えそれが可い の かも知れない 、今 日四 伎の大 橋

小早川一一今 は使っ て居りませぬ 、市役所で泊、防; か ら 此 方を見 た ら 、 非常に好い感じだっ た、ｾ

の屯J f r を排えて 、 それが出 来 上 る と 同 時 に 是 が ; に白いFfr があって 、英民主に紛の形 は 解 らぬ が、

伎 は れ る の で す 0 ・ 色 の塊り の あ る 工合 が非常に而白い ‘ 其 の鮎は

武 田 一 一壁而の給で すがね 、見 な がら歩く と、 人 . 有I い けれ ども、京 都 と してはどうかと 思 ふ 、 京

によミツ突か P さうだ し、立 k って見ると 、 お っ I 都と云』、ζ とを考 へな け れ ば 非常 に可いの で す

とって来さうでね 、私 は数 回 此 の 前 を 廻って 居・ けれ ど も、それ だけが 問 題で T 。

P ます が 、 まだ本官官に は っ き り見極めてゐ な い ; 新 名 ー- 1憲民を見る と、筑具と云』、感 じがありま

ので す。新う して ? 署長にして見ると 、 は っ き り : す が 、貨 物 を見 ると、決 してきうでないですね

見えますがね 、僕 が;光年ペ ルリ y に行 っ た 時 は : 武 田 一 玩 具 で も可いと恩ひま す 。 それ は必 ず し

地 下 獄 溢 の ステーシ ヨy なども相官締麗にタイ j も慈 くない ので す か ら。

ノι を貼って居った 、 ととろ が、 此 の 頃 新 し 〈出 j 吉 塚 一 一斯 う 云 ふ 例 がある でせうか。

来 る も の は 飾 りも何も無い 、 1 1 { 主色だけでやって! 武 田 一一 幾ら もあります 、イ タリ ー挫 りにね。
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吉塚 一一 イF リ一法 P の は感じが注ひますで せう・ 近 く に l土地 F焦ら しい地下室の あ る 建 物は あり

武田一一 モザイ クでやるやう なj況がね。 : ませ ぬ D で 、全 部統 計 を 取 り ま す て 、 どの地 下

林 ー一 外 部 で 1.1 ilb絡 の給 具で箇いたら駄目 な んで 。 家 l土ポ : - - 7・を 何芯使っ たかと云」、 ζ と を調 べ上

す o i由給の給具は 7JU; : 濡れたり 、陽 に照 らされ . げた の で すが、殆 ど水中 コ: - - ? リート でやった

た P す ると 、非 常 に 弱いの で 、 ど う しても .-...! ::，I" と云」イ也で す。

キ で やらなＨちゃいけ な かった の です 、 それを［ 武田 一一 Ｍｨｾ 籾 ガスはど うです。

出来るだけ ペ Y キ給に なら ぬや うに や らう と云 j 芹 生 ーーあれ ば 10尺で 、赴 が23尺です 、額々 m議

ふ ので 、別にあ L 云」、給 J t- を治 って l立って 、背 I しま して、 それを20尺 まで 地 下 室 を 浅 くして 、

心 し た の です 、 常リ前 の ｾ Ｏ キ でやっ た ら 、 会 ｉ 辛う じて やりま した。

〈看板の やう な もの になり ます。 : 武 田 ーー 防 水は どう です 。

吉塚 一 一給 は結 局 内 部の もの ら しいですね 、 内部 . 芹 生 一 防 水 は ロー タ ー スを使ひまして、 コ :--?

の方 は如 何 に も 務芳 があっ て、好 い感 じで す 0 ・ リー トを打 ち ます折に 、 ミキサー の 中にセメ y

外 の もの は 今 日よ 〈見た ので すが、非 常 に佳 い : ト I ) l: :Ji I;に ロ ー タ ス お0 ポン ドをー 絡 に 入 れて

とは思 ばれ なかった の ですな ア。 完 全に 7J c を替へて硬 化 した時にポ :-- 7 ・を外しま

武 田 一 一 あ ればど の佐 保 つ で せ う。 した 。

小 早 川 一一3 年は優に保たうと 思ひま す。 あれ ば : 新 名一一それだけ で すか、其の上に防水モル ダノレ

日本イイ y トに'lifi ん だのですが 、向」、で は特 に j が塗っ てある の で すか。

法 ったと云って 居る の です 、 向 ＢＧ［Ｎ ｣ｉＩ 技 ｩｬ￬ ｬｩ ｾ 中がＺ 芹生 ー ー それだけの仕上 です。

奉 っ て やったと云』、 ので 、 日本 ペ イ y トでは 3 ・武 田 地下皇室主云」、ものは殆ど それ に過ぎない

年 以 ヒ 5 年 は保 っ と献言 して居ります。 ので すね 。

武 田 一一あ れ ば 矢ｾｾ 漆 ｰｦｴ の 上に 塗っ て あ る ｄ で ｩ 芹生一一 普泊の防水で苧って居 りまず と、 必 ず 失

す か。 ・ 放 して居り ます、 アス 7 アル トで完金に水を lヒ

椋 モ ノ. {il ノL の 上 で す、 非 常 に背 心で した。 める こ とが 出来な い のです。 セメ Y ト防水では

古塚 ーー モルタ ノι を平 に 塗 るの が大授 だ っ たで せ I 若 し 豆 板 や 何 かが 出来ま す と、其民主だけ念紡で

ぅ。 .11: める ζ とが 1.11来 ま す が、普 沼 の 防水で苧りま

芹 生一一 夜 分 は投 光機 で 一 方 光線 l'こして やりま し i す と、押 へ とか 何 とか種 々な貼 で スペース を1夜

た、左 官 が50人 程 か L りま して 、朝 か ら夜の 12 られま すから・ ・・ ・

時 までやった の で す が、 一方光線 にす れ ば 、小 : 武 田 一一 コ :-- ? 9 - トは殆ど念紡でした 課 であり

さいむ らも官g ( 見えます 0 ・ ませ ぬか。

武 田一 一 何ん で塗 った ので す 、銀 です か。 : 芹 生一 一 普 通 の もので

芹 生 一一 銭で す ね 、銀 でム ? を 令 部 除け るので す : 武 田 ーー 2∞ ポ Y ドl土非 常 に多いですなア 。

さうして 何回も 何凶も 押 へて 、E汗ぎ出 すや うに : 芹 生一 一 そ れ は 普 通 の調 合 で す。

塗っ て 居ります 、 大 きな定士 ｊ［Ａ 士 ｾ ｉ とひ ま し て 、 銀 Ｚ 武田 一一建築 の 方で何かお話 が あ ｐ ますればどう

で押へ付け 、一方 光紋 で や りま した か ら、 ム ラ : ぞ

は殆 どあり ませ ぬ o 島田 一一新日本主義的新興形式と云』、 ζ とがどさ.

武 田 一 岡山 君、 何かあり ませ ぬ か、あ りさ うぢ j い ましたが、之は外 壁に絡 が 無いも の としたら

ゃな いです か ー一一 本 ｔ ｽ ＧＱ ｾ、 君 は ど うですか 。 ど う云 』、所 士J t の特 長ー と して 見た ら宜し うどざ

本 野 一 一 出来 て大分 に な るので 訴 が抜 けてし まつ います か。

てね。 石 )1ト一一それ は今月 の 4 日に週刊朝日 に載 せる 儀

芹生 ー 此民主 乃 地 下 ｾｈ Ｚｴ 一番 旅工 事 で し てね 、 最 ・ の 同 じHi 談 合 があ った のです。 其 の 時 き っ と
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有J の計 笠は23尺で したが、常7)'<iui が 10尺 5 寸 の : といつ を聡 かれる に溢ひ な い と思ふて、最初j に

P!r で してね 、それか ら下 は7)' が幾 ら替 へて も替 i 指名された の をI 1 : いととにして新日本主義 の設

へ切れ な い程で 、 Ｖ イ ｙ チ の ポ ＺＭＭＷ ・ Ｘｾ で Ｑ ｾ 笠 Ｑ 引 を 干った の です 、 ととろが 、後 で 司 舎をや っ

夜20高 石 程 水 を替へて工事を したのです。 此の j て 居 った新聞社の人に座談合と 云 ふ ものは 、 あ



んなに四角四面になって理窟のダ y ピテを飯事草

はす ものではないと云って 日と られた ので す。 今

の御 質問 に答へ ると 叉 そ れ になる のですが。

武 田一一 けれ ど も、仕 掛け られ れ 喧嘩は受けなけ

ればな らないね。

本 野 一 一 あ れ で 泣いのですよ 、そ れで はっ きり 併

った。

武困- j : t 際 窓 が 無かった ら、墜 に な る よ り 外 仕

方がない 。

古悠一一今の 質問はさうでない、 f由絡が無 か っ た

ら。

島田一- i 由給が無かっ たら、どう 云』、Err を特 長 と

して見たら宜いのですかと云』、のです 、完まとは

IMJ 係なしにと給のととです 。

山脇 一一給の ζ とと 、新日 本 主義と は別でないで

す か。

新名 一一絡があるから新日本主義と 言 ふ わ け で は

ないのですか ら。

石 川 一一貨際 、話 は祭屋落になります けれども 、

給 摘 き さ ん にも新 日本主義 を! ! k込 ん で 置 け ば 宜

かったのですけれ ど も、紛 の 方 は新 日 本 主 義 か

どうか分らない 。

山脇 給 描 き さ ん に お尋 ねしたいのですが 、 何

かおwi きになる経緯と云ひ主すか、合 務 と 云 ひ

ます か、さ う云ふものがあってお錨きになった

の でナか、或は新/ l Htt か ら新うヱ弘、御法文 があ

ったので、念 に1折んなものが1 i かうらとお考へ

になって お岱き にな ったのです か、私 は 素 人 と

して 、給其のものとしてはおHmだとか F うとか

公」、 ζ とが j作 るだ けですが、之に は何 か合 警 と

でも云』、ものがあるの でせうか。

綜 一 一 イ工 、あれだけ大きな外壁に何か一つ のテ

ーマ を 以てｾいた 給だと Ｎ 給共のものとし て は

何かがisI1厳 をシンポラ イズするや うな ものにな

る諜 で す が、 さう云」、 ζ とは辿も難し いこと で

あります し、 7 アどっち かと ム・」、と 、 そん な意

味 を有 たせな いで 、宮古 り何の テー マもな いと二百

」、ととの方 が 給 を 作 る の に 宜 い の で な い か 一一

一番 初 め私 にJ hl i まれた時分には何か一つ の もの

にしなくちゃならぬと思ふて居 P ましたけれど

も、段 々内似IJ の壁も殖えて来るし 、新 局川口君

主伊藤君 と3 人でやる とと にした ので すが、其

の場合に あ の壁を縦に 3 つに割 って、共 虎へ色

々な もの を普くと云」、風にする ζ とも之i J J - おか

しなもので、 マ ア給捕 と し て色 々な個性を有っ

て居る人間が寄合世帯みたやうな夙に や るのに

は結局こんなと とにでもしな くて は仕様 がない

だ らうと云ふや うなと とになって 、ゃった や う

な次第な んです 。給 共 の も の に 就 て は 何 の 意 味

もなく 、唯あれだけ の プラ ". /7 の所を 色 の 塊 で

袋飾したと 云ふ だ け の 話 な ん で す。

武 田 一 色の: ! J IJ の配置に就ては 相蛍 御 脊 心 に な っ

たのでせうね。

綜 ー ー さ う で す、大 恒一番 初 の コ ンポジシ ヨ y を

作ったのは 、年l、の* に 川口 君と伊藤君と 3 人集

りました ね 、あれだけ の プ ラ y を錨用紙に宿旬、

て先づ大位の色別けを一番J t にやって見たので

すとっ ちへ斯う云」、色 を使 った ら、 と与には斯

う云」、色を泣かな くちゃならぬと云』、風 1<: 、色

の繋りだけを初に考へて 、其 の中へそれに適苦言

するやうな衝を入れて行った諜です。何し ろ大

きなもの で、 i虫も細 か い 仕 事 をして行つては駄

目だし 、 主 主方から見て 、 見えるのは 、 ｉｾ 主 色 の 塊

だけだらうと云」、 風 l亡解緯して 、 あ λ 云」、風に

やっ て 行っ?と認ーな んです。

武 田 一 一 何 日fl ) : 要か りました ですか。

林 一 一外の壁へ岱き始めて 12日間で、 非常に速い

のです、是 も困つにと との原 lιl で、 直 さ う と 恩

」、た ら、 まだまだやらなけ ればならぬ所がある

のですけ れ ど、 足場 を早〈除られてしまったの

で、 どうにもならなか ったので す。

新 名 一- mは何 をお侠ひになった ので す、大 き な

ものですか。

綜 一 一2 尺 l立の給 籍 企別に待えさせまして 、 ペ y

キも初 は 普池 の看板書置さん などに手偲って主主っ

た ら、慣れ て居って: U : いだらうと言』、 ζ とにな

った ので す け れ ども 、 ζ っちが下給を奥へ て も

ht 段 の者板みたやうに岱か れで も、 ど うにもな

らぬから とえ」、ので 、結 局 私 等 が や っ て 居 る 濁

立 美術 研 究 所の人達とか濁 S J . 炭に入選 して 居 る

給摘 きさん達に特に来て貰っ て 、話 P ベ シキ塗

としては素人だけれ ども 、給 の 方 で は 幾 分 か ζ

っちの気持 が仰 っ て 央れると云」、人にやって貰

った のです 。其 の 銭 1<: ベ Y キも普; i ! i のにちゃに

ちやした糸 を引〈やうなイ Y キでなく幾分泊紛

の紛具に近いやうな 、 さっくり した """: y キを遣

って1まったと云」、やうな諜です。
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武 田 一- . --. ! ' y キの 上に何か塗 つ で あ P ます か。

綜 一 一 イヤ塗つでありませぬ。

武 田 一 一 山 脇 さん、此 の仕 事 をや られ る に 就 て 何

かあ な た方 の 方 の 御 苦 心 はありま せ ぬで したか

山 脇 ー 御 承 知 のiffi 1) 、手L共 の方 は昔 か ら永 年 の

お 出 入 先の ζ とで、今 度 一 仕 事 や らして戴〈

に就きましでも 、本 最土のおやり になる ことは 、

仮令そ れ が多 少 離 か し い とと で も、 出来 る出来

ぬ は 別 問 題 と して、何 で も彼 で もf然保件 で主主 ん

で や ら な け れ ば な らぬと云』、 ととに な P ますの

で、相 '品・努力 は して居りますが、月1] に干す心談と

云』、風なもの はあ P ませぬ、 7 ア石川さ ん が設

計 者 で あ P ますし 、又 小 早 川 さ ん も 新 開 祉の方

で はあ りますが、津山建築 をおや りになっ た関

係上よ〈 隣 って居 られま すの で、 主 と して 小 早

川 さ ん と 石 川 さ ん が広 の者 以 上 に苦 心 して下さ

い ま して 、我 々 と しまして は唯 庖の者がよ く働

い て 央 れ る か どう か と云』、事の苦 心 だ け で 、椅

別之と 云ふ て 申上げ る程の こと はありませ ぬ。

武 田 一 一 怪 殺人 は 無か っ たので す か。

山 脇 一 一 どざいませぬ。

新 名 一 一 何 し ろ今 日 ま で 出 来上 りを御 覧 に な らな

かった と云』、 のですから 、徐 程 安 心 して居 られ

たです ね( 一同咲笑〉

武田一一小早川さ ん、妙なこと を伺ひますが ね、

是 丈 けの給を禽( と云」、とと は一位 詑 が 考へ ら

れた の で す か。

小 早 川 貨 はね、山脇さんの お話 もあり ました
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が、 僕は卑下する 言撃で はないです けれども 、唯

ζ う した仕事に十年ば かり ｾＮっ て 居 りま すだ

けで、 建 築 の とは些ツとも 解 らない のです。 そ

れ で 名前を出した くはない だらう と，思ひ ます が

私 の方 の村 山 氏 が 非常 に 建 築に趣 味 を有 っ て 居

られ て 、 よ( j 併 ります の で、石川 さん と考 へ方

や 何 か Y 非 常に能 〈一致 す るーー と云4 ・よ リ、

或 は石 川さんがリードした の か も知れま せぬが

兎 に角 よ 〈一致 して居 りまして、 き う云 』、や う

な所 から 、前t 言」、となしに 、新 う云」、 lPi ぃ壁面

になる の だか ら、之 l亡何か鑑かした ら面 白いぢ

ゃ な い か ーー ウムそれ は商 白からう と云 」、やう

なとと で、 林 さ ん は 議て お馴染みでしたから、

御 相 談 をして見た ととろが、そ れ は非 常に面白

い、 一つやって見干うと云』、 ζ とになりま した

が 、 非 常に大きい もの である し. 積々 呉 っ たも

の λ ある方が面 白いだら うと云』、 の で 、 更 に 林

さんと 御相談 して 、 伊藤さんと 川口さん に も御

一統 に や って1定」、こと にし た ら術ほ 一層 宜 い だ

ろ 弓と云」、やうな と とで 、ぉ 3 人に 協同でやっ

て$; ( ζ とに なった の であ りま して 、貨は 別 に

詳 言」、 となし に 中主主からさ う云よ、ことになっ た

の です。

武 田 一 新 う云」、と とを やる と、 よくま古寺子者が出

て、俺 にやら して央れと 云」、 と とにな るもの で

すが、さ う云」、ととは 一切な かった のです か。

小早川一一そ れ は ζ ち らか ら林 さ ん に 一番 初 に御

相談を 働 け ま して ね 、体さ ん と今申した やう な

方 々 と協 同してやっ て戴 〈ζ とに なった ので、

其 の他 の 何方 に も御 相談 した言撃 ではあ P ませ ぬ

それ は私等 の存 じ申 上 げて 居 る範 闘 が狭 かった

と云 」、鮎 もある かも知れ ませ ぬが。

石 川 斯 う し た 合館に しゃ うと云」、案も 、本 設

計 の 時に は決 っ てゐ まし たけれど も、考 の順序

か ら言 』、た ら、之 も途中か らです ね 、 同 じこ と

な ら、 とんな 風にな るのが 面白 いぢゃない か と

云」、や うな とと になってし まっ たの です 。

武 田 ー一 之 をや って 居 る最 中に京都の 風 致 問 題な

ん と云ふこ とは 絵 P 考の 中に はいら な か っ たの

です か 。

小早川一一 イヤそ れ は随分問題になった の で す o

是は私自身 よ りも、石川さんが大分背心をせら

れ て 、我 も々 其 の 間 に 在 っ て 相 官 考 へ て ゐ た 訟

な ん です 。

( と の時 胞 子 木 氏 出 席〉

武田一一 胞 子 木 君 、後入で何だが 、貨 は此 の建 築

に謝して建築家の方 な り美 術家 の方と に腹 薮の

な い 感 想 を話 して 貰って ゐる の だがね、君の:意

見 の あ る 所 を一寸 。

鹿 子 木 マア非常 に新式な るもの だ と云 ふ感 じ

が 一番 に起 っ て 来 ます ね、それ と同時 に 新 う云

』、}i，な lp. 而の 非 常 に多い 建築 をや られる ζ とは

大 に 宮家 を 奨 附 される Efr 以であ って、大事主結 構

だと 思ふ たの で すが 、 も う少 し誼 家に 諜 山の 日

にちを 奥 へ 、製作を さして貰 っ た ら非常 に宜 か

った らう と恩 」、の で す 、 元 来建築 をやっ て、そ

れ に 絡 を 禽 〈と云』、場合は 、何 時で も主g <11か

なけ れば な らぬので 、 紛か 垂は非常に弱っ て 居

る認ーで す。 だ か ら、今 後 は衝 家にも っ と時 間 を

量生計に奥 へ報酬も うんと出して 、成べ〈骨折 つ



た ものを 留 かすや うに建築家の 方 lてお願 ひ した | 壁誌な どを禽 〈揚合に は矢 張 P 出来 る限 り形の

いと 思う て居 ります。 I 方を主主ill して、色 は此 の位 の色 を青空けて置 いた

株 一一そ れ は有難 うど ざいま した。 ! ら、年 代 が 怒てば 、恰度' u いやうに な る と云ふ

鹿 子 木 一 家の形 なん ぞ は 非常 に新式 で あっ て、 i  ，t、持 て・鐙 いて 泣い て差 支 な か らうと 思 ひ ます。

革1. は時 代の要 求 に高1)..1・て居 るや うに思ふの で す j 外 J ) 方 は現 主 よ リ寧ろ時代が怒っ て努 色 して来

唯 古い iiJ( か ら見 て 、新う云』、 ものが突然 此 の河 ! た ら、 もっ と佳 くな って来る と云』、考 を有 って

原町 の三僚 に 出来た と云」、の で 、大 分 攻 墜 され j 居る の で す。

る車告も開い ては居り ますが、彩、は左 まで攻 撃 す i 林 一ーあ れ で も箇いた 食 時よ り大 分色が 襲 っ て 来

粍 の ととで もな い や うに恩 ふ のです。貨は 僕 も ! てゐ ます。

下 加茂 の 礼の森 の(IiI J に 4 階 往の 署長を建 て た とと i }I¥口 一一 大分 落着い て来 たよ 。

ろが 、i1l!i で は随 分 批 維 を受 けて 、甚しきに 至 る j 武 田 一一 111口さ ん、あ の給 に 謝 して i!!: 1悶で 経 々な

と、僕 の 家の前 をj!Ii って 居る人が 、新 んな もの ! と とを言 4・のに: ) 1; J して、踏 家 として 何 か言」、 と

を斯んなP!r に往て L 、 よく風致 問題 が起 らず に ! とはあワませ ぬ か、節 分主主に な って居 られ るで

済 んだものだ な アと云ふ 宇 うな と とを言 って居 j せ う。

るの を聴 いて 、革1.は非'討に 憤慨 した ので す が、 ;  }11 口一一 ノ、ァ 随分続々 なと とが気に な っ て 居 るの

今此の建築 に 到 して き う云ふと とを言って 居 る ; で す 、 マア京都の給付 IUJ で 11 可 な り佳い と云 ふ

のは 、恰 皮 ，5年前 に伐 の家を 批 評 さ れ て居 っ た ; 人 もあれば 、又 ー寸慈 ν 、評 判 も問ν、て居 り ま す

の と同 じゃ うなととでな い か と恩」、ので す、 マ : O H僕主主は あの様 l司とか或 は色 に到して は さ う

ア是位 の とと しか一寸伐 には言』、 ζ とはありま ! 失 敗 だ とは恩 はな いのです 、 それ は自分 が禽い

せ ぬなア。 た か ら、 さ うな るの かも知 れま せ ぬ が、又 原留

武 田 一 ーも う少 し具也 的 な 、細論 的 な ζ とはな い j は壁画I が大きいも ので す か ら、 うんと 淡 〈 す る

で せ うか、 若 し君 がやった とし た ら、 どう 云 」、 i 狩 り でや っ た ので すが 、 もっと ｩｋｾ いので す Ｎ 非

風なと とをしますか。 常 に淡くし たがt りでし たが、壁 面 が股 い も の で

鹿 子 木 一 一給の 方 で すか ー 給 の方 なら 、もっ と j す か ら、結いて ゐ る中 に大嬰濃 くな っ て来 るの

日にちを奥へて 貰 ひ、費 用 も しっ かり出 して: i l l ' で、淡 〈 淡 くとや りま して 、金 部!尿路 よ り5 分

っ た ら、あん な 大 きな 鳥な んぞ は宇め て、 あの ! の 1 {立に淡く な って居り ます 、 m主主は原宿 を徐

鳥 を十位に割っ た小 さな鳥 を貧き 、 f!.'. もも う少 ! 程 淡 くし た:f /i ｾ で すが 、 郵 いて 見 て 、 随 分離れ

し小 さ く禽 いて、. 鳥の上に角、が居 るのは一寸 不 j た方 か ら見 てみ るノコ に、 まだ ど うも濃い 宇 うな

似合 だ か ら、鳥 の方 を上に 宇っ て 、魚 の方 を下 ! 様 子な んです 、そ れ で も儀 程 j炎め たの で す が、

に苧 っ た らと、斯んなと とを思 ひ ますね( 笑 凝 ) i  愈 々足場 を除 って見 ますと 、猶 ほ少 し濃 い な ア

武 田 一一一どうですか林さ ん。 と云」、 気 もす るの です o "<r ア日和 の都合 で割合

綜 一 一施予木 さんは私 の 直 接の先生で、私は 何 を ! に調 子好 〈見える時 もありま す し、光線 の都合

言 はれ て も降参の方 です。 で まだ一寸自主〈見え るので す。 それ か ら成 べ〈

武 田一一 併 し我 々の方 か ら見る し 烏の上 に 令魚 ! ｉ ｉ ｾ＠ 1" 1の 無い や うな 一つ の壁 面 と云」、 ζ とを考へ

の あ る方 が而 白いと 恩 」、 の だね、魚 が F の方 に ! て岱 い た絞 りな んで すけれ ども、色の配合は林

あっては商 白 くな い、 ナ チュ ラ リス トの考 か ら j 君がさ っき 言 った苧う に、赤 色 とか滞 桃色 と か

行 けば、重いも のが沈 ん で 緩い もの が 上 に 行 < :  滞背 色 とか を巧〈 配 合す るよd りで 、相談 してや

の が本i ) d'だ が、揚令に 依 つては飽 い ものが下に i っ たので す が、共 の方は後 で見 て も、さう大 し

行 って面白 いので ない か、新う 考 へてはい けま j て 失敗 の やうに も;思はな いので す、 併 しも う少

せ ぬか〈笑務 ) i  し足場を除 ったり 、外 した り出来れば、非 常 に

鹿 子 木 ー ー さ うですね 、それ も一つ の 考へ方 で す ; 都合 が 好かっ たと 思 」、の で す、足場 が 可 な り 高

ね、そ れ か ら色が 何だか落着 かぬ とか 云ふ ゃ う ! いので 、下 か ら見 て も紛 が見え な い、 どうして

な批 誇 を能〈 聞き ます が、私 I-:l: 色は 年代 が怒 っ i も l 町位離 れ て見 な ければ ならぬ ので、 降り た

と、も う少 し務 着 いて来ると思」、の で す. 今後 1 り昇っ たり. 往 復 す るの に 随 分 時間 を取 られ ま

.， I  VI  



した。可な F 遠 い 所 か ら 見 な い と 、 光 線 が あ る : 金 が 無 い と 言 っ て断っ たの で、 皇室 々 ミケ ランジ

時に は 足場 の影 が映って 居りま す か ら、淡 ν、か j エロ が怒っ て跨 ってしま った、そ とでプテマ Y

濃 い か 、 なかな か 僻 らないの で す、そ れ で;亦 い j テが 3 皮ばかり行って 、 どうかやって 央 れ と 言

ffr とか、海青 い 所 とか下 塗 を 允や って置いて、 :  って ti i んだ結果、足 場 を も っ と しっかり したも

其の 中へ 調子 を合は して掻 いて行ったの ですが I の に した らfおいてやら号と云」、依件で 、やっと

布J め 足 場 が20何段あ P まして 、 上 か ら岱 い て行 ; とさ と又 111 て来て措 い た と 云 ふ と と で す 、それ

つては 、毎日 2 - 3段 づ λ 下ろして行ったの で す : から正而 の笠rUIi です が、共 の時に足場は しっ か

が、兎に 角馬の首だけでもこ段位あっ て 、人 の ; り して 居っても 、結 局 ミケ ラ y ジエロ I.J: ，Jt・の銘

丈 よ りー寸高 いのです 、 それで l 番上で品tい て : に! 恨を恐 くして 、済んで か ら l 年 ば か り 静 養 し

居 り ま す と 、 何 を 岱 v 、て居る のかIr pf . らない、又 j た と云ふと とが番いてありま す、 服を掻く する

上と 下と の 調 子 が どう して もWf， らない 、そ れで . もの と見えますね。

大き い もの で すから 、 兎に角下 へ 降 り て 法〈かＡ 綜 一一泊 紛で ないペ ｹ キですから 、何 ほ ｾき怒

ら見 な く ち ゃ な らぬ 、 さう云ふ諜 で、 部分的の， くかったので す、而 も12 日間と云ふの で す か ら

仕 上 に 於 て も ま だ不 満 な 所は随 分 あ る の で す け : ね。

れども 、 何 しろ先程 申す iiIJIJ wi き初めから 12日 : 武 田一一あれなんぞ は 3 年も要かつて 居り ます o

fHlで足場を除られ て しまった ので、 どうにも な ; 綜一 一 それ は特 殊なも の で斯う云」‘ 記録 は無 ν、だ

ら ぬ の で す 。 : らうと恩 ひま す。超スピ ー ドです 。

武 田一一 そ れ は 同 情 し た い で す な ア 。 武田一一之ま であ L 云」、も の をおや習にな っ たこ

林一 一 貨 は 直 したい所は何程でもあるの で す、そ ; とがあ るの で す か。

れで先程も若干に乗って 降: 1 } るかと言 はれ た の で : 紘 一 一 そ れ はありませぬ し;ね 、大 鐙 あ れだ・け大告

すけれども 、一寸あれは怖いやうな叙がしまし i な壁面と云ふも のは世 界 に も 先 例 が 無 い か も 知

てね ( 笑獲〉足場がある と、今川口宏が言ひま i れ ま せ ぬ。 べ たの あれだけ大きな壁面I をど う云

した やうに 、馬などは三段以上もあって 、池も ;  ふ風に放」、かと云」、ととに就ては大分 3 人 で管

官g ( 見る ζ とは 出来ないのです 。 そ れ も 普 通 の : 心 したの で す けれど も、先手主申 したやうに 、あ

職人方だったら 、足場に慣れて居られるから 、 :  れを l つの モーテイヴにすると云ふ ζ とは 出来

一 枚 牝 の 足 場で やら れ るかも知 れ ぬので、 さ う : ない し、 さう したととろが 、あれだけ大き なも

する主 幾 分 見 よい のですけ れども 、僕は 大事な i のは縦 し い ので 、結 局 切 ら に や 仕 方が な か っ た

息 子 さ ん 達 を 動 員 してやった ので 、怪 我でも し : ので す。

て 貰っ たら大望号だしそれが一番気に な っ て、 ! 吉 塚一 一 給具の滋 i炎の お話が Il J てゐました が r 波

足 場 を 成 べ ( Ifii ( 遣 っ て 貰 ったの で、 上 と 下 と ! いとか淡いとか云」、問題 l土、寧 ろ濃 い方が 引立

の連 絡 が 巧 〈 付 かない 、足場を除いて しま っ て ! つの ぢゃないですか。

か ら、 あ λ と云』、やう な もので 、貨を言」、と 、 !  )11 口一一私生事の初 の計霊 で は、金 鍾 が銀 友 色 に見

も う少 し淡い気持で岱いて 置 いた ら笠かった の ; えて 、J t の 中に ポツポ ツと色がある と云』、ゃう

で す 。 : tょと とに したかっ たの です、そ れ が 宇 って見た

吉 塚一一ー武 田先 生、 パルテ ノンなどのはどうした i ら、 波 くなってし まったのです。紛が濃 くな る

ので す。 と、建 築 は安っぽくな るだ らうと思ひます、 僕

武 田一 一 それは 一寸 此の 間 も言 った のですが 、ぁ i 塗 はどうして も述 築の大 き な 面 と云ふ ものを 考

の建 築 はプテ マ Y テが建て たので 、 プ ラ-.. y テ i へ なりればな らぬので 、給が中心にな らぬゃう

と笠mをZおいた ミケラ y ジエ ロ とは仰 が 忍 か つ ! に、給 は成 べ〈 建 築の方に冨1) ...1、て行か う、刷』、

た、 其 の 時 の記録に依る と、 173 段 の 足場を主主 i  て行かうと して 、淡 く し たのですけ れ ど。

って、終 縛んで 笛 いたも の ら しい、と とろ が、 i 武田一一一それ は淡 い 方 が 宜 いですよ。

初 め 足 場 が 〈・ら〈・ら して 、危〈 て儲 けない もの i 吉 塚一一一先生 、矢 張 P 壁 面 が 1 つの商に見え な〈

だから 、ミケ ラ Y ジエ ロが もっ と足場 を しっ か ; ては いけ ませ ぬ か。

りしたも の に して 央 れ と 言」、 し プラ マ y テが J 武 田一 一 凶凸があ っては 困ります . それは笠宮菌に
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j冷て非 常 な禁 物で す、そ れで先程川 1-1 さん が言

ばれ たや うに成べ〈 給 が 中心、にな らぬ ゃうと云

」、の が笠五12の本 氏 だ ら うと 思 ひま す、色 と云 ふ

ても 後り いろ いろ な 色 を苅 けな い方が 11: い ので

す、第 一部 鼠 の 中で も建 築 の壁 而 だと云ふと と

を第 ー に 置 かなければな らぬ 、給 を本 位 に は置

けな いので す。

新名一ーー部阜の巾のは 、あ れ ば普 油の給 具で す か

綜一一 あれ ば ノL フラ y の上等 の f向給 J J.. です。

吉塚 一一室内 の淡 い宇 つは 力 が無 いや うに見 え ま

すね 。

紙 一- ; j 'J .の所 の がi炎い ので すけ れ ども. あれ ば ね

まだ三分位 しか 出来 てな いのです 、彼民主だ り歯

が抜け て居る や うになって 居り ます けれども 、

恰 度 開 館 式の あっ た日から私 が病主主に な っ て 、

共 の後ちょ っとも 儲 けな かっ たので す、 あ れは

此の 月の末か来月 の初 か、最近に I反掛かりま す

か ら. も う些 っ とはっき り した もの になっ て、

他 。笠 とうま く繋 が るだらうと 思」、 ので す。

鹿 子 木一 一地 下気 の盟問 は大積 而 白 〈出来 て 居る

と思ひ ます。

新名ー ー まだ其 民主 までお考 へ になっ て 居 る か どう

由。知りま せぬが 、 外郊 の! 査をお2主替へにな るや

うな 場 合の とと をお考へ になっ て居 りませ ぬ か

まだ大 分光 の 話 で す けれ ど。

小早 )1ト ー まだ別 に何も 考 へて 居り ませぬ J

新 名一 一何れ汚 れて来る と塗替 へ なけれ ばな らぬ

でせ う。

小早 ＩＱ ト ー マ ア Ｓ 年 か Ｕ 年 ｉＩｾ 革 命 であれが 剥 げ て

来 る だ ら うと思ひますが、 ど うすれ ば宜 い もの

で す か、共 /) 時 にですね 。

鹿 子 木 一- 1'Pて少 し事1) げて来た方 が味 が出て 来 は

しな いか 、私 I.J: さう 思 うて居る 。

新名一 一 それ がね 、建 築 が 新 しν、ものでな か っ た

ら、 それ でも泊: いと思』、ので すが。

鹿 子 木一一 イヤ斯 う云』、建 築 では、今 甜tいであ る

の が少 しさ び が汚 て 来 る し 礁に佳 いだらうと

思ひます。

武 田一 ー さ び も 少 し措くの は宝( いだ らうけれ ど、

ひ ど く着くと 困 る。

鹿子木一 一 それは は 3 年 宇 5 年 は 大丈夫 で 、 10年

も怒ったら少し古く な り過ぎるか も知 れ ぬ が、

それ は其の時 になって 、叉 何 か 考へ たら 3主い、

私 は 或 は50年 も 績 け て 位 い て案外佳い か も 知 れ

ぬ と思」、 のです。

新名一一一 モザイクだ とかス テ Y レスとか云ふ も の

は、 しょっち う光 ら して府るの に、紛 の部 分だ

けが-6・くなる のは少しどう か知 らん と恩』、の で

す。

武 田一一 少 し 無辿1恒な f;t ひ分かも知れ ませぬ が、

10年 も経った ら、 あ れば笛 かれ た方が厭 になる

だ ら うと思 ひます がね 。

林一一 イヤ今でも 111; u好 かぬの です 〈一 同"A笑〉

それ がね、 自分 で 直ずべき or は判って居 るので

すか ら、若手に乗 るだ けの勇気 が出れ ば 、直 し た

ら1i い と恩ひ ます が、若手に乗ると 云 ふ のは試験

ｲｬｾ に でも やって 見 なけ れ ば 、 ぶらぶ ら し て、一

寸 白い た ら、 くるツと廻ったりして は困 ります

がね 。

武 田一一イ ヤ釣 足 場があ るで す れ 釣 足 場は非 常

に集 な ん です。

林一一 随分怖いもの で すよ 。

武 図一一 手摺 が附い て居りましてね 、橋のや う に

プ ラ y と上 り下り す るので す か ら、些っ とも' 怖

いとと は ない、それ は 今で も諜 な 〈出 来 ます し

お玉!jt きに な るには辿も 1i : いの ですけれ ども 、 iITl

る人が怪 我 しは しない か と恩 ひ ます。市白い な

と思 って、 見てゐる と、fi L事 が来 た に 自 動 車

が来 たり して。

林一ーさ うです か、 さうする と佼中 におI か な け れ

ば な らぬ〈笑星空〉

武 田一 ー さ うし な くて も、前 に一 寸構ひ でも しま

してね 、 さうし て お ｦ ｺｴ きに なれ ば 、 幸 に窓がｾ

いの です か ら、出来 ますわね 。

鹿 子 木一-01: し見 に角 お い 所へ上って 、給を禽く

なんと 云 』、ととは大型軽で す よ、よく高い建物の

墜 に J首」、て繊 の踏 段の附 いて ゐ るffr があ ります

ね、 合てあ れを 革L が登 り掛 けて 、2 間昇る と、

も う池 もそれ よ り上には行 かれ ない ので、 建 築

家 はな か なか勇敢だ、斯 ん なor を平気 で昇 ら れ

るの かと思 ひ ま したが 、給 か き な ど はあの銭 の

梯 子を 2 間 も昇った ら、そ れ よ り上 には述 も 怖

〈て 行 け ないです よ。

武 田一 一 ログ y が矢 政 り若 い時 には や らされたも

の ら しい、 足場の 上 で とつとつやたつ と云ふと

とが記録にあ ります、西 洋 の奴 は 随 分やるもの

と恩』、 の だが 、 日本の ZLT家 1' 1大位 ア トリエの中

ばかりで やって居 られるか ら、胞子 木 君の やう

7 3  Y'  



な ととを言」、の だら うねo 武田一一ー ペ ンキは パ ケツか何かに容れられたの で

新 名← 一 足 場 の 上で給 を 続い てゐて 、後 ろ に お っ i すか。

とちるやうな気持は しませぬか、後ろに寄りた . 称一一イヤ皆パレツト で。

いと思」、 た P して 。 : 武 田 一 一随分大きなパレツトが要 りませ うなア 。

紘 一一ー夢 中 に後ろに寄 ったら、図るので 、恰 度 腰 。芹 生一一ー足場を除るのには随分苦心を しま した。

の' i 1 i る所へ手摺をやってお きま した。 12日までに完成 して 、減を明け渡す のには 、先

武 田一 一 足 場 の rt は何問位あったの で す。 : づ事 務所の 上に載 って居る 1∞ 尺 の 足 場 を取 扱

林 一 一 宇 間 以 上あ りましたね。 はさなければならぬの ですが、8 日まで給の方

石 川一- 4 尺 以上あり ま した。 で お使 ひになヲ て 、1 日に其 の 8 分 板 が ベ タ ー

武回一一 笛 商 か ら 幾 ら 位 離れ られ るので すか0 ・ 商に載っ て居る 1∞ 尺 の 足場を除って しま はう

綜一一 5 尺 位 離 れ られま す。 と云ふの で、 随分苦心し ました。

吉塚 ー さ う する と、可なり後へ反・れますね。 武 田一一足場が 〈ツついて居 ると 、給 lま窃け ない

林 一一け れ ど も 、 何 も 解 らないの です。 でせう。

川ロ 一一下給がちゃんと出来て居 りま す が、 F 古川 称一一そ れで段々 下ろ して 行 っ たので す。

f鮮らないの です o JI 旧 ーー で す か ら 、 上 へ 持 っ て行ったり 、下 へ持

率本一 一普 油 の厳 の高 さ程で、 下の屋根に悶へる位 ; って行ったり繰返しま した。

のもので すが、それが 10分の l の下織 で すo 武 田一ーパラ スが絡に笥・つで も駄目になりませう

武 田一 一それは下が見えないから、窃かれた ので 綜一一あ れは 随分う ま〈 やって 戴い て、そんな所

す か。 は無 かったの で す。

綜一一寧ろ下が見えないやうにしたのです 、先の ; 芹 生一一交沼が頒繁な所で 、 i 日でばら しま した

命 の問 題 で ね 、な んぼ落 ちても 3 段位 し か 落ち . から 、随分心 配 しましたね 。

ぬと云」、宇うにして1まったのです、自古 り3 段 位 . 武 図一一ー大 位おi話 も伺ったゃうです し、俗り遅く

で キチツ と墜に ひツ つ 〈や うに足場を誌をつて 賞 ・ なりま しては大阪 へ お跨り になる方は御迷惑で

ったの で、 上 と下と の連絡が付かなかっ た課 で I せ うから、此の泌で曾を閉ぢる ζ とに書士します

す。 新 名 一 一 ど うも有縫 うどざいました。
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卒 面 園

f n i 1 合を形成する 各単 位の分散とそ の 建 築 的 合理 化 J を口 (1守として 、建築 家 7 ラ" 7 ・ロ イ ド・ライ ム

に依って提 1¥:1せられ た斑!想枇 舎の試案 である。

小 ｾ場 、 ノ ｬ 、 工場 、 Ｏ ｊ 、住宅 、 小規 模 の 撃校 ｊ 肱 に 小 さな研究箆ｾ Ｇ ＮＺの Ｑ 件落を表 した 模 型は ‘ ア リ ゾナのシ 寸
ｙ ドラ ー に於ける冬の集合の際。こ 、 テイ ト 氏 Ｒ 土 ＧＨ ｾ ?'リ ー: / / ' の彼の荷主子主主に依っ て製 作 さ れたも ので

あ る。

この模型は本年 4 月15 日から 5 月15 日ま で 、図立美術工重量聯盟の主 催の下に 、 = ユー ヨーク の ロ ック

7 エラー ・セ ンターに於ける工法; 美術展覧合 r( l l A列され た筈である。

上悩! の平田I に就て

1  ，H勝一一一管理部

2  エヤ ロ- ? ' - - - ! l i l ' 仰Ut r.i e所/ げ; < ｲｬ ｬ ｾ＠ ，';1; 

3  打越場

4  野球場

5  似然部

6  71指IJ 7k 1土'J 、i11

7  技 術 者/え州l l i : 築家砧所

B 専 門 家ff#J 好

9  スタ ヂ イア ム

10 ホ テ ル

ＱＱ 務ｾＩｪｉｪＧ

12 小 製 作 所

13 小 農場のl ( ! 位

14 集合住宅

15  公附

16 ぜ然苦耳炎場

17 商品以 ｉ 列ＺＡｽｾ

18 自動IfIJil ，-

19  階上に 住宅を 有す ゐ小工場

20 ; t . t 閣工場

2 1  ェ「 ロ - ?' - . サービス

22 ェヤローター工場

23  交通大動JM:( 今 日の払訟に 中自治・す〕

Ｒ Ｔ 葡萄尉 ｬ ｩＨＺＡＱｾ 搭 ＧＡ ＰＰｬ

25 住 宅

2う 占禁校

( アメリ力 ) 新 し い 社 曾 “ Broadaue" 建 築 家 E・rank Ll oyd Wri ght  75  V I  



27 寺院一一納骨堂及墓地

28 近隣の 訪 客 感 待 所

2.  浴場2え化粧室

3J 科祭上並に益事上の研 究 所

3 1  植 物 園

32 動 物 闘

33 71<族 館

34 高級邸宅

35 !J リー シ y

36 高級住宅

37 71<源 池

33 山小 屋

39 カ ン ト リ_ . p ラ プ

40 集合住宅

全 景 模 型

q  児訟の気めの小規模の小拳校

42 自動車目標

(  Archit ectura 1  Hecord}J 誌より 新 名 種 夫 〉

交還の大量訪豚を超える大架橋

その 交 通 の 動 l泳は 31否 よ り な り 最 1.. 

l奇 は 各 種 の 高 速 交 油 機 側 、 中 火 L11]1.

軌道高主主皮娘道 、下! 奇U: トラック HJ

の交 ｾｦｦｩｲ 俗 と なって居る。そうした Ｓ

1奇のきど沼路 のf持活の F部 は ]jif 料1，;iJil;:

fこな り得る様言l 主主されて居る 。

附層詳細模型

2 戸住宅 2 戸の最小住宅及 1 戸の

中住宅

V I  76 ( ア メ リ カ ) 新 し い 社 曾 “ 8roadacre" 建築家 Frenk" Ll oyd Wri ght  



附属機型 2 戸の最小住宅

2 戸 住 宅 の 模 型

小 農 場 の 模 型

( アメリカ ) 新 し い 社 曾 “ 8roadacre" 建築家 Frank Ll oyd Wri ght  
7 7  v.  



正 面 人 口 よ り 祭 温 及 ク ワ イ ヤ ー を 望 む

V ' 7 8  

此のカトリッ F Z土台は筋来住宅地となるべき :. L地 。大;Wにiui して 建て られ、 内外共] ) t 1' . 1煉瓦仕

上 で百三細し西側に大きな 7 ・レ ー トグテスをはめた入口 、 その上に大丸型慾あ り、鋭 複はウー

プの部分 よ り僅かに高 ν、だけである。 ( :M: oderne ｂ ｾ ｵｦ ｯ ｲｭ･ｮ 誌 より 本多正道〉

(  rイヴ ) ヒ ン デ ン ブ ル ダ の 雲 ヨ ゼ フ 敬 曾 建築家 Domi ni kus Bohm教痩



1 階 卒 面 圃

( ド イ ヴ 〉 水 遣 に あ る 住 宅 ( 其 1)  

外 観

防 暑 Ｑ ｾｾｩ￟ｬ の口 Ｈ ｉ ｾ を以て火 ｾ ｴ ｌｫＮｾ， 互には 中 ｾ妹｝じ 、内

fl!l) にはボードを) 1 ] ひ である o ill 築妓 17，QOJ マ ーク

中央扱房. &i l l . 7J 支配 給 。 設 備 あ れ 線 地 F 室 附 l 階

建で 1 ｾ皆 ｬ く は配達室 Ｒ つ、浴 室主 、 急 Ｚ 剤寝室 、 女中室 、

主 引事手室 、 送 ｆｦｲ 号事あり 、 大 な る居室 は南 ｾｉｉ Ｉ に 折畳

戸があってＱｆｩ ｬ￬ＮＧｾＮＦ湖を見晴す事が 出来 る。

( Moderne BaufuJ' men 誌 より 本多正滋〉
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外 観

ライン汚に面 する密師の翼民で、 111昔は待 合 室 、 診

察室其他患者用の務室 、2 階が住居 j 日の諸室で あ

る。木造 、底本良亙鉛鍍蛾板王子，でお粗末な家であ る

( Moder ne Bauf or men i誌より 本多 IEi l l )

1 階 平 面 圏

2 階 卒 商 圏

V I  8 0  ( t : . f ヴ 〉 水 遺 伝 あ る 佳 宅



現 代 世 界 の 住 宅 群 計 董 一 覧

1931年ベ リル ンに於 いて開催 されたる「都市計聾及ぴ住宅問題図際展覧舎」を機として

1935年瑳刊され? こる “ St adt ebau und Wohngs wes en cl 巴r Wel t" な る 単 行 本 よ れ 世

界主要因の口ニ宅及び住宅群計撃に闘する主写真並に岡商を凡そ一葉宛鞘載したものである

我閣に於りるものも掲載されてゐるが、こ〉にはこれを省略した 。

( 吉 岡 信 武 〉

m; 1  1珂 アメリカ合衆図 Radburn.  X  ew  J ersey  住宅 群の 1929年 の烏敵篤民

m; 2 岡 ポルトガル Caisse du Travai l  des Cheruins de fer 

車ｾｾ の 庶 慣 住宅烏鰍篤反

現 代 世 界 の 住 宅 群 計 壷 一 覧

第 3 闘 インド Lahore 鳥敵箆民

81 V I  



- 第 6 闘 ベルジウム Godshui s  住宅群 ( 下・平面岡〕

.. ・・..，.由.. 岨陣，・3

・

V' 82  現 代 世 界 の 佳 宅 群 計 量 一 覧

第 5 悶 オーストラリア ー努働者住宅( 下 ・l p. 而悶〉

第 7 悶 デンマーク K openba3' en の一住宅群中庭よ

りの2事長



費 ｾＸ 脂 ｉ ドイ‘ ソ f段l晋 家 屋 よ り な る ジ ート ノレ Y ? 模到

第 9 国

第 10箇 ゲンチヒ Langf uhr ジ ー ドノ. Y ? 烏鰍箆民

第 11 岡 イギリス Dunst ab! e の住宅群鳥 鰍闘

現 代 世 界 の 住 宅 群 計 章 一 覧

B O R O U G H  O F  D U NS T A B L E  

C HI LTE. R N  R O A D  E S T A T E  
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司，， 
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e  c . . TI . CO.... l  ' 0" ' 0 c A・E抑"
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Oma  K olle 共 同建築協舎の住宅苦手寄生

'  ｾＱＴ 岡 フランス St. Ger刊 is 烏敵望号良

田

崩需

コ騒騒f

コ口口L

エストニア

国

二第 12岡

-

月
《

-

.

.

 

、
•• 

‘

.
f
-

Brno 小住宅群平面 岡チエヴコスロパキ7ｾＱ Ｕ 闘

現 代 世 界 の 住 宅 群 計 軍 ー 賀
V I  8 4  



.._ 

t  

第 16闘 イタリア Li tt or I:l 新都市の烏敵匁反

第 17闘 弓トピ7 Ri ga.  Ausekl u ieh の 5 階建住宅中

庭mlI'!

第 18岡 オーストリ 7 Wi en の庶 仮住 宅1.l員

現 代 世 界 の 住 宅 群 計 重 一 覧

第 19悶 ユーゴースラビア ｲ ， ｪ ｵ｢ｾ ｡ ｮ｡ 一部 平面 悶

8 5  V I  



--

第20岡 ロシア Baku の Ar emenki ncl 労働者自宅併1局長〈右 頁に つ ピ( )  

第21 似l ポー弓ンド mtf賀住宅 〈右 ー平面倒〉透視| 伍l

第22間 スヰス Zuri ch の ut υhof 住宅樹， Ct i' 2I' -而|副〕

V I  8 6  
現 代 世 界 の 住 宅 群 計 壷 一 覧

闘

い・

争

、

.4n引

門

川
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一
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第231剖 チェコスロ パキヤ

別 立: 貸 住宅 一 般2p而問

第24間 スエーデン St ockho! mの E nskeo 小佐宅若手鳥 鰍寓Et

現 代 世 界 の 住 宅 群 計 壷 一 覧
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フ イ ラ デ11 ，. . フイア航空港への接近路に在る循環 式 平 面 交 叉 詰

Ｑｮ 路中最も甚しき混乱を 墨 し最 も多〈事故 の 主主 ｦＧｬｾ する ｦｦｲ は 、 街路交叉

黙 で あ る。街 路 交 叉 貼 は こ れ を 形態 上より大別すれば1 J i 而式と立担式と

にわかれ、 とれ を 交 沼 整 理 上 よ り大 別 すれ ば 断 綴 式 を 連 続 式 と に わ か れ

る。

循環式平面交叉里占とは 、適官5i- な る 大 き さ の 中 央 烏 を 設 け 、諸 iII がその

周闘を同一方向に廻縛し 、 停 止 するとと〈所要の方向に向って治行 し Ｑ ｾ ｊ

る平面交叉駄で 、箆I i 綴式平面交叉l ! !J) に比 し有利であると考へられる 。殊

に不繋形或 は 5 街 路 以 上 の 交 叉 せ る 所 で はさ うであ る。 ア メリカ合dt( 凶

その他諸外図に於てはｾに早〈よりとの方法を採用し 、 相訪・の欽果を穆

げてゐるが 、 ｾＺｉｩＺ図に於て は 最近東京市に ｾＱＡ［ｪ ｦ Ｑ￭ 試験的に施設されたに過

ぎない。併し 、 との 試 験 的 建 設の規 模 は 粉 々不 備 な る 肱 あ るにも拘らず

成 fJt 良 j J な りと 報告さ れ てゐる 。

中央: ぬ の形 態 は阿を 以 て理 想 的 と 見 倣 される f 、附 近 の 欣況に よ り巴

む を符ず多少 の嬰 化 を奥』、るも 、そ の主主果は左科低ー下 し な い 。 中火 ぬの

直 筏は 最小 20米 、普 通30米 以 上 、交 油 !}JO底なる幹線街路に1 >rして は l∞

米 内 外 を 必 要 と す る。

事者福交i也常に停止せざるため 、 ζ の 交 叉 貼 に 於 け るt!Ii 断 歩 行 に li 特 に

注 意 が 必 要 である。循環関空ト5 乃歪 8 米 の距離に横断歩道立立 に道路の <1'

; A と或は迎首に 1 筒 或 数 筒 の 安4在地ti? を以て 、歩 行 者 の 保 護 に 憤 るのが 一

般であ るが、合I とれ を地下 又 はj ¥' :j 梨と した安会な も ものもあ る。

( L' F r fani sme， A ¥' l ' il 1935  よP 吉区H言主主〉
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枚 穫

工皐博士
天沼 俊

前 ｴＱｾ＠ き

本干高はある雑誌の ため に，期限 の昭和九年九月二十日に 先 だっ 二 日，九月十八日

に漸く のと とでj股抗したが，先方が主主約 して とりに来ない ので， 共まま になフてゐ

たと ζ ろ，三月中旬建築 協舎から原稿を要求されたから，此際新 し〈 起稿 はで きか

ね る由申出たとと ろ，苦寄稿差支 なし との事て・あったか ら，此I狩がきと必要な訂正，及

び少しの増補をなし，今回差出したの である。奮稿が務 稿ですみ，遺稿 にな らなかっ

た事は幸 であった。

緒
4昏

c ョ

私は放行がすきである。 理由は金 と時間 t を費す代りに必何か牧離があ るからである 。

行先は例により例の如〈であるが，最悪の場合には，思つに程ではな〈何もないので， そ

の漣へは二度と行かな〈てし、いとし、ふ牧穫がある。その代り築外よかっ? こ時には何度 も出

かりる o t.: から人からみて何にもなかっfこ様でも私としては何かあ っ? このである 。そ こで

次に昭和九年夏期旋行中のと留守中のと，二つの牧陸を記してみゃうと思ム。

l 瑞 厳 寺

松嶋に瑞巌寺といふ寺があることは，一度あの遜へ行った人は，例へ鎮筋鎖骨の専門家

• • 
でも，名所奮蹟として必すも見物して来? こらうから，知ってゐる 筈である。見物人は御成玄

闘の東方に，此に相劃してゐる廻廊の小玄関から上る様になってゐる。上つに k ころは方

二聞 の室 で，そこに 老爺がｾ っ てゐて，拍子木 を献し 、て 見物人のめ る 事を知らせ ると，本

堂横にゐる 案内の小備が返事をする 。見物人は共室から廻廊西側の珍 らしい勾欄のつ いに

橡を通って北行し，左即ち西に折れて本堂前の蹟徐にでる。ここから /J 、倫が見物人をつれ

て際機を歩かせながら，一部屋毎に説明をしてい〈。 襖の輸が何? ごとれ欄聞の天人がど

うしにと か， さうい つに様なことばかり述ぺTこてるのである。幾組もの見物人が小間隔を

とりながら歩いてゐるときは， 説明が紛糾して，tこにガヤガャと雑音がきこへるばかり。

玄闘のと ころへ行〈と，そこの立札に筆太に不思議な文字が害いであ り，左甚五郎小刀一

丁の作 とか何色 かいふ説明をして北に曲り，上段の間 ・床 ・棚・ l阪奈の構とをみ て裏側か

ら東側に出で，最後に質物につき一つ二つ述べ? こてて迫ひ返 して了ふので，廻廊 ・庫裏等

に就てはまるで一言も しない。

一般の見物人には勿論これで深山であらうが，せめ て本堂に入らうといふ曲り角のと こ

8 9  V I  



ろ位で，往でも 復 でもいい から 『こちらは廻! 廊。 この東の庫裏 と共に本堂同様園賢建築，

時代も同じであり ますo 天井の来日方やはりの彫刻がまことに珍ら しく ，近畿迭にもこの様

な襲 った のはあり ませんJ とい ふ様な意味の ことでも 言はしてはどうか。元よりまっ黒に

〈すぶってゐる一一少 しお負りがありそ れ程 でもないー ーから 3 上 の方の最も面白いとこ

ろは， 曇っ た日 や 〈れ方 には殆ん ど見え まいし， まに見えにところで，どこが珍 らしいの

か面白 いのか，ノj、借では説明がで きまし、し， まにできにところで聴〈方で判るまいが，彼

等の注意を惹 〈ピげでも 多少の効果はあ る主思ふ 。

庫裏や廻廊はか 〈省られないが， 之れに 反 し本堂の方は衆 iヨのめつ まるとこで拘に立派

であ る。 本堂 といって ゐるが質は方丈 と同じ もので， 工匠は刑部左衛門園次，慶長十五年

一月落成したさうで ある。共玄闘 と共 に盛名を中外 0 ) に馳 せて居り，今夏ここに細か

い説明をしないで も，い ろいろの本にかいてあるから 略すとして，絵り入の気をつりない

とこ ろを二つ三っかいて b くことにした 。

( ー) 。正商中央出入口脇初日の彫刻( 第一園)

普通脇羽 田のと ころは無地で あるが，立仮 に見せるに めに彫刻が入れてある。第一闘は

共一部分.(' ，下が牡丹上 !J ;葡萄府革で' ib る。牡丹は嘗代最も 愛用され随所に見出される 。

日光東照宮の諸建築の装飾文様は ，殆 んど組、C牡丹fごとい っても いい位 である コ その牡丹

唐草が ここに用ひられ であるのは営然で何の不思議 もない。

併し葡萄 になるとさう はゆかな L 、。嘗代は比較的に 見出さる七けで勿論孫 な方である 。

葡萄唐草で最 も古いのは薬師寺余堂須側壁ので， これは周知の事賞であ る。 葡萄唐草はま

?こ奈良時代初期の瓦営文様 としても 間間用ひら れた ので， これも まに古瓦研究家 とか， 文

様の費遼等 に心がり てゐる人は知ってゐ るのである。ぞれから I留 〈は有無 を知らぬ が，次

は南北朝頃の彫刻l にでて は 様 で あ る ( 支持 制 坊 主) 。此は手挟の側 面に現は れ

てゐるので，割合厚みをもってゐるが， 室1
1
1]"時代と推定 し得る例では，一枚の板 をきりぬ

い?こ様 で極めて卒面的の もので(臨 臨時 ¥ ， 柏、や厚みを もってゐる如〈見 えるの

( fJ1- 預大 三崎 ・大¥

では3 紳社建築の脇障子上の 透 彫にある〈らいである( 山祇市11I
枇 本殿

)0 桃山時代は 栗鼠

を伴つに のがあるので，有名なのは西本願寺の美しい欄聞や同寺飛雲閣上居天井の貼付の

緒。 瑞 骸寺では御成玄関が本堂の南側西端についてゐるところ の虹梁下と飛貫の上の少 し

のすき ま，欄聞 といへばいへる 様な細長い ところに ーばい入れてある 。葡萄に采鼠 とい っ

て設明してゐる が，栗 ｩ 立 と み てよ から う。粟 ｲｾ っ て 木＿ ごか らと い ふ理問 である。日 光東ＡＡ賢

官・では石の聞の雨側面が本殿の正面 にとりっき， 後者の橡を完全 に内外に分ってゐる が，

その境の とこ ろに片開の板扉があり， P--l は黒漆地に 金蒔給，外は非常に込み入っ七輪五'[1内

に菊を部肉にほつ であるとこ ろの，途方もない立振な ものであ るが， この扉の開閉 すると

ころの上の竹の節の聞の欄間 も亦， これ と釣合ばねばならぬから，金色の葡萄 iこ栗鼠の膨

れ上った彫刻j を入れて あるが，保誰の ?こ め鍍金を した 金あみで覆ふ である。これで保護の
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日的は達 してゐる が，美術品として鑑賞するには， どうも刻 ｉｾ ｬｦ になっていりない。尤もこ

の桜な場所はめ ったに近づりないのTごから，随て 前者のn的きへ達すればL、い ので， その

にめ後者は犠牲にしであるのであら う。

稲荷ばかり の例は ，大徳寺府lBGi l dzp門) の正面，扉の上の とこ ろにあるが，大分

修理が入ってゐる。 寧ろ首初の もの と思はれると L ろは少ない位uごが 3 とにかくこの唐門

の と，今ここに かし、 てゐる 第一園 の と二つ〈らいほか質例をあげ得ぬ この葡萄は上の方

に雲をほ り， tt 丹 の下の方には水と浪とをほ つであ る。記ならいいが池の中から! f J : 丹が生

へて ゐるのは少しおか しし、 。併し牡丹は低いとこ ろにあり，荷j萄は主主で-高いところまで上

って い〈とこ ろを表は し?こ のか も9; 11れない。

( 二 ) 0 l E 聞の俄! 閉 ( 第ニ・第三国 )

本?党党言主-正而

イ作乍であ り， さす が に 首 代 ならではと思はしむるも ののみでめ る 。今向て右ｾ ｊｬ ち東 から 西 へ

順に題 目をあげてみると

( イ) 干し軍 ・牡丹 ・雲

( ロ〉 尾長鳥 ・牡丹 ・雲

( ハ〉 尾長烏 ・牡丹 ・菊 ・雲

c=.) 鹿 ・楓 樹 ・雲

( ホ) 孔雀 ・ヰl:丹 ・菊 ・宝

( へ) 鳳 風 ・桐 ・高年育

( ト〉 鳳凪 ・;fl"nl ・高年育 ・計I i 英公 ・7.1<.

( チ) 尾長鳥 ・牡丹 ・雲

( リ) 鶴 ・松 ・脚踊 ? ) ・竹 ・芸:

( ヌ) 鶏・松・ 栴 ・竹・ 寓年背

である。Ｈへ 〉 ・ Ｈ ト Ｉめ に ｢ の ｚ 毎年背は葉ばか り ＱｾＧ から， 或は何か 他 の も のぞ 見誤 っ てゐる

かも知れぬ。其他にも勝間等もにしかかどうか ｱ￲ ｬｊ らない。ま Ｑｾ 少し位 見落しがあるかも知

れぬが， 大鰐，か うであると して ， さでかうして み ると ，( イ) ・( ホ) が一種. ( ロ〕・( ハ 〉・

(チ〉が一種， ( へ) ・( ト ) が一種， 他に( : . ) ・( リ) ・( ヌ〉が各別fごから ， 結局六極にな って

了ったのである。これ等のうち最後の二つ を圃示することにした 。

( リ) 鶴の欄間 ( 第二圃)

此は親鶴が二羽 と雛鶴が四五羽 lまつである ので， つまり鵠の親子である。松に 鵡の図案

は 川 ら で も あ る が，此はそ の他左下に脚蹴の様な花の喚い に 郡 木 尚 札 左 下 と 上 ( 警の)

とに竹か笹か何かそ の様なものが添え である。併しながら共主要なる材料は松fごから，つ

まり 「松に鶴J で， それ l 僅かばか り他の植物をそへた上， 雲 金少し入れて全開ぞまとめ

? こので ある。
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鶴の親子は この他に大徳寺唐門西萎の妻虹梁下頭貫 との聞の彫刻のうち ，東商 〈内側〉南

方にある。此は松樹 の聞 に ｪ ＮＮｮｾ構へ ， 親は二羽ゐ て ー は 飛ぴー は 歩 いてゐるやうなとこ ろ

を彫刻 しである 。

西本願寺封面所の徽] 聞には鶴をほ つであるといふ ので「鶴 の間J e もいふが， 彩色は白

〈ないから ，丹頂鶴 と間違ふ筈 はない。故にほんとうのカ フノ トリでないかも知れぬが，

とにか〈この鶴の聞の南面西端のに は，やは り親子の鳥が lまつである。左下に 巣があ って，

/ ほ んとうは ¥

多分雌 であらうが 巣の内 に 坐り，胸の下から子が顔 ｜ ｩｾ￬ 主 身を j を? ごしてゐて，右手には親

鳥が もう 一羽，雄かも知れぬ が飛んで居り，あとは松樹 と雲 とで巧みにすきまな〈間隙を

うめてゐる 。

館は鶴科に属する烏で， カフノ トリは鶴科の鳥であ る。 あ らゆ る黙に於いでよ く似てゐ

るた め，告から丹頂鶴 と誤認 され易かっ? こりれども，此二種は金 〈総の遠い種類で，親類

闘係等は ないのである。劃面所の欄聞 にほつである のが果 して鶴か偶か， どう L、ふつもり

でほった のか知らな いが， 昔の事であるから，いふ迄もな〈どちらでも大しに遠ひはない

位の考へで あっ?こらう。さ うす ると 先づ鶴 に似t: 鳥の親子は これ共 に三種類ほか例をあげ

得ない ので，少な い方である のに，瑞巌寺のは五羽も 雛がゐるのfごから， さうして大き い

せいもあらう力三一番あ?こ りも賑fごから，珍例となすに足る。

(ヌ J 松竹梅の欄間 ( 第三圃〕

松と竹と梅と三つ揃へてめでにいものと考へfごしにのは， いつ頃からのことか米Tごは っ

きり調ぺ上げ? こ事はな いが， さう 古 〈はな いと思 ふ。尤も 悲股のうち にil lJ ZIJ にこ の三 つが

/ 山口 市 ・r':i 熊¥

入ってゐて， それが三つ並べられ? こ例は室町時代にあるがh11ft t本殿 E 而J. かういふ風では

な〈て，一つ輪廓内に此三種の椀物が一所におかれてゐるのを いふ のである。 これ迄私の

知っ てゐるのでは， この中の二つ，例へば務 と竹・竹と 陰 ・松 と梅， といっ Ｑ Ｚ 様 ｲｾ のなら

桃山の例を翠げ得るが，三つ揃つにのでは， 圏域寺園滅院f・fi の間開聞に現はれてゐるのが

古い方であっ f: 。これは江戸初期と考へてゐるのである。承際二年の建築fこる日光大角k院

廟奔殿向奔の彫刻 中にも亦松竹梅があ る。併しあたりが絵り彫刻が充損 しで あるので，大

して 引立たない。

此は中央に鼓事 にのれる 太鼓があり ， その上に雄鶏が のってゐ るが， これは小さいも の

で左程目立 fこな し、。鼓査の右には割合に大き な賓のなっ てゐる高年育があり， その他は殆

んど右牛は松 に雲， 左上の隅に松が一つ fごり飛ぴ距れて ほつである。 左下は殆んど梅ばか

りfごが， よ〈みると梅の聞に極〈僅か竹がある。これはよ 〈見ない k 見落す位僅かで，中

中見出し lこ〈い o 何の t: めに此竹を添え fこのか， これ位ならあってもな t ても同じことで

あらう の lこ，ほつであるところをみると， やはり桃山式 に松 と梅とが主であり， ほんの景

物として 添え 七位の ところ，粗品進呈といつに調子に〈 っつり にの であらうが，こ の様 な

ところ から追追に三つを殆んど同等にほったり， まに描い? こりする厳にな っ7このであらう
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主思はれる。 今の とこ ろ三つ揃つに最古の質例かも知れないと考へてゐる ( 末尾註一、。

( 三) 。廻廊

廻廊は桁行延長二十五間，梁間ー聞とある。梁間一聞は判るが，二十五聞はどう いふ風

に数へるのか，私は い〈ら教へ直しでもさう多〈はなら- t-， 寺できい てみても， そんな事

はどうでもいい人建ばかり棲息してゐるの? ごから判る答はなし，無駄な手数と時間とを費

すことはや めにしfこか ら. 今以て判らない。

/ 御成玄闘に非ず廻¥

。! ，しながら 玄関{ 廊附腐の玄闘のZl dを入り . 階段を五つばかり上ってg 拍子木老爺の坐つ

/ 即東1

てゐるところと，其右隣{ 隣 j の室 とは，化粧屋根甚の構架式が頗る面白い。此所から東

八進むと節裏に続き，左に折れて北行する事九間で「三間三面の室」にでる。此九聞の聞

は，線、て西側に明障子をたて， まに東西の方向に柾上に架渡せる虹梁下端に，誼嘗な位置

_  ｾ ｔＧ Ｂｪ＠ ( J 士ー有様は第四国に 1

に鴨居を入れ，共上は粗き連子を臨時 1: 1l ' 交付(少 しく 見えてゐる) ，幾つかの室に分ち ，床 に

は設を敷いであるから，どうも廻廊といふ感がでて来ない。此西側 L 拍子木老爺の居 る

室とに折れ曲 ってむlJ 械があるが， その勾欄が非常に費つにものである。勾欄ばかりではな

く，この像下の持活りも亦珍 らしいものの随ーで，殆んど見えないところ一一庭へ下りて

そばへ行かねば，遠方からでは極めて卒凡ーー であるのに， いろいろ蟹つ仁意匠を施しで

ある。貨はこれも一部を l劃示したかっTこが， それでは飴りに闘が増すから遠慮したので，

更に他日他の方法でどこかに掲げるこ主にしに。

/第四・1¥: ¥

廻腕柱聞に梨渡しである虹梁は，宇UI 切のとこ ろに拘にすr新 1;. 意匠がしであるし七圃ム

一口に廻廊と し、つでも日光東照宮のの様な普a 美を量産したのもあるから， さうはいへぬ場合

も勿論あ るが， ここの等はまあそんなにしないでもよかったと見え，材料はさう l吟味して

ないゃ うである 。少 し位まるみがあ っても， 曲りくねってゐても， それは大しに問題では

な¥， それ等ｾ巧に利用してうま〈おさめである。 第四圃に 一部分見えてゐるのはまとも

の木にが， 第六圃下方(A225tii) の等は上端に大分丸味がつ いて ゐる。さうして新 しい

から鯖 ｊｘ のとこ ろ等は大 して感心のできぬ形であるが，袖切の繰 ｪｬｾ 及びその溢の渦文の形

が珍 らしいから，木j汎の完好ならさ' る黒占等は殆んど痛俸を? 感じなし、のである。

夫れか らまに持還りが猫特である。 第五圃はさきに記 し? こ九聞の廻廊の北の終りの とこ

ろから， r三間三面の主主」へ入らうとするところの右角の桂上持迭りのーで，第四国に其全

形が見えてゐる 。此川識は其上の仕掛梁( t 2HRt f ) の下端 と正に 適合してゐるあ fこ

り，他では見られね陶ー白味がある。

外園建築 には，洋の東西を聞はす，随分 I面白 い持送りがあるが，どう し、ふものか我閣 に

はろ〈なのがない。それでも若諜で出来てゐるのなら，室11/ 1桃 山あたりに相首なのがある

が，単に〈り 方ｾ俗用 し＿こ 輪廓をもち側面に渦文を刻 んに のでは，京都相園寺本堂須禰堕

の甚，北面せ る普苓前月1附tT. h' 専祭壇のや，薪一休寺の浴室の等で，先づ此種のものでは上等

品である。第五圃のは恰好がいいといふよりも，意匠の黙が商白いので， この様な考へは
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やはり時代の産物とみられるのである。

廻民:it i本堂の東面成後の横手に取っく とこ ろは j山: 政j瓜に絶ってゐる。此部分は玄酬を? 上

って庫裏の方へ行〈ところと同様に東西に長〈なってゐ るカ' ら， つまり先きの北行九間の

部分とは直角になってゐる o その曲り角即ち東北附の とこ ろが「三間三面の室」 になって

ゐるの である。 廻廊は総て化粧屋根品。

就中此東北隅の方三聞の室の構架式は複雑中の被維で， 第六園のj併設にか いに通り到底

かげないし，書いても判らないし，卒面圃立面闘共に駄目，強いてやれば色分りにしてで

もみにら，少しは見分りがつ〈かも知れぬ e りれ ども IUかけて行って賞地をみねばほんの

うに了解はできな L、。さうしたところでぢきに忘れる民が多分にあるから，できる fごり徐

計窮民主? とっておかねばいりない o fごからここに掲げた位では向にもなるまいが， それで

もないよりはよからう。第六園即ち東北の入隅 の ところや，同闘にもでてゐるが其一つ同

の聞の上のところの工合等，闘をみておいて貰ふより仕方がない。其下方に近〈思 ってゐ

る仕掛梁布11 切の詳細が第七聞にめる が，桁受の柱上紛様I l サ木の〈り形も亦， これによりて

知るべきである。

此室の南より33 本堂へ取ついてゐる廻廊の化粧棟木の延長 しに東西に通ってゐる /K平

/ 第八・九¥

材の上に 一例の板悲股がおいであるし十園 j 。 此室の化粧棟木が南北に上を通ってゐるか

ら，いふ迄もなく此化粧秘本から左右にでてゐる化粧極と前記の水平材とで，頂角の鈍角

/ 第八・ 1

をなせる 等脚三角形を形つくってゐ るわりである( 九園 j 。 つまり入母屋迭の妻のやうな

形になり，そこに板45股がおいであるので，若し外からみれば妻飾の一種なる r1¥C梁必股」

f第; ¥¥ 山

の 如 し 立 抵 に 格 好 は とれ てゐるのである( 園 j 。 此必股は本玉三 ・玄闘 ・廻廊 ・j車ぷを通

じて，用ひられてゐる唯一のものである。

新しい時代の割に形の非常にいいもので，而も共雨! 以下端が上には ρ 上ってゐる。梯了・を

かげで」二までし、 ってみ fこのではないから，質際のところはどうな ってゐるか知らないが，

ショウ ν ヨウキ シ

少なく とも脚端 にけは上ってゐるの fごから， さうするとこれは和歌山市怯生院本堂 LEl m

外 :I.F. の雨入隅，火打梁上にある板主主! 肢と頗る よ〈似てゐる のである。 何もこれはあれの民

似金したといふわけではないが，形の類似からめの系統といっても大しに不都合ではない

と思ふ。そのほか第八・九・十の三凶乞み てゐれば， いろいろ周 f lJ の詩意を もって榊架しで

あると ころや，約犠繰形の形や n白ー白いところや感心するところが様01 に見つかるでめら

うっ訳者認 P;j)i J i しめの寺そ見物 されたら，こ の溢で数分を費す ことをおすす めする。

*  *  *  *  *  *  

闘示はしなかっt: 力九此寺の l市裏 l立大分現 ってゐて， 京都妙法院の夫れ と共に，現存の

桃山時4代の二傑作fごと思ってゐる。切妻妻入にが，全惜の形は勿論，正面川入口 の庇に} 甘

ひである虹梁共他 の繰形締様，破風拝み下大瓶東南脇の唐草化しに笈形，内部の木鼻彫刻l

など，何れも注目せねばならぬもののみである。
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犬 崎 八 幡 紳 赤 土2  

仙 主義騨 前 の康場から八悩行のパ スがでる 。 せいぜ Ｎｾ 、五 分おき位 にでる 。 八 幡 Ｑ Ｑｉ ｊ と し、ふ札

京都の市ハス同犠僅か十銭で一旦. 徐 り
を1ｾＮしてゐるから直に判る 。 道の りは 随分めるが ｺ

?;' 断ててゐ る八幡計$批の鳥居の とこ ろ迄行くから偲利此上 もない。そ れから石段何十段b>

その後ろ に更に楼現迭の間質建築がある J

昇 。，石敷の参道? ; ' 随分歩 〈と割拝殿があり，

此割奔殿は新しいも ので美術上の償値は少ないが，合11妥市 iYJ 1こりにかういふ式の建物の右2

右左共金銅の擬笥
有力 : 私に はおもしろいのである。此閤貨建築の奔殿の昇勾欄親桂 には，

珠が冠せであるが，向て右方の lこは

＿こ ＱｾＧ 1右擬法珠」のの1おあり 3 左方のも同様であ るが，

代りに「 左 擬法珠」 と ある ＱｾＧ りの ま 主である。 こ の銘文は

雀いで おいに従来飴り知られてゐなかっ 1:: ゃう fごから，

闘いところへ同じ

やうな間隔にほりつりである のだか判らぬ。そ こでここ

には「大楠越」からかいておいた の である 。

布銘文中 「擬法務u とあ るのは さう見受り ぬかき方

であるつ賓は私は初めてこの字に出あっTこのである。普

大
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越
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公
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ぃ
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い
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閤

上

京

一
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之

位
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法

兵

衛

のである。 向ほ どこから始まる のか，

慶

長

十

同

年

♂

八

月

十

五

日

音の類似から

余耐了ー ニ北野柄rTi社刺殺 ・妙心寺制使門前橋

銀中i:.i子 【手口州奮似1) ，i!I !1考】の法華寺本堂の記事中にあり

木帽子 ］ 官 ｾｪｾ 中 ｩ 位 殿島紳枇本殿前舞築基

通擬 ｾ￰

:等とほつにのがある 。右の うち銀帽子といふ のは， 【奮跡幽考】に ，法華本堂の記事中

此堂の御建立は民長 六年九月御母公の震に幕下豊臣公御再興あり ギ行は片桐市E 鍔

とある fごりで，賓物に刻ん fごのの有無は知らない ー語的からいふと「銀帽子」の方が似て

ものからでは「金帽子」の方が上等らし〈きこえる o 最後の「ホ帽了J といふの

これが一番工合が思い。ところが今

ゐるが，

も木で はな〈て金属である 。語円からも値打からも 3

-
度のは「擬法珠」 とあるので， まに一つ新しし、かき方ができ 1:: わけである( 末尾註二〉。

奔殿は七間 三 商に五聞の向奔附 ＱｾＧ が，此向奔 や 拝殿の内外 将 棋閣に彫刻入の主 主 股が殆ん

全部を? 並べて何カ' 書 いてみる の も一つの方法であらう が， 今ど全部に亙って入ってゐる

はそのうちの四つにげにつき， !;，くに少しばかり記してお〈 ご

「第十一園)( 一) 。猫

「机に牡丹
手手殿中央の聞の西端内側，即ち拝殿の厳 西 端 か ら 東 ~三 つ目 の聞の内側に，

尾道市博土寺
に鳳蝶」の彫刻IJ ?; ，入れ?二基股がある。牡丹に鳳蝶の相揺で平面的なものは 3

多宜主答 ・紀伊長保寺多賀塔 ・近江栗太春日紳枇本建 ・山城趨喜御霊示111)社本殿等? ; ' 奉げ得る

いはば公式通りの
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ものであるが， それがー居進化して一方 により ， そのあいにところへ猫をおいにので，す

っかり見違へる程給苗的 になっ? こ のであ る。 さうしてこれを少しかへると有名な日光の

「眠り猫」になる 。即ちこの猫 を基股の 中央 にも ってき て同じ 〈左を向い?こまま眠 らせ，開

花 しに牡丹を右下へ，宇闘の左上へ， さうして 固い帯金右上と左 下に配 してあの眠り瑞が

できてゐるのである。而も狛の背が高いので悲) 肢の輪廓につかへるにめ，輸扇l r t ' 少しいび

つにして狛を隠らしである。

ｾｬＺ 丹 に 鳳蝶 といってもに ｦｾ のでは色の配合が よ〈な し、から， クロアゲハ位であらうが，

あの大きな夏生の虞黒なのが紅で も白でも牡丹の花にきに所は確か に美 しい。そこを猫が

下から狙ってゐる左こ ろは，春日遅涯の頃には珍ら しく ない出来事であ るo fごから時の彫

刻家がそれを題として此をつくり上げたのであらう o さうしてこれは日光の眠り猫の原型

と考へら れる のであ る。その黙に於い て大 に興味が あるのであ る。ど うも此の様な種類の

ものの暗示によりであれができ? こと考八てよからうと思ふ 。起き てゐる猫制限 らし， クロ

アゲハを逃がして了つにところは濁創刊であらうが， かういふ工合 に民長十二年に既に起

きてゐるのがあるのfごから，全部新案とはいへない。寛永七年から十二年にかけて建て仁

左いふ妙心寺塔頭天球院の杉戸 には，年i丹・に鳳蝶に シロテフに眼を宇聞にし，半分眠りか

けて ゐ る精力Ｚ描いである。日光のが 「 眠り猫 」なら これは「蹴らんとする ｾｎｩ ｊ で，今 問題

にしてゐるのは「起き狛」である。四天王寺太(frli 堂北門のはやはり眠ってゐる。

/ 近江お 川・ 地主

猫こそ桃山にでできにらうが，基Ａ設内の獅子なら室町からあるの ｔ ご から ｜ ｾ 唯ＱＧｬ干殿，初前

略 lj 払識す) ，同じ虎風の猫 似 て 獅 子 中 か 八 れ ば 山 の で 3 唐獅子なんて想像的

の動物より，家斎としての杭の方がどの位親しみがあるか Ｊｉ ｊ らない。そ れ ｦｾ から虎属の動

物と牡丹と取合はせにものは，室町以降基股内 に用ひられ，桃山で猫となり，段長に起き

てゐ t: 猫が建物ができて直 に描いにとすれば寛永十二年に蹴りかけ， 同十 三 年に ｉｉｌ ｾ っ て了

ったに過ぎね のでめ る。向ほ桃山Ｈ品 比五ｾｾＪｽこ師 に ＱＱ 民つに の もゐ ｦＺ のである ｏ

( 二) 。 迦凌頻伽 ( 第十ニ圃)

迦要頻伽はまた謹II 荷主頗迦とい、ふ。迦縫とは美音， 頻伽 t は諾言といふことにさうで，

雲 山 の 中，一切 の鳥聾皆悉 〈及ばす ， 叉卵中に在て即ち能〈聾ｲｴＧ ｾ Ｍ ｬ すさうで ある。りれど

も埜は卵の うちか ら薄い光 rt' fごすのとは契り ， どうも与11中で孝子: rt' fごすのは 少 しばかり 受取

に〈いゃうであるが， そこは霊鳥fごからその位のことはあるかも 9，11れない o とにか〈身韓

と脚とは 鳥で初があり，人間の手が生へてゐて女の首がついてゐるのにから珍鳥に蓮ひな

い。 ところが大徳寺三門上居には，天井織に箆頭の迦:凌頻伽( ? ) が描いである。捜頭の魚

類や虫類が人工で比較的存易にでき る様に，此珍鳥 もさうし? このかも知れぬ。さうしてこ

れこ そ珍 中の珍 と思ふが， 或は さうでも何でもないのを，私が知らな くて珍 らしがるのか

も知れぬ。

此迦陵頻伽を入れt: 基) 肢は，手手殿中央の問の西側でmから第二の間 にある。 天 人にの こ
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れr のは，一般 に桝山から手掛? ごの基股t:. 'のに用ひら れt: しt: 抗 隊 に太 山 寺 本 堂 ( 股

郡和1

主主村j の様な鍬な時代の建物の慕股にも使つであるから， きういふ除外例もあるが， 太 山

寺のは下からみたので，梯子をかげで上って調べたのではないから，或は後補であったの

かも知れない。

此基股内にゐるのは容剃占正で手に蓮膏をもち ，雲聞を悠然と j骨走( ? ) ー 洞翼を動か

してはいそがしさうでいけ なレ，滑走 に限る 一一ー して ゐるとこ ろが ほつである。 天人ピの

これにのは大概は端正で- あ るが 3 江戸末のになると金〈下品で見られない。りれどもま t:.'

此時分のはいい そこでどうして妙聾鳥といふ人頭鳥身の女勺性ができ fこかを考へてみる。

これはいつも ♀に限ってゐる 様で， 色のゐ? こ にめしはない、 かうし、ふ種類の理忽物fごから'

中性かも知らぬ が，少なくとも 顔をみ たとこ ろでは ♀であ る。

大分奥太fごといふので徒に冷笑を買ふに止るかも安nれぬが，往昔咲及 lこ於いては，入力2

死ぬと露魂は人頭烏身の動物の形で樟内から逃げTごしたの? ごさうで， これを 「パア J ( Ba)  

といってゐ 7こ。即ちパアが逃げfごしたことは人 が死ぬといふことであるが， いつかま t:蹄

って〈る時もあるといふ期待から ，死屍 を木乃伊 として保存しおき， Soul - bird カ; いつ師

ってきてもいい やう にして，且つ其鳥が墓中 に入り死屍 に近づり る様に，小さい縦孔を あ

りておいたのt: さう t:.' ，併し不幸にして未仁' 蹄ってきて死憶に入り，死樟が局めに蘇生し

t: 話をきかなし、。これは融もきい t: ものはなから う。閑話休題として， そのパアは色 の様

で手はない ( Ma x Mi i l ler ， " Egy pti an  Mi t hol ogy" ) のが普通の様であるが，若し手があ

る時は 「お守句 J (孟nkh) やl呼吸のし るしの小 さい帆 ( ni f ) をもってゐるさうである( “ A

Conci se Di cti onar y of  Egypt i an Ar chaeologyつ。此バアが希 IJ 11i. に入りハアピイ ( Har py)

となったらしい 。此ハアピイは人頭鳥身で♀なること迦陵頻伽と同じであるが，到底後者

の様なやさししい| 生質はもってゐなし、。身は銑の虫n< 如何な る忍物を以てしでも傷付ること

さへできす3 共上人肉守八裂 にし得る位に鋭 い爪をも ってゐ る大要なばり ものであ っ?こ が，

途に有翼の紳紳に遁ひかη られ ，逃げ場所を失ひ海中に 墜 落 して溺死しにといふ経躍をも

ってゐるのであと (“ T he A rgonaut s" ) 。

斯 〈 一方は者 ｊ ｊｬ主で悪性の鳥となり Ｓ 一方は 印 度 に入りて 生 れ な い 先 に卵 の中で既 に 聾 ｾ

t: す様な妙聾鳥となり， この方は手ができにので飛びながらも のを但握することがで きる

ので， ここで は迭の膏 をも って室聞を滑走してゐる o 私は この脚が烏の夫れで ある事に大

に同情す るが，斯綾なのは他 に緊那維やサイレンもゐ るし， ま? こ{ うではバ ンやフアウ ン等

もあの通り 毛む〈 じゃ らの獣脚 fごから 3 一一気の裁がってゐてはきりがあ るまし、。 さうし

て天人入のなら左躍でも ないが，迦凌頻11J nrごり に少しばか り策 に入 ったのである。

( 三) 。蓮 ( 第十三圃 )

改め て述べ る迄ちな 〈蓮は好ん で悌数闘係に用ひら れるも ので， その方の殆ん ど線、ての

ものに現はれてゐる。これも亦挨及が本家である らしし 希臓や羅馬 に入りでは建築の瓦

9 7  V I  



端飾にそ のまま現はれ fこり ，其全塁審時代の建築接飾 として卵古飾 ( E g g and T o ng; uめ と

して随所賞用せられたりし1= 。此は蓮華friの展開に他なら ぬので， i 卵」 や 「古」ではまる

で意味が判らない のである。一方印度に於ては， 古 〈は ブハ ーノレフ ト ( Bhar hut ) 本婆玉 、

均の笠石に咲及 のよ21そのまま の形があり 3 阿育王の都なる 華氏城( Pat ali put ra 今の Patna)

社務堀の荘頭 iこ&展 開 し1=蓮 花接 飾が ついて ゐる。 これ も西洋人に 言 はせれば，やはり

( r 舌 」は1

「卵 ｊ ｾ ない ｪ を 並べた の にとい ｬＭＭ 1. 1' b知れな い。挟及式起は まにア ツシリ アの猿飾にも現

はれて ゐるが， これ等 を締、て偶然の暗合とい って片附 げて了ふことはできないで あ らう。

都IJ嵐羅馬に入つ 1=越 はそ〈つり共まま今日 まで 用ひられてゐる。日本等へは臥洲から明

治にな って古典建築や復興建築と共に輸入され， やはり 建築家の仲間には， 此頃はどうか

安fI らぬが，私の知れる範囲では「エ ツグ・アンド・タング 」 と呼ばれてゐ 1=。薙馬にはまた

蓮花の員 向 きその ままを基 の立石等の面につけに のがある。これは丁度我闘でいふなら謂

はゆ る陶析の あるもの の側面についてゐるものと向性質で，大和水泥の俸に入鹿父子の茶

じり細掛突起 の側面 に紘刻しである六郷'蓮花女 も亦同意味と みてよろしい のである。

何度に入った方 は俳教の興隆 t 共 に各地に 大流行を来 L， 塔婆基部等へも亦賞 用され r=ｾ＠

最 初 の 蓮は恐ら くｾ 数 ｩ 渡来 と共に 朝鮮 より 輸 入されに の で あ らう 。今 日では 飛鳥時 代 の 俳

像の嘉康光背を初め， その他随所に 遺物が ある。 真言宗等で は堂内中央 iこお〈大壇の四隅

及中 央に五色 (J ｩｬｬＡ ｾ Ｑｾ［ を お くやうであるが，あ の様な蓮 Ｇ 苦は勾 僚 ｩ 架 木上 の装 飾として 支那 で

は共まま用ひられ 1= が，殺闘ではきき形 して費税;の形 石? とり ，随分昔既に i仲枇建築の勾荷量l架

氷上，丁度支部建築 と同じ位置 lこ装飾ーとして用ひられ， 今 日に及んでゐるやうである。其

他鎌 倉( 芸員 立 政 府421批)・室111r( 組 員ilF) 等の糊 建築 lこい ろし、ろ の蓮械 を 見

出し得右 のである。 桃 山以降多〈 の質例が ある ことい ふ迄もない。

止t等か ら考へて み ると，紳世建築 の!i 肢のうちに 蓮位出てきても 3 それは嘗然の ことと

考ふベ し 問題 にしないでもいいのである。殊に桃山江戸の例はい〈らでも あ る。此場合

/ 外 {III) は東 から i!!iへ 順 に賊麟 三{匹l・中1

も亦さうである。第十三園は正面内側{ 央鰍・虎三似で植物 はーっ4 ない j 最西椛のもので，

最初に記した1l ll の一つおいて西隣である 。 このほか悲は 正面東端と共次 とに 二つ並んでゐ

るから ，つまり合せて三伺あるうちで，此が闘柄として最も面白いと思ったので，一例と

して Ｑ ｾ げ ることにし Ｑ］ の である。

中央 に開花し1=蓮 をおいて中心飾とし， H土に 牛開の花， 右上に未開の膏金配し，あ と

は蓮葉や其他牡丹連桐等，何にでも共通の若葉等を以て 宰聞を遁宜に境めである。花や膏

は白であとは級色に彩色しであるから ，総のうちに 白が目立つ。つ ま り 中 央 に 最 大 の 左

右上に之 lこ亜ヤ大きの花叉 は奮を配して文様の骨子・をつ〈るといふ，例の鎌 倉式左右相陪

の型式の痕跡を充分 に捜してゐるので， その若者濯 を安11 らないでた 1:.' これfごり みたのでは，

杉l 山で彫刻が蛮達し? ごからこ の様に複雑な文様が できにとい ふことが判るにげで， ぞれ以

外 の妙味のある ことを知ムゃにすま せねばならな い から ョ ｩ 築 計な乙 と の様 Ｑｾ がここに少し
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ばかり害事つりにのである。

( 四) 。牡丹 ( 第十四圃〕

此も亦中央・に大きな白ヰ1:丹の花会おき，左右の上方に白レ苦をおいて骨子になし， それ

に前説明に記しに若葉を誼営に配してつくっ 1: 文様で，連より此方が一府其操て * 1ことこ

ろを物語ってゐるのである。即ち鎌倉室1
1
1]"の牡丹に鳳蝶の 左右相稽式の襲化しにといふこ

とは，誰れでも祭がつくであらうと思はれる。此場合は緑色に 会つ 1: 唐草は中心から右左

が閉じでないが， 同じ機なやり方はいつもよ〈例 Pi l < 京都市六波雑報寺の厨子の扉につ

いてゐる文様と金〈 同意匠である さういふ恥からみても 3 此文様は大に興味のあるもの

である。

然ちは' 以降は大概この調子かといふに tたして左様なことはなし、。 もっと後の堂堂Tこる大

建築に用ひられたるヰ Ｑ Ｚ 丹唐草に，反て 型 に Ｑ 寝つにのがいくらも あ る。＿こ ＱｾＧ 鍍金をし＿こり赤

や級で美し〈 彩 色しであるにめ， 日がfごまされて策がつかない fごり の事。策を孫つりでよ

〈見れば文様は これより遣に原始的で，例へば長方形の場所ならば中 央に大花，J 二両方の

f 若 く は 上 下 ¥

隅〔 左 右 ［［ｰｱ ｰｾ ＩＧ こ苛会配し ＱＺ 極めて卒凡なものがい〈らでも現はれてゐるのである。

*  

発

*  *  *  

9時

昭和八年に行つ? こときは了度曇天の 1: め， 瑞般寺 では廻廊と庫裏の潟県がとれなかった

ので， 賓は昨夏 もう 一度行 つ1: のである 。幸ひに前日の夕方になり約三週間此地方で績い

に季節外れの帯雨が上り ，三十日は好晴であ つにため， 廻廊のfごりは目的を主主したが，庫

裏の内部や共イtjl，諸門に及ばなかった。 併し先 きがつかへてゐる ので， その翠日即も 三 十一

日は， これも亦前二広三ばかり 失敗しに第民を? とる 目的で仙護市 の大崎八幡神社へ行〈ぺ〈

出かげたところ ， 朝からまっ〈らに公 っ て雨 � ［ 降り ＱｾＧ し， 制l ifd::へ着 しに頃は可なり大雨で

手のつげやうがなかっt- 。闘に掲げた同校の基股湾民は，位置をとったりするのまで入れ

て約三時間を費した結果漸〈とれたのである 。殊に猫のは前に二度失敗してゐるから，三

度目正直といふわげで 三 十五分かりやっとこれ Ｑｾ げ。専門家からみたら如 ｬ 向にもにらしの

ない潟異であらうが，素人にはこれがせい一杯のところ。勝腕なのは怪しいのを引仲した

結果と大目にみて貰ひ度い。

3. 銀 阿 寺

此は「パンナジ」とよむ。足利市の名利。奇は建久年閉鎖阿上人の開基といふ。寺では

本堂 t 鐘慢とが闇費になってゐる。

鍾樟 3 三間二商の袴股附ので科棋は唐様出組。何分ひどくなってゐ? こと見え ，新材{ f 以

て柿如l し仁左ころ多< ，先つr様式保存の仲間である o 1: ＱｾＧ 上唐の肘木が四隅のものに笹繰

な し 聞 の 柱 上 の の み 笹 繰をつく ってゐ るのは，襲った手法である。最も注意すべきと思

ふのは材と極との闘係がないことで， つまり鎌倉建築に多〈みる「六以掛」になってゐな

9 9  V I  



いこ t である 。

これにもないところをみると， 建久では卒 安時代 には ま ｦｾ そ の様な闘係がなかっ ＿こが ，

かういふのが反て卒安式である方が蛍然といへるので，
鎌倉へ入つにばかりなの? ごから，

建久倉 ｩｪ 建の際の建物 ｦｾ といふ 一読 となり得る のか も知れぬが， 枝 割の無関係な建物は ，京

都相楽の海佐山寺五重塔や平泉の中毒宇ミ学金色堂覆屋等にもあるし ，肘木の唐稼なのも少し

気力; 早過る様にも思へ るし， 鎌倉初期と しても， 建久 より 少しは降 るのではないかと考へ

られる。但しこれは何等文献をみにのではなし建物をみて思ひっぃ? このである。保存上

の顧慮から かも知れぬが，袴)鹿の下方三尺位， 生子板 をはりつりてゐる のはひどい。克も

同じ様に彩色しであるから保護色を帯びてゐるにはゐるが，結局人の目を欺〈ことはでき

ぬ。上は晴乳類よ り下は魚、品に至るまで，古往今来敵の目' t . >fごまし自己主? 有利に展開さす

ベ¥，夫れ夫れ本能によりて動作をしてゐるが，結局は人のにめ探しf:. されるのである。
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況や鐘楼の袴腰に傘い 1: 生子板等は，如何に巧に色つりしても駄目である。保存も大事だ

が，物は美術の模 ｱ むとして貴重な建 築 である以上，首 該寺院並 に監佐官臨の一考ｾ煩し皮

いのである。

本堂。 大御堂といふが俗に大日堂といふ。方五間周囲機附皐唐入母屋遣の大建築。数字

(.ifl 1iLi  - r < ot... "Z J..' ω  (i 架さ 1

でかけば方 56. 28 ¥尺ってある か， Ａｾ胸 の 中の間が 殊に康い建築で，その 上正面 三 ｉＱＱ ＱＱ Ｕ ∞ Ｉ
fi深架き 1

背街一間lしl4.46dj の向奔カが: ついてゐる 。正間 中央に車軒f唐紋風カが; ある古が: 九， その金具に 7元己文二年

の銘があるさうでめる。此向奔は先つs 唐様L'ごが江戸式fピごからι' 元文二年につげ 1:功カか:.i治盆 h か

へ? 仁: カか〉し? 仁: のであらう。後方の向痔も亦室町位ら し〈し，柾は替えて dあbるが商は 元i遜芭 りとの

事駅であわつ九 比約t÷守7干T

前の二閉が外陣で後三間 bが: 内陣。周園深さー開通り化粧屋線装の入側が廻ってゐる。 さ

うして中央の方三聞には内外陣共組入天井をはってあ るが， この入側と組入天井の境には

蛇腹枝輸が用ひである 。此建物は正面外陣の天井廻りが淘に面白〈できてゐるので，外陣

二本の大虹梁の上に犬瓶東をたて， その上に頭貫と妥倫が大虹梁と同方向に用ひであると

ころや，周囲の内部柱上の ところ は，尾極下端に持詮りをつげたり ， このあ たり 唐様の蹄

宗建築を うま〈 際用しである、荘上部に綜をつげ，肘木の角を闘〈 し，料棋を詰組にし? こ

りしてゐるとこ ろ も亦唐綾である。併しながら蛇腹校倫・組入天井 ・吹寄菱梅子 ・橡・床

板等は唐様 とはいへない。

第十六圏 全援阿寺本堂 内陣西 南関 ( 昭和九 年 へ月二 日〉

桂 聞 には大統 一具 の 州 共 が あ ーだけ だが， 側 面 中 央 の 問 は特 に柱 聞 が 使い ー 16. 08 ( 単位尺〕ー の

で，二具おいであると と， 此 篤 貨 の 定 方 に 見 る 如 くであ る 。 隅 に 長 い共 通 の肘 木 を用ひであるととる

と ， 組 入 天 井 と ， 桂 上 部の綜 と 益 輸 と に 注 意 せ よ 。
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本堂が鎌倉時代の純然1: る唐様建築の手法によってゐるとい ふ こ t を， 従来書物で 読ん

でゐ 1: か ら，果してきうな ら是非共見撃せねばならぬ必要があっ?こ ので， 行ってみたら純

陪様ではな〈て， 今述べ 1: 犠な黙で和様が入ってゐ Tこ。即ちこれは和府折衷建築である。

寺 に天繭 年間の糠札 の潟しがあるといふので， 一見 を乞ひで おいにとこ ろ，いくら 探しで

も見営らぬとの事で，見ることができなかっfこが，九月十三 日になって，ある 知人の乎か ら

謄篤版 一枚刷の椋札拐し とい ふのを受取っ fこ。こ れは大鑓に長 い文小j で，上に 「奉l枚起方

L 歳 昼 ー』乙. ! J IJ ， r  ，=  _  ｾ＠ ， _ L  ｾ＠ r.花子

五聞大日 如来大殿一宇J ，其下に 「天幅nU変甲 午 正月十ハ日 TIi繁J I 同二月 十九目 立位向

孟夏期EZ」 と二行に記 し， ぞれからま Ｑｾ 津 山に文 字 がある ｯ 本 堂を様 式上 からみ ＱＺ o  (' 

は建久創建のままは問題でなし 天隔もどうかと思ふが，これを否定するむげの材料も な

い。 併 しこれを犠式の上から自 由に判断 すれば，正腹が最も j薗蛍ではなし、か と考へる。

9時

*  

当長

*  *  *  

花国妙心寺の塔頭徳雲院で，同院佐柴山玄信師 k 深 き閥係 ある足利市善徳寺住職柴凶慈

孝師に嘗て面合しに こと があっ fこが， 私が今夏足利市へ行くこと が， どこからか知らぬが

沌れ て柴田仰iの知る とこ ろとな り，不思議な御縁で普徳寺へ宿 することにな っ?こ。 さう し

に主ころから同削i及び同寺の信徒総代で岡市一流の機業家なる私間箆八氏の好意で，滞在

二日間非常な便宜主? 得? こ ことに就き ，此機舎に感謝の意を表す。先方は御病気の? こめ ，私

は時聞がなかっ? こ fこめ， 岡市の有名な考古家にして栃木脱 史蹟調任舎委員の一人丸 山説八

氏に面舎 する を得なかったこと を除いては，今楽 しい記憶で充ち満ちてゐる。

4.  布引山駕隼寺観音堂尉子

緒言の ところ で断った二つめ ljjc穫のうち，留守 中の分を次に記す 。これは物は小さい厨

子であるが，建築的工事品で正に特等品である。

私はある闘係で信州・|に 少 しばかり 友 人がある。其中の 一人なる山浦政氏から，七月三十

日附で手紙と 寓真と がついて ゐ? このを ， 八月八 日夕刻政行から師って 早速あげてみ fことこ

ろ，潟県が五般に摺本二枚，; f J R札の潟 し一枚とがでに。何れも 鰐待寺観 音堂 に刷係あるも

ののみであった 。

【日 本案内 記】中部編，荷j 引観昔の僚に

小諸i! 事の凶約六本千，千曲川 の沿岸大久保利布リ|山 にあ り，也事の{ 史があ る。淑-g.堂は 朱塗で三日目

三而入母尾造， 江戸末期の築造にか L り， 絶墜の 洞術前に作り 出さ れた鉾変造D 建築て・ある・・・・昔

との山首置 に位んで居た 無1言心な老婆が，牛 の角にか A れる白布 を主主』、て遂に 善光寺詣 りし たと云ふ

…・停設地である 。

とあるが，江戸末期の築造にかか るといふのは，確かな設践がある のか，或は様式上の 推

定か，何 れにしても古〈 ない，従てき う大しにも のでなし、 こと fごりは確かである 。小諸騨

の西約六粁に さうにが，凶粁約一塁fごさう fごか ら，一塁宇 と心得てよろしい。
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- ｾ ‘ Ｇ 且Ｏ 第Ｋ ｜
花、は朱1: 此寺へ参請 し仁」とは弘い か3 共全 県〔七圏j の納葉7!?を先年長野市で見 fこ時，

在地 見 ｾｈ ｴＧ 望ん に と こ ろ ， 大しに も のでない由を き き中 止し に きり で ，其後 機舎 は到 来し

ない でゐ る。Tごから勿論質物を知らなし 、。賓物は9:11 らないがよ く訳情、に存し てゐる から，

「あ れTごな 」 と思 って次次と自民をみていつ にとこ ろ， ど うも 大艶な ものが でてき たので，

暫 し法然として了 った似であ った。手紙をあけてみ にとこ ろ，そのうち に

…・ :$l:: tTUYJ治 十 四 年 以 来 郡 め ら れ て 居 た 布 引 UI ｾｦ ［ｬＺ Ｂ Ｉｦ へ 参 り・・ ・ ・ Ｐ お Ａ￺ ｽ 子止符 Ｑ 五 を防 ｪ ν 、 て 漸 く 限移

いたしましたあまり鋭臨t 7)( $Y. ¥に入 っ たの で御主主りいたします ・・・ー恐 ，;I;:j!'(I の 「築 j 字の見rr 飲け てゐま

す の で 少 しl土判 然 しませ ん で すが ) ¥: ; づ路かの様 に 思 はれ ま した .. 

とあっ た。

斯る 美事な潟員を私 fごりで繁んでゐ るのは勿開ない次第七が， さりとて同好・者 に一人づ

っ見せ るの も甚 ピ手数な上に 時間もかか る。Tごか ら雑 誌へ一所に書いておい になら，こん

なも のに用のない人 は「復例のか」 とい って鯨殺 する?ごら うが， す きな 人 は檎位は み る Ｑｾ

らう。 1: から利径は相首j資い範 囲 に及ぶか らと思って， ["あ なた の御寝見 として遁 営 と思

ふ雑誌上に紹介 しで も差支ありませんか」 と照合 しにとこ ろ， [ " 少しでも 役 にたて ば何 よ

りにから任せる」 とい ふ意味のお返事を頂 い?こ ので， ここに一通 りの併設 を附して，同好

の士と共 に 山 浦 氏 の厚意を分 ｦＺ う と 思ムの で あ る 。ゑ ｪ 論質 物 ｾ安 ｮ ら ないで 紹 介ぞ 試 みる の

は不都合でめ り， 且つ危険金伴ふ威力; 多分 にあ るが，秘札の沼 しとい ひ厨子の潟民 とい ひ，

餓合の もの fこること は殆んど疑ひのな い もの で，贈ら れに潟県の裏にはし 、ろいろ の事が書

いであ り， 夫等 念材料と して 一通 の解説はかげ るか ら，制 札の潟県は字がは っき り潟 って

ゐない ので省い 1: 代りに ， 同封のお しを凸版として入れ，他 の凶枚の潟異は必要の部分を

撰 ぴ，第十七固から 第二十圃 まで に掲 げておいた上，同氏の手摺本により 基股の闘を つ〈

り，第二十一固に凸版 としてに し1: か ら，本文 と併 せ闘の解説を読 まれん事を希望す る。

ほ んとう は 第十九園 の厨子Ｍ全形を先 に ｦ ご し ，次 に 萎の を ｾ Ｑ ごし ，基 Ａ肢を最後にすればし 、 し 、 ヵ ［ ，

闘の収合は せの者11合上少し 〈前後 し1: のは蓋 し止むを得な し、 のであ る。

厨子は長方形の卒面を有 し， 山方に大商取の方柱舎につ，正面桂内法 3. 52，側面同 2.05，

粧の太 さ及び耐ーの割合等は記してなし、から 判 らないが 沼買でみる と鎌 倉の割合でめる E

ｉ ｈｾ ｩ ￞Ｇ＠ e 思はれる o それか ら大桃長 3.20 で反りあ り，中央で 0 州出産賢て) のまみがある

さうであ る。下の方は潟県が きれてゐ て判 らないが，土廷が担ってゐてそれから大町取の

角柱がにち ， 長押は三側所ゐ札土民眼長押 と の聞は 三 つに区 ［ｕｉ ｊ して格狭間 ｾｾｉｊ しＨ 二
栴 l MIOの 摺 本 も皇室ら れた が1 、

普 i白川杉故掲載を見合せ た)， 正 l血中央に雨開の板扉を吊込み，共傍に間桂ありて幣軸含めぐ

らす。正面の幅がきう} 資〈ないのに 扉 で然 るべ きl隔を? とって了つに ものにから，其雨方の

桂聞は細長し、 もの に自然なってき? こ。 そこへ胴長拘1金ゃったのであるが， それで もま1:'細

長 い地所 ができてゐる，に も係らするこ の胴長押と上長抑 t の間 に，お そろ し〈 細長い盲連

子 を装飾 に入れて ある 。 それから基輸があり ， それで柱は終り 三併に移る のであるが，思
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ひ切って中心の ところ即も 扉の興

そこへも科組上 i こ短 い東 t.' 1二て，

がおいであるから，少なくとも正

薗は菱倫と桁 t の聞を左右の二部

分に分っ てゐるのであるが，

にしたのでよ〈判らないが，原潟

買をみるにどうもこ の厨子の外に

もう 一つ大 きな厨 子かなんかある

この内外厨子の聞は多少ちしし、。

の絵硲があり，身慢を横にすれば

入って妻の潟真右? とる事はできる

らしいが， 裏 面まで見えるかどう

か判らない。

故に雨側面や背面にこの様な基

股が夫れ夫れ一つ叉は二つ入って

どうせ見ゐるかどうか判らぬが，

下方の格えないところであるし，

狭間同 僚 これは正商Tごりと考へて

よ か ら お そ の基肢が また頗る 珍

よ〈みると 一一 よ〈 みなもので，

な〈とも一見すれば一一左右が相

等しくな〈て歪 んでゐる 。中央か

ら右 なり 左 なり半分かいて紙に潟

し，折し返して上をなすり，薄〈

寓つ に奴 をこ〈かいて 勢 のぬりに

ものを作り上げる様な真似はして

なし、。自在 苗 を描〈様にやったの

であらう ，rごから 査 んではゐるが

線が生きて ゐる。私の友人に「生

きに基股」 とし、ふ結構な揮名をつ

この基

肢の前に出しにら正に顔色 な しで

この

部分 に鎌倉一流 の基肢が入れてあ

る。第十九圃は必要なとこ ろにげ

げられてゐる人があるが，

る
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第二十二園 長山 県率、北佐久郡川去を村大久{ 恥 布号ｼ 山 料館 ｾｊＺ 本堂附 子 表日立

(  L1lrm政氏毛摺本 よ0 製悶 ・九・八・二五〕

斯様に闘にすると，軍事長 に見えてゐる綴な面白味はまるでなくなり ，鎌倉時代の仰の先が少 し大き過ぎ るー恭股がで

きて了』、 のである。 どう も係者の腕が未熟で そのまλ 主主 しだしかねるの であ る。とこ ろが現物はどう かと い』、と， 第十

ブL 闘のは こっとも少し形 が兵る L ，第十八闘 でみ ると，左右中目稀には迩ひ ないが，一方 と他方と 金 〈同 ーではな く， 腕l

も亦ーの滑かな曲線ではなく . 二郎位で折れてゐ るの がよく判る。つま り腕のたしかな人が，会〈 自由に右b:ーをかいた

のでかうい」、ものがで きたのであ らう。 附線の性質 さへよく 表は してみ れば，右と ft との少

し伎の発 は問題にならぬ ことがこ れで判るであ らう。

ある事程左犠に活動をして ゐ る。殊に雨脚の下方 に 近 し 外 側 に つ いてゐる小さい飾は向

に 珍 し < ，恐、ら〈中心飾 を形成せ る 花 形の南方 に，共花j診を 支 へてゐる 誌 の上端に沿ひて

つりである小さい飾と相隠せしめにのかとも思はれるが， ｉ 仰 の 外側につり Ｑ］ 師は未 Ｑｾ Ｇ 待て

/第+ 八・第1
み1: こ t が な し 或 は こ れ 以 外 に 見 出 し 能 は ぬ のではない か と考へられる lニ+ ニ園 j 。

第十八圃は厨子細部の潟民の基股のところ 1: けを少し〈廓大 しにも の，第三十三園は山 liIJ

氏の手摺本から製闘しにもので z できる fごり此珍種の紹介につとめ 1: つもりであるが， 1原

品の主主. 策j澄涼1) たるとこ ろを潟すぺ〈もなく，死んで硬直を起してしまっ たのは，製闘の腕

ω未熟 の結果で拘に畑1鬼に 1: えない 。向 lま厨 子の料・ 長N ・柱 等の白 t 見える とこ ろは紙

が 貼 ってあっ 1: のを取っ 1: あとの残 りで，連子窓、の像 等は紘 育塗，扉 はi察箔 fごさうである 。

第= 十圃は厨子妻の詳細であ，も。 案 す' る に屋 根 は 木に栃茸か叉は柿茸の如 〈段形1: 刻 ん

? ごものなる べ < ， ぞれが妻 に移り行〈ところには H丁寧 に筑甲まで刻みにしである。これは

かうするのがほんとうで，買 の建築と余り 挙 があ っては不合理.でレげない筈である 。 きう

してそれがうまく妻の軒口に消え去り， その下か ら1波風 阪が見えてゐる とこ ろは，真に迫

まりまこ k によく でき てゐ る。但し大棟の末端の鬼 板 のとこ ろが隙腕と してゐて， はっき

りせぬのは遺憾である。

光線{ t ' 巧みに反射 一一度 で うま〈し、か なければ二重反射 一一ー をさせにら ，或はもう少

しは っきり 妻の とこ ろがでるのではなし、かと思ふが， それで も破 風の奔みの とこ ろに梅鉢
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懸 魚 h;下 が っ て ゐ る の が見 える。 これは極〈 小 さい か ら 六 葉 も何 もつい てゐないが， それ

でも 鎌 倉 時 代 の質 例主 して 非常に 貴 重 な も の とい はねばならぬ 。鎌倉の栴鉢! 区魚、は これま

では 昔の絡を 物 でみ るより Ｑ まい に なかっ ｦ こもの ｴ ｾ 0 私 は 唯 a 例でもし、 し、 か ら 賓物を 見 度 〈

思ってゐ? こが，漸〈ここに多年 の 希望を主主 し得' = のであつに 二 破風及懸魚、 の下端に沿へる

白いとこ ろは鼠 が謡 つ ｴＺｴ￝Ｉ ｣ｴｾＧ さうである ｄ もう少しで懸魚の尖端をな〈すと こ ろが助か

つにのは 幸 で あ つに つ

n録的も ¥

厨子は{ 共に j 線、惜丹塗 と思はれる。

4時

*  

4時

*  

持

*  

山浦 氏 は 偉 大 な る 閤 絡 の 所 有 者 で あ る が ， 常 に 1At 顔 に 微笑 t' t= t: へ， 謙 譲 にし て誌鍛，

同時に非常に細心の注意を以て行動される 。私 の 最 も敬意を表してゐる 友 人 の 一 人でめる。

昨年十月には朝鮮の名草I j j重度寺で突然の 面 舎に 大 に 驚 か さ れに が， ぞれから満一年? こに ぬ

うちに，樺傘寺の厨子で復驚かされ? こ 士 三 度 目で 女 に は 何 が で て 〈 る か と大に期待t ' して

ゐるが， この 厨子等 も多年の研究により，日本建築に深き造詣ある同氏 に努 見 されたれば

こそ， 一 度 で 要 所 の 窮 民 が 皆 集 り ， 私 ま で が 御 馳 走 の 祝 分 に預つ fこので， j. Oに1歓喜 に1= え

ぬ次第である。

結 尾

以 上 四 項 目は 皆夫 れ夫 れ調立してゐるので相互に連絡はなし、。要す るに 咋 夏 私 の み 1: も

ののうちから，一部分自付 |ぬヤて書きつりにので，書きっぱなしで いいと思ふ。 差益の卵と

同 じゃうに，生み つげておりば卵 は 其まま越 冬 して頚 春 ￝，ｩ ｊ ｩￌ 訟 がｾ寄り各自食堂求め て 生長 す

る筈ーである o ｴｾ から 金 悼を通じ ｴＺ 結尾として 書 〈ことは何もない。此を以て結尾 とする 。
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( 昭 和 九 年 九 月 十八 日稿了・昭和十年四月八日訂正) 。

( 註ー〉昭和 十年 四月 二十一 日， 数て希望でゑった近江甲賀郡雲井村の飯道利{ 粧を見撃するととを得

た。大分山をｾらねばなら ぬの で，その つもりで行かぬとくた び れ が 側 しい 。 紅殿は 方 三 間入母

尿建千鳥破風怖で，三間の向ffーがあり，疋商中 うたに軒唐破風 までついてゐる 。 さうして其上に 伶

ほ霧除け とし て四方に 腐が 廻らしてあ るか ら ， 大ｾ警に珍ら し い 型式 に 見える。此建物の ｉｅ 而中央

の主主肢の内に，松竹梅が一所に見出されたが・私の 誤認、 かも知れぬと恩ひ，一行五名中 力最も阪

のた しかな人にみ てl'tう たと とろ， !i1ii かにさうだ といっ たので，安心を して ζ ζ に紹介する ので あ

る。今迄さ が してゐたのが漸〈 見つかって大に 満 足をし た。幸に係 自があ ったので，とこに記 した

のである 。飯法制I肩上本殿は桃山時代の様式の建築であると とを rr; に附加へておく( 四 月二十五 日

遁詑〉。

( 註ニ 〉説ーに 記した飯道紳肩上本殿 の勾欄 't ，様の分は組勾欄だが，昇勾配の下のととろには，大小

の ｬ｜ 株伎が 二 本た ヮてゐ る 。 擬 ｴｴ 珠は令周製で Ｎ ｾい分 は ￮ＡＮ ｪ (， 高 ν 、分は後 納だ が， その後補 乃

分に f <i?崎山J r飯道寺 J r大権現 J ｲ 御 ｾｲ Ｇｩ 珠 ｪ の 文字 がある のでみると，鍍 合をし てあ っ た もの

らし い。 とにか くもう 一つ「合費珠 J とい 」、書 き方がみつかったので， 31f はこれが最もよろ しい

やうに考へる 。鍍金した以上，合色 の賓Eまに主主ひない( 同日迫記〉。
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∞ 
第二国 fliJ 厳 寺 本 堂 側 1::] J主ー 〈昭和五年七月 三十日〉

舗を ほったのは . I E面中央出入 口の左右に あ る十個の欄 111] のうちこ れ一つである 。 鈎は桃山時代には可な り食用せられたが，親子のはさう多くない 。 とれは場所 が

E安いせいか甚だ楽にほ? てある。其聞様をみるに， 中央に梨があっ て 首位が Ｓￎｾ 司， 左右に i視が二初ゐ るが ， 飛んで ゐるのと歩い て ゐ る の と が ， 京都大徳寺唐門委虹梁下

の と位置が反主すになってゐ るc あと は殆んど令 部 が松， 右仁に雲， 右下にほんの儲か竹を添ふ。左下は櫛踊の様 なi植木，左上の

隅に松を丁度 45
0

の三角定規の様に ほってある のに詮窓せよ 。



第三国 間 J1 ; 二〈昭和八年ヒ 月二卜 九日)

前 倒と此とは並んで ゐ る。と れが最 西端 で，f P( 様も 落 機 も と と で 西 fUlj に廻っ てゐ るのである 。 中央には放廷にのれる 太 鼓 の 上に鶏 がの り， 省 下に大きな高年 背， あ

ξ は 松と右ヒにｾ， 1i. 1-. 隅に松をほってゐるのと， 左 下僚 のJ i 3rこl怖かに竹士添えであるとと ろ， 前回と会〈同じ意匠 で あ る か ら， 少 な 〈ともとのこつは同一人が彫刻

したのかも知れぬ 。植 物 と して は殆 んど字分以1 : . ( 前間程で はない が〉 が 松で， 少 し 梅があり，其I i 日 の， ともすれ ば 見失

ひき うに小さ い 少 な い竹と共に，慶長の建物に辛」、 じて 「松 ・竹・梅」 を見出 す。

O
ω

〈
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此頁上。 第 八 圏 端 厳寺廻廊叙表股 Ji'. 車!日

此頁下。 第九園 同 附 近 の 椛 架 式 其 一

次 頁 。 第 十 圏 同 J t 二

( 以上 三闘 j 1; JI 百平fI 九 年七月 子'. ' 1 日〉

廻 廊 が 本 金の方 へ 直角 に曲ってゐる とこ ろの [" :=. IHj 三百の気」 の 叫榊 L 肝らオヒヘミ位の とと ろ

で ，東西の方向の廻 ｆｩｾ の化 粧椋木とが， 主ＱＧ Ｚ商ｾ ￆ ｾ ｾ にし て直角にな って ゐる 。 第八闘 に 於いて前者は ＱＮｲＮ 右の

7.1<卒の木 で，後 者 l:t 恭放 lこの 併に 合 まれた少 しばかり見えてゐ る木である 。尤も前者は 此篤良 で( 次頁へ〉

V I  112 



〈前頁より〕は最早化粧械 木 ではなく ， 左 方の来ヒ でつ いであるフ ｾ Ｒｪｩ材で ， 北流の化粧 栓 が 仕 掛 け で あ るの

みで ある 。第 九 回 11 そ ζ を東 南方 より， 第 十 園 は同所 を 四 南方 よりみ たとこ ろ。乙 の三 聞 には 何れ も主主役

が見 えて ゐる が，貨は とれ が 目 的 で 掲 げ たの であ る。

光線 が不定分 な と ころだか ら. ' 1主襟 l徐程気をつけないと共存在さ へ列 ら ず に了. . ; . 。此FJr に は ζ の事長なも

の を斤j ひな r で も，束を たて てお けば 允ヲ〉である 。 例 へ簡 単 な板 悲 般 にせ よ， 来 より は手 がか か る L. ま

たさ う目に つ かぬ し 従 て 見 てくれ る人 もない の にか うしたのは ， 此 と こ ろに徐程興味をも ヲて商白〈祭

しくおさ め る ζ とを心 が けたから で はある まいか。

此 の「 三fl 日三而の笠 J の化粧尾根裏を 見 上 げ れ ば，殆んど総ての 材料は ， 他 の材 料に 出合」、ため金 ( J主必

要 η な い もの まで， 円B事に木鼻 が 彫刻 し である ( 例 へば 第十 聞 左 上 〉 の など から みて も， そ の様 に考へら

れ るので ある 。 さ うい』、次第であ るから ，来 で 差 支 ない と ζ ろへ でも s 板 業 放 を用 ひたと思へ るの であ る

が， ζ れが また中奇 形 が よ し もっ と古 い 建 物 に つかうてあっ て も， その まま受寂れる 位 が よ ろ し い。

私 は梯 子 をか けて 近 づ いてよ くみ たのではないから ， 下 か らの淑聖書で誤ってみる 皮 が あ る けれども ，そ

の雨脚 織 がはね上フて ゐ る様 に彫刻をして ある か ら， 例 へ和 歌 山市 の松 生 段 本 堂 にあるも の粍 の とと は な

くとも，あ の系 統一ー とい」、 のが 不都合 な ら， あ ん な風の意 味 と して お くがーーのもので，本堂にも玄闘

にもほZ健にもない p 廻廊 に唯 一個あ る ， 而 も 内 部 か らだけほかみえな い大事な若年肢といふ と とができる。

Ｑ ｾ Ｍｬ Ｓ＠ v ，.  
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第十一回 大崎八幡 市 Ｑ Ｑ 記手 ｾ殿蕊 股 .Jt ー ( 11円相i 九年ヒ月 三十ー 日〕

日 光 東照 ｆＱ 廻民 ｉￎ の有名な「眠り ｾｕｩｊ の原型とし ても 来支 の ないやうなも の で Ｎ ｾｕｩ＠ に牡丹 に ｗ￀ ＡｩＡｬｩ 。 起きてゐるか限ってゐる か だけの ζ と でｾ Ｏｬ ｩｉＱｾｉＺｩ だから ， あれに 瓜 際 だ

け が鈴計な だけ で ある 。Wi が燃を 狐ってゐるから 一層面i i ' l いのである 。牡丹と鳳量生との取介せは， 鎌倉末より用ひられた脳l案 式 の ものが五益法し たと考へでも よろし い。



第十二 薗 同兵二〈 昭和ｊｴ ｾｔｾ 七月 三十 日〉

迦 陵額{ 加1虫、迷? 立を手に持ち雲中を飛行してゐるととろ 。天人だの とれだのを手挟やるE般の内に入 れるのは， 大概桃山時代からであるが，大和午陀郡古市場， 字 太71<

分示，ｾ耐に ＱＱ ，脇陣子の側ＱＺＱ｝ の透彫 に夫人が あ る 。 とれはたしかに， Ａ，いが ， fJl"' l事{太Ll I寺本堂 tX股中の k 人は断言しかねる 。袋 股 '1' の迦陵好仰111珍 らしい方である。
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止。第十三国 大 ｾ ｾＷ ｩ 八 ， ｾ ｩ ｕｬｬｩｩｴｌ 拝殿 ￮ｘ ｊｬＧＱＺ ｪｾＮ 三 Ｈ ｉｉｗ ｦｬｬ 九 年ヒ 月 三 十一日 〉

下。第+ 四圃 同 共四 ( 昭和l九年七月三十一 日〉

速 にしても牡丹にし て も ， 大 量な 花を中心飾と ｌ，牛 ｩ 別又 Ｑ［Ｇ 留を ｎ Ａￌ方 ｄ 上の方に 商 ｮ Ｎ あとの ｾ隊 を業

叉 1';): 其 他の唐辛で地H うるのは， 総倉時代に滋達した 左右中日平 ￭ｬ￬ の平面 的問案 式彫刻を 入れ た装飾 ｬＮ Ｇｾｊ 佼から き

たもの で ，あの系統である と い へる 。 此二回ｾ中心は大 きな Ｑ とだ が，上回 ｬ に於 いて 雨上 角の は ，ー は Ｔ 舟 開

ーは菅 で，あと は禁 と庇 草 とで大分 込 み入 って ゐて， 馴れてゐ なν・人はよ く列 ら ぬ であら うが， そ こへ行

〈と下 の方は花とwとが規則 諮 りの配置をとっ てゐるから透に列りいいと思』、 。
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上。第十九園 緑Z雲寺淑普堂厨 子IEi 百。

下。第二十圏 問 要一部。
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(雨回l共 山 古11政氏)

寄1I曽主主反復 'f[， ; J



ア ス ア ァ ノ レ ト に 関 す る 研 究 舎 梗 概

建 築 倶 楽部にて。 昭和 10 年 4 月 10 日夕 。

材 料 委 員 合 「ア ス 7 ア ル ト に 附 す る研 究

令」席上 に於ける 市川 Ｑｾ i F.氏 の談 話 概要

市 沼

lU 席 者 市 川 良 i F . ? 可地 51ミ古

/H席 委 員 高橋 5賢治 松 久 保敬 三

iJ1i 英 之 助 術淑 微

iai 岡奥 三吉 ;江nJ 司王治虫1，

吉 本 政次 郎

種 類 ス トレー トア ス 7 アルトとプロ ー ンア

ス7 アルト の二号ffi がある 、 ス ト レ ー ト ア ス フ ア ル

トは普 ｩｩｬｩ は 熔融駄が ｩ ｮＺいが伸 び が ｬ ｾ < 附 着 し 易 い

プロー y アス 7 アル トはそ の製 造 中 Z白紙を吹込む

温度 ＭＧ＼ＮＱ 官 僚料 ｦ 由 の 性 質に依って共 の 性質を ｢ Ｇ ，ｾにす

る。普沼品は温度を高〈して時 IlI J を少 なく プ ロー

ンず るの で 分 子iii 小 で 抑 力 が 少 い が 上空宇品 は 温度

を低〈し! 麹って長時間にプロー Y した最も 良 い依

件の下に製造されたも のは分子量も 大き く比 重 も

穂 く 開 力 も あ る 。 今 日 で は プ ロL ンアス 7 アルト

は 経済 上 時 間 を 少 くす る の でスト レートアス フア

ル トに近似したものが出来 て一 般 に 賓 が 落 ち て ゐ

る様である、 成 る べ 〈 ア ス 7 アル ト{系原油よ P 製

迭 されたも のが宜ぃ 。 コ ンバウ y ドI:J: プ ロ - /' ア

スフアル トに植物油 を 加 へ た もの である 。

耐 久 性 塊 を 4- 5年間水中 に泣き 調 ぶれ ど性質

に は何 等型軽化を 認 め ず 即 ち71 < には強い 。 日光に到

しても 、修ーか ら出 して 日 光 に 晒 し三 年 後 調 査 し た

るも綬〈表面 の薄 皮 の み 俊 化 し て 内 部 は俊 質 せ ず

良 否 判 別 途 衝 寧 試験 を す べ きで ある 、 分 子 量

を量れば良質の ものに 分 子:fi!;大 きく比重 が騒い、

又 簡 単 に 見 別 け る 法 は良いものは 良黒 で光世撃が あ

る内地ｾ のあ る もの は 赤味を常 び た栂色のもので

現の惑いも のが あ る。 とれは怒いも ので ある 、植

物油を吸』、君 、良いも の粍 植物 油 を多〈吸』、が 或

る程 度 で プ ロンア ス7 アルト の性質を 失 ひ 潰れる

加 熱した 場 合 、怒いも の科¥1J n 熱すれば l∞ 皮 又 は

Ｒ ∞ 度とした時の性 質の発が ｾｬｩ し く災」、のである

k 質 の もの は差 が 少 < i¥11力 が あ 川』官< J l 炭 化 水素

を合ん で ゐる 。加 熱 し て 熔 解 したアス 7 アル トを

不 而 に 務せ ば れ1M止をなして商に載る 、 そのT hi とまま

商と の なす1/1は良質 の もの科大で ある 、駈って J -_

ｾ Ｍ［ー の もの科 表而 ｩＪ 力が 大 で あ るからや Ｑ Ｑ び が少〈 、

宮古 P 刻tいと 云 」・ 'hにな り施工が困難であ る、71<[ljs

試 験 、 フ ェ ル ト に ア ス Ｗ ア ル トを 塗 布して ＷＩ＼ｭ ｾ［［ 式

験 す るに 7 .:r.. ｊｾ ト ノＧ Ｉ r亨みに倒せずア ス 7 アル トの

厚 い科¥7)<肢 に は強 〈薄 い 科君事いも のであ る、放 に

コ ンク リー ト而 又 は板 而 に 塗 り た る 揚 介 も 同 様 で

な いかと恩われる 。

一 般 防 水 の ア ス フ ア ル ト 使 用 上 の 注 意 向温に

する粍 ア ス アア ノL 卜の表 而強力小となりやれびがJ込

〈 施工容易である 、 多少雨 ｩｾ で もアスフ ア ルトは

少 しの時[ l n(iL で容 易 に餐 質するも ので な い 。某 省

で は2∞ 皮 以 上 I-:l: 不許: nJ とされた 、それは プ ロンア

ス 7 アルト It 引 火 駄 が in: いの で 高 熱 に な れ ば 火 が

芳 き易い 、3 ( ! l l ! 質するだらうとの事で高 熱 を 排 せ

られた 事 と 恩 ふ 、 ア ス 7 ア凡 トをスプレーで吹き

荒 け る 揚 令、下 地 が1告い故充分塗りたてる 本 が 出

来 ず、 :i ' i :くな い と思」、。 例 へ ば鋼 管に主主布する場

合 で も 措 い た 様に 見えてす( ' 剥げる本がある 。 二

度主主ると同質の もの なれば能く 密 着する 。其 の恥

からル ー 7 ヰ y グ lく附 け で あ る 粉 は 無 い 方 が 宜 い

と思われ る。

タ ン ク の 被 寝 及 溢 路 タンクの酸化を防〈 ・ ｾ砂

豊容を 入 れ主主 りも 完会? には出来 な い 又 一 度 で は 充 分

清 け ら れ ず、 ス トレート アス 7 ア ル ト を 使 用 し で

も戎る程度があ る 20- 30 位アス フアルトを使用

したが 宜 ぃ 様 で あ る 、 道 路 、 木 煉 瓦 の場 合 ク レ オ

y ー トを使用するから流れ易い又一般に j無、米 松

を多〈用 ひ られ るが南洋材は F レオ Y ート を使用

せぬが主1:" 、様であ る。

結節 ｾ するに前述 の 如 〈 プロ ン ア ス フアル

トもストレ ー トア ス 7 ア ル トも各 々特徴がある も

の で其 の特1' 1，を利H l してする様 にす ペ <. 11 その効

果 を 穆 げ し め る: I t にはー に施 工 如 何に依るも の で

あ る。
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曾

木材市場品規格調査委員曾 〈第 1回〉

4月23 日午 後71>1t- - 8時10分

建築ｻ只然部 別 ｾ

報

とに蟹更… ・…・ … …・ 田・…… … ・・・・縛務部長承認

殴 備 委 員 曾 ( 第 6 回〉

出 席 者 池 田 宮 森 野 〈 大阪材木前j 同 業 組 合 〕 北 I時 4 月26日午後6時30分 - 8時30分

垣 楠 瀬 m漂 阪 弁 jゐ口1 白 川 後 ffr 建 築材料陳列揚

川 高 阿 谷 〈 清 水 飢 大阪支 宿 ) 丹放 出席 者 委 員長 小 笠原

松 久 保 治 悶 吉 本 }  幹 事 有吉井

常務 ｲｬＧ 深主ｾ ｃｬ j也m主記 委 員 竹内 区l 中 西 村 橋 村m

北垣主記 清水主計 1 午 後 6 時30分小笠原委員長座長とな P 閑舎

新名編斡 ぬ問編斡 1 前 回 に引 ま質 量衛生工事の設備に付研究を滋 む

l  午 後 7 時開合池問 主詑より終過報告あり 1 協議の結果須賀商舎 の技 師の方を 臨時委員に依

l 委員長及幹事互選の結果下記の iili 決定す

委 員 長 高 橋 祭 治 氏

幹 事 池 田 宮 彦 氏

岡 松久保敬三氏

1 何 毎 月定例日 を下記の iiIi ｾ決定す

?f52 及 第 4 火 E認臼 、但 し 5 月l亡限 り5 月15日

帰するととに決定

l 末世堅幹部よ り病叙 に付幹 事僻退のr . t lI :l あ り承認i

の上下記委員 に幹事を依額す るととに 決 定

委員 村 閉小一 氏

( 71<.)及第 4 火曜日 に開合 : 時

災害強度蚕員曾 C. 4 回 〉

4月26 日午後6時30分 - 9時

1 委 員長飲席につき 池田幹事座長と なり各委員 よ ffr 建 築倶祭 部 別 ｾ

り窓見の交換あリ次回の参考資料として 2 月26

日開催の意見交換合記録 及寸法規，陥案の印刷物

を各 考委員にI ! i Ei :きす る ζ とに決議 し 8 ｾＺ ｦｬｏ 分 間令

す

都市武装各部長曾議 ( 第 2 回 〕

時 4月25 日午後7時20分 - 8時 15分

所 建築倶祭部 JJ IJ 祭

出席者 池田委員長 中海 総務 部長 竹腰慣習部

長 清 水 合 計部 長

1 午 後 7 時20分池m委 員長座長 とな D 閃合

l 演 習郊 に於て記録整理に閥 ナ る費用支 出の件…

・・ 支出承認

1 慣習 部用 潟 民 代氾 加支出 の件 ・田・・ ー支出 承認‘

f古I演 習1司: 篤 良 不 足の分は核拡完成の e ト.協 舎 に 2

組 保 存する とと lて決定

Ｑ 記録部印刷 ｉｭｾ 加姿求の件 ・・・・・・・ ・・支出 承 認

出 席 者 委 員 長 波 江

幹事主君、聞

委 員 谷 中 J; b 矢聞 品目 ｭ 悶 ｭｾ

山田

1 午後 6 時30分盟主江委員長座長と な P 防l合

l 裏i湾大地震に付 蓬湾建築舎タト 7 ケ所に見舞放軍事

長其他 の調査資料 送付方依頼する とと

l 谷 口忠、氏 の建築事舎大合 に来阪を 機 としマ過 去

の東海地震の記録に付講演を聞きたく同氏に其

日時等照合するとと

1 大朝大毎よ H軽音型地震 の寓良を購入するとと

1 災ー宮調査委員舎 を 5 月第 1 ;木曜日 に開催する ζ

と

10_ し7. ¥"日 は各委 員より資料の持寄りを願』、とと

( 5月中 に常務舎へ移管の鴛〉

1 研 究部幹事を松井清之助氏に 池田幹 事を委員に . 時

伶演習 部幹 事を松 ｾ ｉＺｭ 之 助氏に池 間幹事を委員 。 ｅ 庁

住 宅 萎 員 曾 ( 第 6回〕

5月2 日午 後6時50分一8時30分

建築倶楽部別室

に依頼するととに勢 更 ! 出席者 委員長 葛 懸

l i L 係部長 を小笠原鈎氏に依新 す ると と 幹 事 小川安 小川 陽

l 建議書改訂の件 l士総務部に於て符議成案す ると， 委 員 6木 村 長谷部 堵山 三木 黒



告書 抜本 赤松

1  "1'- 後 6 時50分1与野委員長時長と な日 開合前!日|委

員舎 に於 け る研究要領泌記録 を朗読 し協議後修

J E を加へ次 て此研究要1i Ji法記 を合 誌に掲載す る

に付委員合開令都度之を掲載す るや又 は研究 を

終 り総 括 して掲載する や を目終 日結局小川安幹 事

に於て編i I l l Fと協議 し たる 上其掲載方法 を決定 す

るとととす

l 次て委 員長よ り本 野委 員よ り戸川博士に 未 だ而

Z長を得ざ る旨の ii TI 知あり しに イナヰ;1f -Pr

l 次て 研究に入 P

前 也lに引続 き「壁 J に付研究 を企fit_:

1 研究要領主主記者使 j 日に付残川 の支出方 を合長 に

要求す るとと

l 本野委 員に闘する件ー緊急; 送付の ζ 主

災害調査委員曾 〈第 14回〕

時 5月2 日午後 7時 - 8時

所 建築 倶築 部

出 席 者 委 員 長 波 江

斡 ｾ ｊｾ ，，*悶

号委 員 本 多 山 口 山 区l

l  午後 7 時然 回幹事座長 となり閑合

l 原稿大位 J [ 袋に 付之をE露呈Eする A

Ｈ ＱＩ 銅版Ｈ潟良版〉 に 総てのｾ民知をとること包

し手札型とす

( 2) 背篤良 は トレース の上凸版にとる とと

( 3) 臨時雇を鮒ひ整理するとと

内 議 委員 1亡事佼編の提出を催促するとと

常 務 曾 ( 第 9 回〉

時 5月6 日午後5時40分 一同7時30分

所 建築倶楽部別室

出 席 者 包 帯 片 岡 合 長

1仕 事 溢 谷 監 事

常 務 伊 藤 主 詑 北垣主記

池国主詑 伊 東 主計

清水主計 新名編斡

議事

1  5 月例合に関する件・・ ・・・・・・・:?k ill J ｾ｜ｾ務合迄 保官 Ｗ

2 都市武装促溢餐員合委 只補飲依明記の件・ ---7"I'<lU!-

3 設備委員合臨時委員依賜の 件・・・ ・・・・・ --- …承認

4 建築拳研究頒布宜保に闘する件一… ・・・ ・修正可決

5 塗 装競技合審査員選定依帰の件…・・. . ... .. . .承認

6  {J ; 宅委 員合より1_ l . l ¥{i Ji速記者 伏JIJ にl制す る件可決

7 耐震耐火建築tif ;炎に闘 F る映部作成に闘する 件

一清水主言J-I-I 司X-XtTI】式袋委 民合附託

8 合 員詑筏f

ｾ ｲ Ｚ託 ｦ ｴ

l 日本ボ ル トラy ド セ メ y ト[li J :rt合主11il 本協合後

扱講習合間1!il 決定、IP又報fi t

l  設備委 只合幹事交主主報告

i 恭季大合終了報特

1  3 月分合計報 告

I  9年度決算後の島理報告

都 市 計主蚕員曾 〈第 5 回〕

時 5月7 日午 後6時20分 - 8n!i 

所 ill 築 似祭部

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 吉 国

委 員 寝多 村 編全日 嗣7; {

l  午後 6 時20分 鳥井委 只長J土長 とな DDM' iq 

l 大阪都市計資防 ;J d 也lぽ大蹴弦楽に闘す る件

子台建議を撤回 する ζ とに決定

l 阿倍野橋附近改訟に闘する懸賞募 集 の件

財源の 考肢 を待 つ

i 都市美座談合 開催の f'[c

次回迄に兵磁 的内容 を考l援するとと

材 料 委 員 曾 ( 第 6 回〕

時 Ｕ 月 Ｘ 日 午 後 Ｖ ＾＾ Ｇｾ ， ＵＰ 分 ー ＱＰ ＾＾Ｚｊ Ｇ

Ffr 建築 倶楽 部別箆

出 席 者 委 員 長 高 橋

幹 事 1m 松久保

委 員 高 岡 iu日l 吉本

随意参加 泉 閲

臨 席 者 小 倉 石 油 株 式合員1: 技 11W大 lli 移民

間 小倉石油株式合iiH: 大阪 山政所

刈 国保滋 氏

同 向上 内山哲夫氏

岡 大阪小倉アス 7 アル ト株式合従

長 泉 岡 山 士 五 郎 氏

1 午 後 6 時50分一 同着! 宿高橋 委只長 より本タは小

倉石油株式合員上 より臨席 を求め たり とて大泣 技

師其他 3 氏 を紹介 し

次 て大遊技師よ りアス アアノι ト製造 にイJ

( り翠淘蒸i l i ' l
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( 2) 漣績蒸? 沼 1 阪口芳三郎氏に 「コ :--!t リー トミキスチュア ーJ

( 3) シユルツ式民主主蒸溜 の量提言撃の「パンアレツト 」を 20加寄贈を交捗す る

( 4) ケロツグ式iili 綴 良 空 蒸i沼 ζ と

空宇よ りま定書始め 2 時 l関係の講話あり後質問J /ii a答

あ りて閉合したり

偽講話原秘は大遊技 ｈ 而より本合へ送付あるｾＺ 悩 ｬ 時

表 lU 客員停を 一 時借受けを依頼 し承諾を得たり 所

殴 備 委 員 曾 ( 第 7回 〉

5月10日午後7時一8時50分

建築倶楽部別室

。n平細 11: 雑 誌、に て護表の疎 定 出席者 斡事 村 田

委 員 柳 谷 志 岐 竹 内 稿

臨時安員 内田〈須賀商合〉

時

所

教 化 ｾ員曾 〈 第 Ｔ 回 〕

5 月9 日午後7時 - 8時30分

建築材料陳列場別室

l 須賀前j 合衛生工事専門技 術者内岡氏 に封し下記

事項に付質問 す

出 席 者 幹 事 篠原 ( 1) 鉛管接綴筒J f r に到 す る注意事項

委員 酒 井 永 深 郷 u G ) 衛 生工事設備に付特に注意すべき鮎

l 建築にt MJ する展覧合計1E: は中野委 員欠席 の偽 報 ( 3) 同上改良なり し駄

告 な し 1 次聞には須賀商舎と して の希望を述 べ られた く

但し展覧合1 t 施方法問合せ に闘し建築接合よリ 即

同合の展覧合規程並1主総1主兄夫詳細回答あり ( 1) 設計への希望

l 小拳校工業科の重文科内容調査 に倒 して は高木委 ( 2) 施工者への希望

員よ H の凹答なく篠原委員調査未了の軍事報告な 等を 研 究せら れた きととを袈求す

し

l 小母性校建築相談所規程j京案報告 災害 温度委員曾 ( 第 6 回 〉

右 に闘 し1主施に若手の震' I i I・君事舎に建議する こと 時 5月13 日午前 10時 一 I 1時

所 建築倶集部別室

災 害温度委員曾 〈第 5 回〉 出 席 員 委 員 長 波 江

時 5 月9 日午後6時50分- 8時30分 幹 事 黒 田

所 建築倶楽部 委 員 谷 中 島 矢 田 青柳 闘部

V l  122 

出席者 委 員 長 波 江 常 務 池田主 記

幹 事 綾 田 講 演 者 谷 口博 士

委 員 矢 図 渡 部 背柳 射 回 闘部 l 波江委員長よ り谷口博士を紹介 し問陣士より豪

ｾｉｊ 岡 湾過去の地震記録に付て講説あ り ( 速記の上合

l 賞委員舎の定例合合日毎月第 2 木Il YU :J は委員 rl' 誌 に より滋表の猿定〉

従ｾｾ空宇の首相係上之を型軽更する提案あり協議の晶 ＧＱ 1 委員長 より 謝僻を述べ懇絞の後数合 した 明

果型軽更す るととに決 し本タ欠席者三浦委員 の都

合を 問ひ其日を俊更するととに申合せ確定次第

各委員に沼知する と と L す 時

l 遺骨軍震災 に付其複篤潟良を大名手大朝繭新聞駈よ 所

3蚕 制 委 員 曾 ( 第 5 回〕

5月15日午後6時30分 - 8時30分

建築材料陳列揚別室

P  購入ｬＪＮｾ湾全地凶を購入 す る ζ とにな し 之が 出 席 者 委 員 石 川 山口 矢 崎

経費の支出を 曾長 f<:' 要求す る ζ と l 午 後 6 時30分石川委員座長となり閲曾

l サシデ 【毎日に潟識の 「選湾の地震」を際篤の上 l 前回 石川 委員に御願 したる判決例は各方面と 折

5 月 13日開舎の谷口博士講演舎 の際各委員 に問 。 角打合せしも纏 P たるものを蒐集す るとと凶基盤

布 する ζ と なるを以て この取扱ひ方につき討議す

l 谷 口博士講演に速記者を似unする の件編輯 と協 l 目下新聞紙上 に於ける左官母子議に到し建築と枇

議 の上決定するとと I  舎の 一 般的著書 妻 美よ り 何等かの方法によ り ｾｴｩＮ を



融不u協調せしめ .JJ も早 〈常態 に復すべき 機 運 特 別 賛 助 員

助成方 につ き其の取扱 方法 協 議す : 吉岡 ｩｾ バト ｒ ).E淀川 11，品恐怖四 極 4/ 23( 日本泡波

l 北 海道 総に1たける 建 築JIJ {締 奴 ftl Jl ば寄せ 方 打合 す . 工 業研究所〉

常 務 曾 ( 第 10回 )

時 5 月20日午後6時 一 同8時

見rr 建築倶楽部別室

出席 者 理事武回r : i l J合 長

常 務 1JI族主 詑 北 極 主 記

伊 東 主 計 清 水主計

新 名 編 ｾＢｆ ぬ111網 緋

議 事

1  5 月例舎 に倒する件 ・・

..5 月は例合 をff はざるととに 決 議

Ｑ 災 ｾｴｩ 強度委員合要求 ＱＧ［ 係る忍 ｩ 舟震災 Ｒ 華 民放地 悩 ｩ

購入費支出 に闘する件・ .. ，・ ー・… ・・・・・・・・ ・・・可 決

l 同上谷口博士所有 l凶表篤良般彩波文 11l に品却 する

件・・・・・ ・…・・・・・・・・・目. .. . ... ...... ... ...... . .... .. .・・・・・可決

l 木 材 市 場品規絡調査委員合 要 求 に係る書籍出品，;入

費支出 にl!fJ す る件…・ ・・・・・・・・ ・…. . ・・・・ー… 可 決

l 始政40周年記念皇室湖博覧合に出品並: k : 援 に闘 す

ｾＩＧｩｪ建 築舎 に 間 合は した る
る件 ・・ … … … .. . . 後: l : J策 を講 ず るととに 決 定

Ｑ 合員詮 ｾｲ

報 告

1 耐震耐久建築宜{専用 映raL'; f pl次に 測する件報告

1  4月分合計報 告

l 春季大合清算桜子t

1 建築集合大舎終了に IMJ し謝欣報告

曾 員 動 静

入 曾 者

倉 員

池 悶 幸太若 兵庫県長武 ｗｾｉ ｉ ｉ｝ ｌ 木村 ｼ 、・新岡市｝前 ＲＶ

6 ノ 1( 村 木工務応自主D

品Ijr 図 省 三芳 前l' 戸 市林 悶 1，也長 岡 町 l ノ47( 兵庫県果、

総 務 部 管 絡 課〉

普 運 賃 助 員

板. r n : 新平沼 市l' 戸市兵臨 l話北逆瀬 川町98 ノ2( 兵

lilH瞬、総務部聖子t益課〉

t九・悶 !) } l ¥・ 尼崎市築地本町4/ 77( 合資 合 従ギ

以組〉

|河 本 文 之 f l 米 子市滋 笑 ｾｬｲＲ Ｑ 111 ( 米 子 保 線 お

務 所 建 築掛 〉

伏 見 紀 < 1¥ ぬ根l採簸 川郡 今ni 田I 御茶尾田r ( 米

子保級事務所建築掛〕

j向井 勝 rli ;1i ¥ 松 江 市際 i恒夫前l'町80 ( 米 子 保 線ょJ:;

務 所 建 築掛〉

喜 多川1M次 京 Ｉ ｵ ＮＩ ［ｾ 市主主橋 医 ＮＱ Ｚ落合 ＱＯＴ Ｘ Ｑ ( 大厳

省 経 絡 管 財 局〉

近藤 ーキIJ 君 東 京 市小石 川区 大 塚町25 ( 鈴木工

務 活〉

宮 本 車j 雄君東京市目i ' ! k h:立駒場開P54 ( 六議 省 管

絡管財局〉

八 木 村一 沼 京 都 市 右 京 I;{ 桂 木 ノ 下 alfl ( 八 木 合

名合肩土代表最上員〉

5e支 貞ご;g 此 花医吉野町2 / 2 Ot( 本 民主l 合大 阪

支);t..f長〉

退 曾 者

曾 員

九 川 英 介 常 奥 村 !i4.・吉 宏 鍵回 /IW章 宏

'1.'村 謙 治 君

地 方 曾 員

石 井 一夫沼 然 回 竹二 万

特 別 賛 助 員

国 仁1" 1'1' *;'1ヨ

普 逼 賛 助 員

枝 吉 徳 滋 1¥ 久 保 図正信 沼 総 F 刊行革主

韓 居 輔 動

{ 主谷ま妥私君 旭 |孟赤川 町957 Ｈ 設計監 督 ｾ ｪＺ，通事 ｉｾ ￭Ｉ 曾 員

地 方 曾 員 大 村 恭 方 君 米 王 寺 阪 民 法 i見回T9 1ij 年秋廷 内

数 本 穣 主主 l資島市御 普本田)" 9 13 ノ 1 ( J 訳本建築 。篠 IJfi 太 郎 君 東 淀 川 区云凶 alJ ] 03

工事事lfr ) 堤 多 計 士 君 兵 庫 ? 孫 、 武 庫 郡 本山 村 野1s: 畑 ケ 回

永 Ｑ Ｑ Ｑ ｦｴ 右術門君満洲園間島省 闘 ｾ Ｂ ｊ 市 ｩ 的 ｊｩ ｴｮｕＺ 宅 Ｕ Ｒ 486 

1 2  ( i，前t滋 銭 路総 局〉 二 ｼじ垣 ｦｉｾ之介 君 j舟 |て; 些 能 郡 熊 野 岡 村202 紅茶ケ 丘
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苦言 一 郎君 名古厩市中砥新抑町名古極貧隊創 岡本堂次郎君 1師岡市草士家町 21 ノ l 清水組 博多支

場作業場竹中工務応出政見rr 陪

長谷川俊弘君 西淀川臨海老江中3 ノ35 佐藤1 ! ，ι 七 宏 氏 ぬ l隊佐伯郡小方村会: 戸<1
1野，男

南京イUl 太 郎 索 兵庫l採川遊君1; 小田村抗瀬木 / 厄33 方

JFー問 晋君北直義 ｩ 原 ミ ｾ， ｮｴｊ ・ Ｕ ノ ＳＵ 鈴木方 早 川 健 次 君 京都市左京阪緑土寺馬揚岡f : 8

地 方 曾 員 : 中塚 誠 君 下IMJ r行後[ 1:1町442 提方

級本道三郎君 ( 新事務所〉東京市日 本橋区郷波町 小林巳之経常ー 横並 ｾｲｬｪ ｦｦＮ ｛Ｑ Ｑ 奈川凶卒 川 町 ＷＶ

3 ノ2 巴 ピル 3，管 i 卒川 良質素 I符下鉄能郡豊中町字南錨i木 1 0 7 / 1

加藤喜三郎君 三重 l孫皮合郡御附村高向930 パ ! 亀尾高太良11"f{ 東京市市[1
1閏 l孟墓所Pl J l 中西忠雄方

日市 議 雄 君 八 幡 市 前 悶 松 ケ 枝 町 1384 山口高 大里子 鬼作製 主主こ11:市上埠頭来二依 149

吉方 ・今 村 清 之 助 宏 氏 烏 市三川町 18

高橋籾太郎君東京市荒川凶日暮恩同 ｝Ｂ Ｙ ノ ＱＱ Ｐ Ｙ 大庭 政雄君大主ｾ市薩摩町南山祭

谷 - ) [ 君東京市溢谷同管業P l f 7 n百英建築事 佐伯 一夫 君 米 子 市 如17尾町 岡山庭内

務 所 跡Ui 翠 貸 君 岡 山 l係玉ね町乙島太陽レーヨ ン，j!..j1

総身賛助員 式合枇宝 島工場安井建築事務所

UI 崎 茶話君 ;東京市京崎区京総2 / 4

普遁貨助員

後 藤 幸 男 君 港 区 八 幡 厳OlT 2ノ3 12 堤次郎方

IJI 溢 政 吉 君 新 京 闘 JI[ 車料理部工務 J科第 1:分室 死 亡

片山 一 郎君 京都市 F 京凶大宮 ii I i リ七僚トーノL-ZJi 普必賛助員 松井光彦対〈日目昭 10年 4 月15 日逝去〉

安中毒L校建築場竹 rl
l

了.務陪 fH1民所 謹 ん で 哀 悼 の 窓 を 表 す

本 務 執 筆 者 紹 介
く五十普順〉

天 沼 {変 工準博士、東大建築些科卒 . 京都帝鋼大23主手士役

青 ;f9J1 貞 世 エ築士 、早 大建築挙科卒、竹中工務庖技r ，r t i

石 川 純 一 郎
工事士、京大建築撃科卒 、竹中工務庖技r . ，!i

作 間 日 出 生

兵庫県議立工業撃校卒 、長谷部竹腰建築事務所勤務 、

大阪株式取引所現場主任

芹 生 幹

大阪市立都島工業拳校卒 、竹中工務府勤務 、

京都朝日合館現場主任

/け
腰 健

1a旦r  

エ修士 、東大建築拳科卒 、

株式合従長谷部竹腰建築事務所常務J反締役

高 橋 築 治
エ祭士 Ｎ米大 建築製科卒 、 長谷部竹腰 ｩｬｬ 築 Ｍ ￭ ｬｾ 毒事 ｆｦｲ 技削 Ｑ
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編 輯 後 記

- 本放は殆んど時を同じうして技工し? こる のあるものであるが夫 k の座談合はそれ

大阪株式取引所と京都朝日合館との特輯 に劃して比較的詳しし、説明を 加へて居る

蹴としに 0 ・本披には久しぶりに天1 f i 惇士の記事を頂

. この二つの建築の潟貫ーと、 それに就いて 戴しに。

の座談合の記事とが中心である。 .7月続は郷土建築競であるが、特輯題目

・ 一 方は天井高 ＵＲＩｾ の肢 い立合場を中心と 以外の記事も本協舎の使命に闘するも の

する株式取引所で あ れ 一方は大集合場 その他油営なものは掲載の用意があるか

を中心 とする含館であるが、共に共機械 ら御投稿営乞ふ。

的諸設備に於て近代科事の到達 し得る最 .6月続を強行して本年も早夏である。執

尖端を行〈も ので あ れ そ の貼か らして 筆を御依頓する方 k には御迷惑な夏で あ

も充分紹介の{ 賃値あるも の と信すe る。 るが. 編輯を代表して今からよろしくお

・意匠計婁の黙に於ても雨者共非常に特色 願ひしてお〈次第である。( 新名)

建 築 と 社 曾

第 Ｑ Ｘ 締第 Ｖ ｾ 虎

毎月 11日11 日護行 定倒 i 加 .50闘〈郵税 2 銭〕

12:il1} 6 ∞岡( 悶 24 銭〕

昭和 10年 5 月25 日印 刷 昭 和 10年 6 月 l 日 渡 行

五重行 ・編輯

印 刷 人

西宮市今湾問T湾lF'j 字受 樟605番 地

印 刷 所 大 医 活 版 所

大 阪 市 東 直 内 淡 路 町 1丁目 7番 地

音 量 行 所 在T 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 蕗 中 之 烏3 ノ3朝日ピル

蜜語長本局 ( 23、45∞容( 6)

指 替 口 座 央 阪 39.975替

特 約 販貰 !青 柳 k 堂 害 庖

大 阪 市 西 区7宮町期初予板橋西

電 話 土 佐 堀 2440寄

苦言替口座! i ¥! 阪 加84番

』号 取

禁 轄 載

本披に掲載せるもの は、一 切 ζ れ を 無 断 に て

将戦し叉は翠行本に上梓その他の複製行ｾを
なすととを禁ず。

鹿 告 掲 載 料 金
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表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45.∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80∞ 

: t z lt i t -H t  

御 注 文

御 注 文 は す べ て 前 合で本 曾 直 接 又 は 特 約 底 へ

銀替貯s i : >叉 は気 替で御梯込を願ひます。郵空手

代用は ー制 噌. 代金引換は お断り致 しま す。
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第 五 版

表紙クロ ース

本 顔

上 質 紙 印 刷

菊 ｾ Ｑｊ 故版

日 本 建 築3協 曾 版

本 書 は現行の市街地建築物迭を始め本年改正賓施された

" 市街地建築物法施行令" ・“ 同法施行規則" . “ 同法施行細則"

「大阪府. 兵庫軒、京都府、 警視聴〔東京府】. 神奈川腕、愛知鯨〕 等々 その他“ 同法

関係法令" を 全 部網羅 編纂 したるも の である 。本書 はそ の性

質 上校閲 に最 も力を 費し 閥係官聴諸技師の援 lVJ を受 けて ;11来

得る限り の正確 を期 し1:' 。表紙 は堅牢な るクロ ース を用ひ本

綴さな し叉上質紙 を 使って 印刷の鮮明を計り その装 備 の美 麗

ミ携帯の至便さは 多大 の絶賛 を博す る こさ 〉確信 すO

建築家、建築業者、 建築畢生其他荷 しく も建築 に関係 ある 者

の必 要 欠 くべ から さ・る 定本ごして敢て本書 を薦 む。

. 定 債 50 銭 送 料 6 銭.

日 本 建 築 協 曾 議 行 |ニコニコ貰捌に;;
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